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「キョウジ、病み上がりなのだからあまり一人で出歩くな」

「大丈夫だって、もう熱は下がってるんだし。大袈裟だ」

　もう、何度このやり取りを繰り返しただろうか。思い出すだけでも、とうに十回以上はこのアサドの台詞を聞いている気がした。

　アサドは京司がカマルに襲われて以来、京司にこれ以上にないほど過保護になった。

　あれから三日が過ぎ、体調も回復した京司はアサドに無理を言って宛がわれた部屋へと戻ってきていた。もう大丈夫だから、と言ったのだがアサドはまだ心配なのか朝晩といわず、暇さえあれば京司のもとにやってくる。初めのうちは喜びを感じていた京司だったが、ここまで頻繁に来られては申し訳ないが少々鬱陶しさを感じる。

　あれは駄目だ、これは駄目だ、と行動を制限され半ば部屋に閉じ込められていれば誰だって鬱屈が溜まってしまう。

　今日こそは、と意気込み部屋を出ようとして廊下の向こう側からやってくるアサドを見つけた時は、思わず露骨に嫌な顔を浮かべてしまうほどだった。

　案の定、アサドがそのまま京司を見逃すはずもなく。連れ戻されて、先程の台詞を言われたのだ。

「少し散歩に行くだけだから、すぐに戻ってくる」

「そうは言ってもだな、今は、お前にとっては王宮内と言えど安全じゃないのだ……。また私の目の届かぬところで何かあっても困る」

　そう言われてしまうと、京司としても弱いのだが。あれから三日経つが、その間カマルが京司に接触してきたことは一度もなかった。今もアサドに怒られたことが効いているのかもしれない。

　アサドもそれを知っているはずなのに、どういうわけだか知らないが京司を部屋の外に出すことを嫌がる。

　病み上がりだから、安全ではない、とことある毎に言われ続けていれば、ついそれ以外の理由を勘ぐってしまう。

　京司を部屋の中に押しとどめようとするアサドに、胡乱な瞳を向けた。今、京司を外に出してはいけない理由をアサドはきっと知っていて隠している。そんな確信が京司の中に存在していた。

「……分かった、外には出ない。出ないけど、……理由を言ってくれ」

　それまで京司に真っ直ぐ向けられていたアサドの瞳が空をウロウロと彷徨う。言いづらそうに、口を開閉させるがそこから音は拾えなかった。

　やがて、京司の頭上の方で深いため息が吐き出される。

「……分かった、話す。話すが、聞いたらここを出ることは極力控えると約束してくれ。でなければ、私はお前をどんな手を使っても閉じ込めるぞ」

　アサドの言葉にはアサドの本気が見て取れた。

〝どんな手〟と敢えて明確にはしていなかったが、恐らくアサドはあの牢屋のことを指して言っているのだと京司には察しがついた。あの時の、鎖に繋がれた際の冷たさを思い出し、恐ろしさで身震いする。鼻の奥にまで埃っぽい匂いが蘇り、京司は顔をしかめた。

（もうあんな場所は二度と御免だ……）

　そんな思いがあるからか、京司は神妙な顔で頷いた。

「……この国は、王政なのを知っているな？」

　唐突に話を振られ、京司は驚きながらも「ああ、知っている」と簡潔に答えた。ニーラムザールが王政であることはここに来る前に前知識として嘉成に教えてもらっていた。しかし、それが一体どう関係するのだろうか。

　訝しく思ったまま、京司がアサドを見上げると、アサドはその整った眉をきつく寄せていた。

「……我が国には、あるしきたりが存在していてな。現国王が六十を迎えた時点で次代の王に王位を譲る。……今年で、我が父──現国王は六十になるのだ」

「え、それって……アサドが王になるってことか？」

「ああ。このままいくと、そうなるな」

　そう言うアサドの顔はちっとも嬉しそうではなかった。何か憂う理由でもあるのかと京司は勘繰ってしまう。

「〝そうなるな〟って、何だか興味がないみたいに言うんだな……」

　アサドの表情を見る限り、望んでいるようにもみえない。どこか他人事のように、淡々と告げるアサドに京司は不思議な心地がしていた。

　取り敢えずは、今すぐに京司が部屋を出ていく心配がないと判断したからだろうか。

　長話にでもなると予想したアサドが京司をソファへと誘導する。しかし、アサド自身は京司の真向いに腰かけるわけでもなく、少し離れた窓辺へと身を寄せるのが京司の視界に映っていた。

　アサドの金色の髪がゴトラごと砂混じりの風でなびく。金と白、背後に見える空の青は美しく、京司にはやはり一枚の絵画のように思えた。

　京司の目の前にいる絵の中の男が、フッと息を吐き出す。憂い顔に影が下り、青の瞳が濃く見えた。

「興味が無いわけではない。小さい頃から王になることが目的だったからな。……ただ、酷く窮屈に感じているのは確かだ。だからと言って、ニスルを王として仰ぐのも気に食わん」

　市場で京司が見たアサドの笑みは、自由で、青空の如く晴れ晴れとしていたことを思い出す。しかし、今目の前にいるアサドの顔に浮かんでいるのは、あの時とは正反対の縛られ、疲れ切った者の力ない笑みだ。

　それが、痛々しくて。〝王なんてやめてしまえばいい〟なんてとんでもない言葉が喉まで出かかって、止めた。

　付き合いは短いが、浅くはない。だからこそ、京司には分かる。

　アサドは王になることを望んでいる。義務感や幼い頃からその身に覚え込まされた王になるための知識や振る舞い、どういったものが裏にあるのかは知らないが、どれだけ痛々しくても〝王なんてやめてしまえ〟と言われることはアサドは望んではいないはずだ。

　京司は本当に口にしたかった言葉を腹の底に沈ませると、別のことを口にした。

「……でも、本当はニスルが王位を継ぐ予定だったんだろう？　どうしてアサドが継ぐことになったんだ？」

「……ニスルが罪を犯したからだ。本来ならば、王宮から追放されてもおかしくないことをした。それでもあの者がここにいるのは私たちが情けをかけたからに他ならん」

「罪……、そう言えば、アサドはニスルのことを〝裏切り者〟って言ってたな。……それに、アサドを殺そうとしたって……」

　京司がアサドに無理矢理犯される前にそのようなことを言っていたのを思い出した。犯された記憶まで生々しく蘇りそうだった京司は深く息を吸い込み、気を落ち着かせる。

　犯されたことは、まだ許すことが出来ない。苦い気持ちが腹の底でとぐろを巻いていたが、今はアサドの話の続きが気になった。

　思いの他、落ち着いた様子の京司にアサドが一瞬目を見張る。

「……憶えていたか。あの時は、頭に血が昇っていて……お前にはすまないことをした」

　今度は京司が目をみはる番だった。アサドの口から出てきたとは思えない誠実味のある謝罪の言葉に瞬きを繰り返した。それと同時にジワジワと悲しみが胸の中で湧き上がった。

　まるで、京司と体を重ねてしまったこと自体が過ちで、後悔しているような響きに、気持ちを自覚してしまった胸がじくじくと痛む。

（アサドは八つ当たりで俺を、抱いたのか……？　優しくしてくれるのも、心配するのも……負い目を感じているから？）

　だとしたら、謝ってほしくなどなかった。勘違いしたままでよかったのに。

　ザラリ、ザラリと胸の底にある不快な気持ちを握りつぶすように、京司は手を握りしめる。

　本当ならば、問い詰めたかった。どういう意味で謝罪を口にしたのかと、アサドの口からはっきりと聞きたかった。

　しかし、京司が考えていることが本当で、アサドが京司との間に起こってしまったことを後悔しているとしても、今はそれを追求する時間ではないはずだ。

　それに、アサドの口からはっきりと否定されてしまったら、それこそ立ち直れない。

　結局、先延ばしにするように、京司は「……それよりも、話の続きを」と話題を戻すことにした。

　アサドもそれ以上その話題に触れず、そうだな、と言葉少なに頷くと本題を続けるために口を開いた。

「……ニスルは私を毒殺しようとした過去がある。医者が駆け付けたのが早かったのと、私の生命力が強かったお蔭で死は免れたが一時は部屋から出ることもままならなくなった」

　アサドの口から語られても、京司は中々信じられなかった。ニスルはそんなことするはずがないといった思い込みがあったことと、自身のことなのにあまりにも淡々と語るアサドに現実味が持てなかったためである。

　けれども、ニスルはそれが事実であると言っていた。

　京司をからかっているだけならばいいのだが、そうでないことはあの日の京司の部屋を出ていくニスルの顔が証明していたではないか。

　あの快活で弟を大事に想っている青年が、理由もなくアサドを手にかけたとは思えない。

　京司は窓枠に背を預け、遠くを見つめるアサドに尋ねていた。

「……ニスルは、どうして……」

　遠く、遠くを見つめるアサドの瞳には一体何が映っているのだろう。もしかすると、ニスルと仲のよかった幼い頃を思い出し、その瞳の先に浮かべているのかもしれない。

　横顔に浮かぶ青い瞳の中に懐古の色を見つけた京司には、そんな気がしていた。

　やがて、アサドは窓の外を眺めたままポツリ、ポツリと続けた。

「奴は知らなかった。しかし、知らずとも怪しむべきところは幾つでもあった。そこから目を逸らしていたことこそがあやつの罪だ」

「……どういうことだ？」

「ニスルの背後にはニスルの母親がいた。毒を混ぜたのも恐らく、〝貴方の可愛い弟が疲れているようだから、これを飲ませてあげなさい。とてもよく効くお薬なのよ〟とでも言ったのだろう。ニスルはそれをバカ正直に信じたにすぎん、が……疑うべきだったのだ。それに気付くためのヒントは至るところに転がっていた。私も、何度も忠告した。しかし、それでもあやつは盲目的に信じた。この私ではなく、自身の母親をな……」

　アサドの言い様は、まるで殺されかけたことよりも、信じてもらえなかったことに対して憤りを感じているようであった。いや、〝まるで〟ではなく、それこそがアサドの怒りの正体なのだろう。

「アサドは、……ニスルに殺されかけたことよりも、〝信じてもらえなかった〟ことの方を恨んでいるのか？」

「……さあな、憎んできた時間が長すぎて、もう今となっては分からん」

　そう答えたアサドは、いまだに遠くを見つめている。

　幼いアサドは、ニスルを大事に思っていた。だからこそ自分ではなく母親を信じ言いなりになった兄を憎んだが、切り捨てることは出来なかった。それを裏付けるのが、アサドがニスルに向けるあの激しい怒りだろう。何とも思っていないのならば存在を無視してしまえばいいだけのことだ。

　しかし、アサドが言ったようにニスルを憎む時間が長かったせいか、体や心に負の感情が染みついてしまったのかもしれない。

　本当は、許したくて。けれども、いままでに染み込んだ感情が邪魔をして許すことが出来ない。

　アサドの横顔から、そんな感情を読み取った京司は、気が付けばソファから離れ、アサドの傍へと歩み寄っていた。

　同じように窓から外へ視線を向ける。アサドが見ている景色を、京司も共有したかった。そうすることで、少しでもアサドの悲しみや苦しみを知りたかった。

　広がる青空は日本以上に澄んだ色をしているが、目の前に広がるのは見慣れない白亜の壁と整えられた庭だった。ぐるりと張り巡らされた壁は、誰かを閉じ込めるための鉄格子にも見える。

（まるで……牢、みたいだ……）

　京司には視線の先の壁が、あの埃っぽい牢と重なる。

　この王宮という名の牢に捕らえられているのはアサドの方ではなかろうか。

　そう考え途端に、ただの壁であるのに恐ろしく感じた京司は、視線を逸らした。

　ちらりと隣のアサドを見上げると、アサドも京司を見ていたのか視線が絡んだ。ゆっくりとアサドの手が京司の方へ伸びる。チョコレートのような甘ったるい熱を持った指先が頬に触れるか、触れないかの位置で止まった。

　てっきり、触れられるものだと思っていただけに京司は空で止まったままのアサドの指先を見つめられずにいられない。その先を求め、自身の手を重ね頬まで導きたくなる。

　触れてくれないのは、やはり自分とのことを後悔しているのだろうか。

　後ろ向きな考えが顔を出し、体の中ほどまで上げられた京司の手が音もなく下ろされた。

　アサドも京司も動けない。ただ、おかしな位置で止まったままの手を持て余しながら視線をお互いに送り続けていると、扉を二、三度、一定の間をあけてノックする音が聞こえた。

　京司の部屋にくる人物は限られているし、このノックの仕方は真面目で神経質なバハルしかいない。

　京司の予想を肯定するように、バハルの声が扉越しに二人の耳に届いた。

「アサド様、此方にいらっしゃるのですか？」

　控えめな声量は静かな室内ではよく聞こえた。京司の傍にいたアサドが、

　スッと離れ、扉に向かう。

　京司としては引き止めたかったのだが、バハルが呼び戻しに来たということは火急の用件でもあるのかもしれない。そう思うと、結局京司は黙ってアサドの背を見つめるしか出来なかった。

「……ここにいるぞ、バハル。今開ける」

　アサドが扉を開けると、開いた扉の隙間からバハルの姿が窺えた。

　いつもは小憎らしいほどに涼しげな顔に狼狽の色が浮かんでいる。どうやら、本当に何かあったようだと京司にも察せられた。

「アサド様、……街でアサド様にとって不名誉な噂が流れていると報告が上がってきたのですが……。ご存知でしたか？」

　何故この場にいるのか？　といったバハルの視線が京司の肌に突き刺さったが、今はそれどころではないのか、バハルはそれ以上京司に対して何か言うこともなかった。

「噂が流れたままになっているのは、私が故意に放っているからだ」

　淡々と告げたアサドの言葉にバハルが目を瞬かせた。

　まさか、アサドからそのような言葉が返ってくるとは思ってもいなかったのだろう。しかし、バハルが呆けていたのもほんの数秒だった。

「何故、……何故放っておくのです!!　噂に関して報告した時、アサド様は『私に任せておけ、何とかする』と仰ってくださったではありませんか!!　あれは嘘だったのですか!!」

　感情が爆発したように叫ぶバハルの声が室内にわんわんと響く。

「嘘ではない。考えがあって放置しているまでだ」

「……このままいけば戴冠式にも支障が出るとアサド様も分かっているはずです。そうまでしてしなければならないことなのですか？　一体、何を考えておられるのですか？」

　バハルが真っ直ぐにアサドを見つめる。握りしめられた拳は怒りやアサドの考えが見えない不安で震えているようだった。

「それはお前にも言えん」

　ぴしゃりと撥ね付けるアサドの言葉にバハルの瞳に悲痛な色が浮かぶ。ぎりっと音がするかと思うほどにきつく唇を噛み締め──そうして震える声で「失礼しました」とだけ言うとバハルは去っていってしまった。

「……なあ、いくらなんでもあの言い方はなかったんじゃないか？」

　チラリと視線を上げた右斜め上に、疲れが浮かんでいても尚綺麗なアサドの顔があった。京司の視線に気が付いたアサドの顔が京司の方を向く。

「これは私とバハルの問題だ」

　そう言われてしまうと引き下がるしかない。京司は納得のいかない気持ちを抱えながら押し黙るしかなかった。

　黙ってしまった京司を拗ねたのだと勘違いしたのだろう。アサドの手が京司の前髪を優しく梳いていく。

「キョウジ、また後で来る。それまで大人しくしていろ」

　耳朶に直接吹き込まれるように囁かれ、京司の額に柔らかな感触が押し当てられた。

　小さなリップ音が脳を侵す。

　こんなことされたら、離れがたくなってしまう。もっと触れてほしいと強請ってしまいそうになる。

　アサドは一体どんなつもりで自分に触れるのかと、尋ねたくなってしまう。

　しかし、そのどれも言葉にすることは京司にとって難しく。グッと下唇を噛み締め、言葉と共に気持ちまでもを胃の奥底に沈めると、無言のままアサドを見送った。

　バタン、と扉の閉まる音が虚しく室内に響いた。

「はあぁ……」

　京司の口から今日何回目か分からない大きなため息が零れ落ちた。

　ゴロゴロとベッドの上を転がってはため息を吐くを繰り返していて、いい加減自分でも鬱陶しいと思うのだがどうすることも出来ない。

　アサドが〝また来る〟と言い残し部屋を去ってから、ぼんやりと窓から外を眺めたり、ベッドで寝たりとしている内に六時間が経過していた。それでも、まだアサドが戻ってくる気配はなく、気晴らしで筆をとってみたが、窓から見える風景や京司が作り出した世界を真っ白な紙に表現していても思い出すのはアサドの顔ばかりで。

　そうして、何枚ものアサドの顔が出来上がり、紙の中のアサドとにらめっこしていると京司は更に気分が滅入るようだった。

　まさか、こうなってしまうとは自分自身想像していなかった。

　恋愛なんてもうこりごりだと思っていたのに、よりによって厄介過ぎる相手を好きになってしまうとは。

　アサドは同性、しかも次期国王になるのが決まっている王子だ。身分の違いもあるし、王になる以上相応しい相手との縁談も沢山あるはずだ。そもそも、京司がアサドの傍にいられたとしても、世継ぎは当然望めるはずもなく。メリットはないだろう。

　どう考えても、アサドとは一緒にいられないのが京司にも分かりきっていた。

（気持ちは伝えることはしないけど、筆を返してもらうまでは一緒にいるくらいいいよな？）

　元々は筆を返してもらうことが目的であったはずなのに、今はアサドと一日でも長くともにいられることを望んでいる自分自身に苦笑いが零れる。長く共にいればその分だけ別れが辛くなることくらい重々承知であったが、それでも京司はアサドの隣にいたかった。

　今も、早くこの部屋に戻ってこないかとソワソワし、ベッドの上で意味もなく転がる。

　戻ってきたら、何を話そうか？

　アサドに何を教えてもらおうか？

　そんな考えが浮かんでは消えていく。浮かれていると京司自身も思うのだが、自制が利かないのが現状だ。それと同時に、こんなにもアサドのことを考えている自身に落ち込みもする。

　もう、十五年も前に人を愛する気持ちなど捨て去ったと思っていただけに、アサドへの気持ちに困惑しているのも事実であった。

　十七年前、当時京司は二十歳になったばかりで都内の美術大学に奨学生として通っていた。その頃の京司は亡き父に影響を受け、専ら人物画ばかりを描いていた。

　今と大きく違い、写実的な西洋絵画のような描き方を得意としていた。大きな絵画コンテストではグランプリを獲れないものの、いくつか小さな賞をもらうこともあった。

　何もかもが順風満帆とまではいかないにも、満ち足りた日々だった。そんな中、京司は一人の女性と出会った。今まで思い出すことを意識的に避けていたから顔がうろ覚えであるが、彼女の名前が〝里美〟であったのははっきりと覚えている。

　里美は京司と同じ大学の一つ下の後輩だった。長期休暇の度に地方のあちこちに出掛け、その風景を描くことが目的の旅行サークルで出会ったのが始まりだった。

　京司はその頃から人見知りであったが、里美はその真逆で。だからこそ、京司の里美に対する印象はいいものではなかった。何かと、〝京司先輩〟と京司の傍にやってきては一方的に話していく。そんな強引な部分が京司には鬱陶しく、邪険に扱ったことも一度や二度ではない。

　けれども、彼女はその程度ではへこたれず、何度も何度も京司に話しかけてきた。

　里美は、明るくムードメーカーのような存在であったから大学内でも人気があった。だからこそ、邪険に扱う自分よりも他の男に話しかけたらどうだ、と何度も言ったのだが。その度に彼女は『私が話したいのは京司センパイですから』と笑って却下されてしまった。

　そうして、半年ほど経った頃だろうか。とうとう根負けしたのは京司の方だった。

　彼女は、絵に関しては真剣だった。友人等と話している時は軽い口調と態度なのだがカンバスを前にすると途端に口数が減る。ストイックなまでに絵と向き合い服や顔、手足が木炭や絵の具で汚れるのも構わずにひたすらに筆を動かす。そうして絵が完成すると「見て見て、上手く描けました」と笑みを浮かべながら京司に話しかけてくるのだった。

　そんなギャップに気が付くと惹かれていた。秋が過ぎ、寒空に雪がちらつき始める頃に告白したのは京司の方からだった。里美は、鼻の頭を赤く染めながら、うん、と頷いてくれ、晴れてその日から京司達は大学内でも羨まれるカップルになった。

　毎日が幸せで、それ故に恐ろしかった。いつかは、母や父と同じように里美も消えてしまうのではと思ったからだ。それでも、彼女が作った弁当を一緒につつき。同じ場所で絵を描いた。そうしているとそんな不安も薄らいで、だからこそ京司は気が付けなかった。

　大学四年生に上がった頃、京司の名前は少しだが売れるようになっていた。グループ展に誘われたことも一度ではなく、これでようやく画家として小さな一歩を踏み出した気にさえなっていた。

　里美とは相変わらず仲睦まじくやっていて、京司としては結婚も意識し始めていた。里美と二人で幸せな家庭を築いていくのだと京司は信じて疑わなかった。しかし、それは唐突に終わりを告げた。

　とあるコンクールに出展した絵の受賞式でのことだ。その日、京司が名前を呼ばれることはなかった。代わりに壇上に上がり称賛を浴びていたのは里美だった。それだけだったのならば、京司としても素直に喜ぶことが出来たのだが。壇上に掲げられていた里美の絵を見た瞬間京司は頭を横から殴られたような衝撃を覚えていた。

　題名は『ぬくもりの中に』。淡く微笑む女性が日本画特有の輪郭を残しながら幾重にも重ねられた油絵具で艶やかに彩色されている絵だった。

　里美が得意としていたのは点描画で。それも淡い彩色を好む傾向にあった。傍で彼女が作品を作る姿を京司は何度も見てきたから、てっきり今回の作品もいつも通り彼女の得意とする点描画だろうと思っていた。

　しかし、現実はどうだろう。目の前の彼女の作品は彼女らしくないタッチで描かれている。しかも何より京司を動揺させていたのは、そのタッチが京司が今回のコンテストのために新たに考えたものだったからだ。それだけではなく、構図も、人物の表情も京司が出品した『最愛の人』と似通ったように見えるのは何かの偶然なのだろうか。

（……いや、そんなはずはない）

　思い返してみれば、里美がコンテスト前に京司に『その描き方面白いね。私にも教えてよ』と強請ってきたことがあった。その時は特に何も考えず、その上里美にモデルを頼んでいる手前もあって京司は気軽に「いいよ」と言ってしまった。同じコンテストに出品することは里美の口から聞いていたのに、その作品を京司はこの日まで一度も見ることがなかった。それは、里美が京司に模倣したことがバレることを恐れたからではなかろうか。

　様々な憶測が京司の頭の中で駆け巡った。しかし、それでも京司は里美を信じたかった。だからこそ、授賞式が終わったところで彼女を捕まえ問いただしたのだが。

「模倣だったらなんだっていうの？　私と京司の絵が似ていたとしても、最終的に選ばれたのは私でしょ。選考に残らなかったって私を僻まないでよ」

　京司に返ってきたのは残酷な一言だった。

　ピシリと、今までの幸せな生活にひびが入った気がした。

　しかし、京司を襲う不幸はそれだけではなかった。

　恐らく、京司の告発を恐れてのことなのだろう。里美が先手を打って大学内にある噂を流したのだ。

　その噂は、京司が里美を脅した上で作画の手法を教えさせ、里美の絵の模倣をしたというものだった。勿論、そんなことした覚えもないし、里美を脅すわけがない。

　けれども、それを証明するような証拠があるはずもなく。僅かだが京司にも味方をしてくれる教授や友人はいたのだが里美の父親が大学の理事であったため、援護してくれていた教授も友人も我が身可愛さに京司のそばから一人、また一人と離れていってしまった。そうして人間不信になった京司は自分から大学を辞めた。

　それからの京司の生活は酷いもので、一時期は精神的なもので筆すら持てなくなった。げっそりと頬はこけ、夜ごと悪夢にうなされ、食事も喉を通らず、ついには、立って歩くこともままならなくなってしまった。死んでしまうのではないかというほど酷い状態の京司を心配して、毎日嘉成が世話を焼きにくるほどだった。

　それすらも鬱陶しくて、嘉成には辛く当たってしまったことも多い。けれども、それで嘉成が京司から離れていくことはなく京司はその嘉成の優しさに助けられた。

　少しずつ、筆も持てるようになり。ある日、会わせたい人がいるといって嘉成が京司と引き合わせたのが後に師として仰ぐようになる金山だったのだ。

　あれから二十年近く経つが、里美との一件は相当尾を引いているのか。いいな、と思う女性がいても裏切られた時のことを考えてしまい中々深い関係になることが出来ない。そうこうしている内に、京司は恋愛というもの自体を億劫に感じてしまうようになった。

　それだというのに、アサドに関しては違った。

　アサドを初めて見た時、金山の絵を初めて目の前にした時と同じように心が躍った。こんなに美しい人間がいるのかと思ったほどだ。まあ、あの後の一言には正直ドン引きであったが。

「目が覚めて聞いた言葉が〝私のものになれ〟だもんな……」

　今でもあの衝撃は忘れられない。外見の印象と中身は一致しないものなのだと京司が実感した瞬間でもあった。けれども、アサドはただ鼻持ちならない人間、というわけではなかった。

　確かに許せないことも色々とあったが、知れば知るほど深みにはまっていくような奥深さを持つ人間でもあった。そして、なにより京司が絡めとられたのは普段は凛々しいその顔に隠されたアサドの素顔だ。

　ニーラムザールの青空のように晴れやかに笑う顔。孤独を隠し、けれども誰かに分かってほしいと苦しむ顔。京司を助けに来た時の必死の顔。安堵した時の、キスをする時の、抱く時の。そして、兄を許したいが許せないと悩む顔とその心に京司は寄り添いたいと思うようになっていた。

　京司自身、今までになかった大きな心境の変化だった。

「キョウジ、いるか？」

　コン、と軽く扉を叩く音がしてアサドの声が聞こえた。

　待ちわびていたこともあって、体がもはや条件反射のようにベッドから滑り降りて、一直線に扉に向かう。

　ノブを回すのでさえもどかしい。急く気持ちを押しとどめながら、京司は扉を開けた。

「……大人しく部屋にいたのだな」

　開いた扉の先、アサドが目を丸くしていた。恐らく、京司がきちんとアサドの言いつけを守っているとは思わなかったのだろう。

「いろって言われたから、大人しくしていたんだ。物凄く、退屈だった……」

　京司がすねて言うとアサドの手が京司の頭を撫でた。年下に頭を撫でられるというのは格好がつかないが、アサドの手は優しくて抗う気にはなれなかった。

「それで、仕事は終わったのか？」

　気恥ずかしさもあってぎこちない笑みで京司が尋ねると、アサドは気難しい顔をしたまま口を開いた。

「ああ、取り敢えず今日の分は、な。……バハルにはああ言ったが、早い内に手を打たねばならん」

　手を打つとは、やはりアサドの噂の件についてなのだろう。疲れたアサドの表情からそれが容易ではないことが京司にも窺え、心配になる。

　自分が何の力も持たないことは分かりきっているが、アサドのために自分が手伝えることはないだろうかと考えてしまう。

（せめて、噂の内容が分かれば俺にも出来ることがあるかもしれない……）

　内容すら知らない今の状況では、何も動きようがない。

「なあ、噂の内容ってどんなものなんだ？」

　京司はアサドにそう尋ねたのだが。アサドは口を開くどころか、眉間に皺を寄せ押し黙ってしまった。

　アサドの態度からありありと見て取れる拒絶に京司の胸がズクリと痛んだ。

　自分では駄目なのか。

　そんな思いがグルグルと頭の中を回り、胸が息苦しい。

　アサドならばきっと話してくれるといった自信があったのだが、どうやらそれは京司の思い込みだったようだ。

　それが酷く惨めで、恥ずかしくて。京司はアサドから顔を背ける。

　先程までの嬉しい気持ちはすっかりと萎みきって、今すぐにでもここから走り去りたい気持ちに駆られた。

　それでも、京司がその場から逃げ出さなかったのは、噂の内容を京司に教えられない理由をアサドの口から聞きたいがためだった。

「なんで、教えてくれないんだ？」

「……教えてしまえば、お前は首を突っ込むつもりなのだろう？」

「それは……」

　アサドに鋭く切り込まれ、京司は口をまごつかせた。〝ない〟とは言い切れなかった。

　アサドが言った通り。知ってしまえば、首を突っ込まずにはいられなくなるだろう。

「お前を危険な目に遭わせたくはないのだ。聞き分けろ」

　宥めるようにアサドに肩を叩かれてしまえば、京司は押し黙るしかなかった。けれども心は納得などしているはずもなく、苛立ちばかりが募る。

　アサドが京司を心配するように、京司もアサドを心配しているのだ。それをアサドは分かっているのだろうか。そんな疑問が京司の心に波風を立てていく。

（俺だけ危険なことから遠ざけられても……。俺が危険だってことは、アサドだって危険だってことだろう？）

　心の中で問い掛けてみる京司だが、勿論その答えは返ってくるはずもなく。ただ、いつなく難しい表情のアサドの横顔を見つめているしかない。

　不意に、アサドの顔が京司の方を向き、腕をとられた。

　そのまま、扉近くからベッドの方へと移動させられると、わけの分からない京司の前でアサドがベッドに上がるのが見えた。

「疲れた……、今日はこのままここで寝る」

　シルクのシーツの上に寝転んだアサドが、その隣を叩きながら京司に手招きする。ここに来い、ということなのだろうが、恋を自覚した京司には気が重く、バクバクと鳴る心臓が口から飛び出してしまいそうなほど緊張していた。

　これでは、眠れるものも眠れない。

「あ、えっと。その……部屋に戻った方がいい。皆心配する」

「皆か……その中にはキョウジ、お前も含まれているのか？」

　アサドにしては気弱な、縋りつくような声音。室内の明かりの下、サファイアが艶かしく光り京司を見詰めていた。

　それだけで、京司は息が止まってしまいそうだった。この気持ちは伝えないまま、押し殺すのだと決めていたのに、見詰められる度、触れられる度に胸がズクズクと痛みを発する。

　何か、言わなければ。そう思い、カラカラに渇いた喉で京司は声を絞り出した。

「そ、れは……当たり前だろ。アンタに何かあったら、困る……」

　何が困るのかはっきりと言明しなかったのは、京司の逃げだった。

　アサトの身に何かあれば、筆が返ってこない可能性を考えて困ると言ったのか。

　それとも、アサトの身を心配して困ると言ったのか。

　明らかに後者であるのにぼかした答え方をしたのは、認めてしまった途端に口から思いが溢れ出てしまいそうで恐かったからだ。

　そんな京司の内心の葛藤など露ほども知らないアサドは「そうか」と、一言答えただけだった。

　そこで会話が途切れ、手持ち無沙汰になってしまった京司はその場から立ち去ることも出来ず。かといって、アサドの隣に堂々と寝転ぶことも出来ないので、ベッドの端の方に浅く腰掛けた。

　触れそうなほど近くにいる筈のアサドが、京司には遠く感じる。

　追及されずに助かったはずなのに、京司の胸に訪れたのは幾ばくの寂しさだった。

　我ながら身勝手な気持ちだと思うが、認識してしまった以上無視するのも難しい。せめて顔には出すまいとするが意識して表情をコントロールしたことなどない京司には、これもまた難しい。

　そうこうしているうちに何時から見ていたのだろうか。アサドが京司の方を見ながらクスリ、と唇を綻ばせていた。

「お前は百面相をよくするのだな。ここに来たばかりの時もそうやっていただろう？」

「そ、それは……別にやりたくてやってるわけじゃ……」

　見られていた気恥ずかしさで頬を押さえる。一度目は不可抗力であるが、今回は完全に油断していた。

　せめてこれ以上変な顔を見られまいと俯くようにして顔を隠した京司だったが、アサドがそれを許すはずもない。

「隠すな。もっとお前の顔を見せてくれ」

　アサドの指がそっと京司の顔を上げさせる。その力は決して強くはないのに、京司は抗うことが出来なかった。

「っ、……」

　京司は、小さく息を飲んだ。

　間近でアサドのサファイアのような瞳が京司を覗き込んでいる。

　彼の唇が酷く淫猥に見えるのは、それによってもたらされる快楽を知ってしまったからだろう。

　魔法にでもかかってしまったかのように目が逸らせず、期待するかのように、京司の胸がドキドキと脈打つ。

　ゆっくりと近付いてくるアサドの顔。避けようと思えば避けられたはずであるのに、京司はそうしなかった。

　アサドの唇が、京司のそれと重なる。しっとりとした感触に、背筋がゾクリと粟立った。

「ん、……っ。キョウジ……口を少し開け……」

「っ、ふ……んん」

　キスの意味を問いたいのに、口から溢れたのは艶やかな吐息で、京司はアサドに言われるまま口を開いた。

　その瞬間、唇の表面を撫でていたアサドの舌がスルリと京司の咥内に潜り込んでくる。

　歯列を割られ、縮こまる舌を探りあてられ絡められると、卑猥な水音がクチュ、と響き、それにまた興奮を煽られた。

「んぅ……っ、……は、……」

「キョウジ……」

　キスの合間、熱い吐息交じりに切なく名前を呼ばれる。それだけで、求められているような錯覚に陥り京司の胸が騒いだ。

　アサドが自分を求めるはずがない。こんなのはただの自分の勘違いだと思うのに、貪るようなキスを受けていると、どうしても僅かに望みを抱いてしまうのだ。

「ア、サド……っ、んん……」

　アサドの指が、いつの間にか京司の服の上に移動していた。今日に限って薄手のシャツを着ていたからか、アサドの指がスルリと裾から潜り込み、京司の脇腹を撫で上げる。

　これ以上は駄目だと思うのに、京司の体は動かない。期待、恐怖、恋情、苦悩。様々な感情が入り交じり、京司を混乱させる。

「キョウジ……、嫌ならば私を止めろ……」

　情欲が秘められた瞳と声に、京司の胸が焦げ付く。脇腹を撫でていた指がゆっくりと這い上ってくる感覚に体が震えた。

「あっ、……っ。んっ……ぅ」

　鋭敏になりすぎた胸の突起を探り当てられ、弾かれると連動して京司の唇から喘ぎが溢れた。クリクリと捏ねられ、その度にベッドの上で体が跳ねる。

　いつの間にか京司の体はアサドによって組み敷かれていた。

　薄らと開く視線の先。ここ一週間ばかりのうちに見慣れてしまった天蓋を背景に、獅子の鬣の如き金色の髪が京司に降り注ぐ。

「ふ、っん……や……ぁ」

　サラリとした髪が京司の頬を擽る感覚にさえ感じてしまう。

　身動ぎをしようにも、熱に浮かされ始めた体からは力が抜け、指一本ろくに動かせなかった。

　アサドの唇が頬から首筋、首筋から肩口と徐々に下へと下りてくる。

　服は既に胸元辺りまで捲り上げられ、京司は背中に直にシーツを感じた。

　滑らかなシルクの布地が、汗ばみ始めた京司の肌に貼り付く。それが心地好くも、不快でもあり、京司をまた煽るのだ。

「……大分消えてきたな」

「…………え？」

　アサドの声に視線を下げる。そこにはだいぶん薄くなっているが、アサドに凌辱された時につけられた痕が残っていた。そこを労るように指の腹で撫でられる。

　痕は薄くなったとはいえ、京司の心に刻まれたあの時の恐怖が消えるはずもなく、ヒッ、とひきつった声が喉から飛び出て一瞬体が強張った。

　それにあわせて、アサドの指もピクリと揺れた。真上に見上げるアサドの顔に、後悔の色が浮かぶのを京司は見逃さなかった。

「……すまない」

　京司を気遣ってか、ゆっくりと離れていくアサドの指に名残惜しさを感じる。もう触れてくれないのだろうか、と悲しい気持ちでアサドを見詰めていた京司だったが、すぐにそれは自身の思い込みだったのだと気付かされた。

　アサドの顔が京司の視界から消える。アサドの髪がサラサラと京司の腹部を撫で、唇が鳩尾からへその辺りまでチュッ、と時折吸い付きながら下りていく。

　今度は先程とは逆に徐々に上がってくる。胸の突起に触れるか触れないかの場所を舌先でザラリ、と舐め上げられると京司の背が仰け反った。

　甘ったるい鼻にかかる声が溢れるのがたまらなく恥ずかしく、京司は手で口元を塞いだ。

「……我慢するな。もっと声を聞かせろ」

「や、……無理だ……っ、んぅ……」

　男の自分が喘ぐこと自体が恥ずかしく、京司は頭を横に振った。しかし、アサドは許してはくれず、自分の口を塞ぐ京司の手を掴むと自分の口元に持っていく。

　指の一本一本に熱い舌を這わせ、舐め溶かすようにしゃぶられる。アサドに触れられる内にそこも京司の性感帯になってしまったのか、擽ったさの中に甘い痺れを感じ、京司は熱い吐息を吐き出した。

　恐怖が少しずつ溶かされていく。身体中が熱くなり、京司の全てがアサドを求めていた。

　もう、アサドを止めようといった考えは京司に残っていなかった。今この一時だけでいいから、気付いてしまった恋心とアサドが与えてくれる快楽に溺れてしまいたかった。

（……今だけだ……。これが終わったら……）

　そう思い、京司は目を閉じた。

　アサドの指が、京司のズボンにかかる。そこはもう、既に形を変え布地を押し上げていた。勿論直ぐそばにいるアサドにもそれが見えているだろう。

　熱く荒い息と、甘い喘ぎしか聞こえない室内にジィィ、とファスナーの下ろされるかすかな音が聞こえた。

　寛げられたそこから黒色のボクサーパンツが覗いていた。体にフィットする布地であったせいか、勃起したぺニスの形が淫猥に浮き上がっている。

　眼下に広がるその光景は淫らで恥ずかしさを覚えるのに、京司は興奮さえしていた。早く触れてほしくて、ねだるように腰が揺らめく。

「あまり誘うな……、優しくしてやれなくなる……」

　掠れた声で困ったふうに微笑まれると、京司の胸の柔らかい部分が鷲掴まれるような息苦しさを覚えた。

　──そんなふうに笑わないで欲しい。優しくなんてしないで欲しい。これで諦めようと決めていたのに、折角した決心が揺らいでしまう。

　好きだと喉まで出かかった気持ちを押し込め、京司は今にもアサドに縋り付きそうになる手を握り締めた。

　アサドの手によって下着がずらされていく。その感触がひどくもどかしくて、腰を少し上げてアサドが脱がせやすいように手助けする。

　ズボンと下着から右足を抜かれ、するりと落ちたそれらは左足首辺りで止まった。

「ああッ……!!」

　アサドの指が京司のぺニスに絡みつき、瞼の裏で白い閃光が弾ける。叫びに近い嬌声を上げながら京司は体をガクガクと揺らした。

　京司自身の滑りを借りて、アサドの手が上下にぺニスを擦りたてる。その度にグチュッグチュと淫らな音がたった。

　肩口を甘噛みされ、柔らかな臍の窪みを舌先で抉られる。そんな場所をアサドの舌で触らせたくなどないのに。快楽に支配されてしまった京司の体は言うことをきかない。

　そればかりか、触れてほしいとばかりに胸の突起を切ないほどに尖らせ、アサドの手の中のぺニスは鈴口から嬉し涙を溢すのだ。

「……気持ちいいか？」

「あ、っふ、んん……い……んぅッ!!」

　京司の反応を探るアサドの瞳に捕らわれる。まともに答えられず、喘ぎと共に頷くとアサドがうっすらと笑った。

　弱いカリ辺りを指の腹で強めに擦られ、強すぎるほどの快楽に京司は口角から唾液を溢れさせながら悶えた。

　自分でも早すぎるとは思うのだが、射精の波は直ぐ背後にまで迫っていた。ぺニスの根元で快楽が出口を求めて暴れまわっている。

　苦しいほどの快感で腹部や太股がピクピクと痙攣を繰り返す。痛いほどに伸びきった足の先がぎゅうう、と丸まる。

「ア、サド……。アサド……ッ!!」

　弾けそうな中、苦しげな息の合間に名前を呼ぶと、京司の目尻に溜まった涙をアサドの指が拭っていった。

　ビクビクと京司の体がシーツの上でのたうつ。

「ふ、ぅ、あぁ──ッ!!」

　目の前が白く染まり、アサドの手の中に京司は吐精していた。

　アサドの手が白濁を吐き出し続ける京司のぺニスを尚も扱くと、尿道に残っていた分の精液が勢いを失いトロトロと棹を伝い落ちる。それにまた感じてしまい、京司は快感の残る体をくねらせた。

　一度達したのに、京司の体も心もまだ餓えていた。受け入れるのは抵抗も恐怖もあるが、今だけはアサドの全てを体全部で感じたかった。

　しかし、元々こういったことに慣れていない上に、アサドとの性交を経験するまでは異性としか経験がなかった京司には、自身からアサドを受け入れる勇気などあるはずもなく、それとなく腰を浮かし足を開くのが精一杯だった。

　京司の放ったもので濡れたアサドの手が、京司の脚の付け根に触れる。京司の奥、秘された場所が待ちわびるように収縮した。

　そんな浅ましい自身の姿を見ていられず、京司はギュッと目を瞑った。

　間近に迫る吐息と熱に息を呑む。脚の間にアサドの体が割って入り、いよいよ触れられるといった時だ。

「…………すまない」

「…………え？」

　唐突に頭上から落ちてきたアサドの謝罪に、京司はパチリと目を開けた。

　京司には目の前の光景が信じられなかった。半分蕩けた思考の中で落胆の色だけをはっきりと残した声がこぼれ落ちる。

　一度は京司の奥へと伸ばされかけたアサドの手が引っ込められたのだ。

　状況についていけない京司だけが動けない。ただただ、真っ黒な瞳に簡単に後始末をするアサドの姿を映していた。

　乾いた柔らかなタオルで体を拭われ、上着のようなものをかけられている間も、頭の中は〝どうして〟といった疑問で一杯だった。

　自分の何が駄目だったのだろうか？

　アサドの気に障ることでもしてしまったのだろうか？

　そんな思いがぐるぐると京司の中で回るが、そのどれもを口にする意気地もなく、結局京司はシーツの上で呆然としたままアサドの後ろ姿を見送った。

　扉の閉まる音が室内に虚しく響く。

　先程まで確かに京司の隣にはアサドがいて、互いの熱を感じあっていたというのに。今はその背が遠い。

　そもそもあの謝罪は一体何なのだろうか？

　やはり、自分はあの時だけの遊びで、もう抱くに値しないのだろうか？

　次から次に沸き起こる不安に京司は押し潰されてしまいそうだった。

　シーツの上で投げ出していた手が小刻みに震える。気が付くと目尻から涙が溢れていた。

「……っ、ふ……ぅう……」

　押し殺せなかった嗚咽が京司の唇から溢れる。あの時だけの遊びであるのならば、優しくしてほしくなどなかった。いっそ、最初の頃に戻ってアサドのことを嫌いのままでいられたならばどれだけいいかと、叶いもしないことを考えてしまう。

　瞼の裏に浮かぶのはアサドの顔ばかりで、その度に京司の涙が頬を伝い溢れた。
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「キョウジ、宮殿内とはいえ気を付けるのだぞ？　知らない者には扉を開けるな、よいな？」

「分かってる。昨日も一昨日も、同じことを聞いてるし、俺は子供じゃないから何度も言う必要はないよ」

　今日も今日とてアサドはここ数日で耳にタコが出来るほど聞いてきた台詞を一言一句違わずに告げると、心配そうに何度も京司の方を振り返りながら部屋を出ていった。

　あの日から、アサドは忙しいようで、京司に顔を少し見せては慌ただしく去っていく。

　今日も会議の合間に京司の部屋に寄ってくれたらしく、扉の向こう──廊下側では、アサドが部屋に入る直前までバハルの声が聞こえていた。

　忙しい中、自分に会いに来てくれるのは嬉しいが、まだあの時のことを引き摺っているだけに顔を合わせづらいというのが京司の正直な気持ちだった。

　アサドはあの翌日から何事もなかったように接してくるが、要領の悪い京司はそう簡単には割り切れない。

　アサドを目の前にしてしまうと必要以上に意識してしまうのだ。

　努めて普通に接しようとするものの、上手くいかず。先程もアサドの顔を真っ直ぐ見ることが出来なかった。

　口調も素っ気ないものだったし、これでは飽きられて追い出されてしまうのも時間の問題かもしれない。

　ハァァ、という重たい溜め息だけが室内に籠っていくようだった。せめて気を紛らせようとアサドが暇潰しにと用意してくれたカンバスに向かい合って木炭を握ってみたのだが一時間経ってもいっこうに進まない。

　そればかりか、真っ白いカンバスと向かい合っていると余計にアサドの顔や姿を思い出してしまい、京司は早々に木炭を置いた。

　窓の外に目をやると、年間を通して晴れの多いニーラムザールにしては珍しく、水分を多量に含んでいそうな黒い雲が所々浮かんでいる。

　室内にジッと籠っているのは精神的にも、身体的にも良くないのだろうが、アサドにきつく言い付けられている上に、こんな憂鬱な空模様では外に出る気にもならない。

　かといって、室内で京司に出来ることは限られていて、そのうちの一つである絵を描くことが全く駄目だとなると、京司にはもうお手上げだった。どう時間を潰せばいいか分からない。

　結局、何をするわけでもなく窓際に部屋にあった椅子を引き摺って持っていき、ぼんやりと外を眺める。

　嘉成の声が無性に聞きたくなった。京司のたった一人の友人で、精神的に辛い時期いつも励ましてくれた。気恥ずかしさが勝ってちゃんとした礼を口にしたことはないが、嘉成の存在にはいつも感謝している。

　こんなことならば、ニスルにスマホを頼んでおけばよかったかもしれない。後になってそう後悔した。

　ハァ、と再び京司の口から重い溜め息が出る。このまま溜め息に溺れて窒息死してしまいそうだ。そんな現実的でない思考まで浮かぶ現状に、京司の口元に苦笑いめいたものが浮かぶ。

「……こんなの、どうにかしてる。諦めきれないとか、女々しすぎるだろう……」

　自分はこんな性格ではなかった筈だ。それなのに一体どうしてしまったというのか？

　学生時代のあの一件以来あれほど人とは深く関わりまいと決めていたのに。いつの間にか京司は引き返せないほど深みに足を踏み込んでしまっていた。

　もう幾度目とも知れない溜め息を細長く吐き出しながら、京司は頭を抱えた。深くもたれ掛かった椅子がギシリと軋んだ音をたてた。

　じっと空を見上げどれくらい経った頃だろうか。京司の部屋の扉がドンッ、と一度大きく叩かれる音がした。

　バハルともアサドとも違うそのノックのやり方に京司は一瞬警戒を抱くが、すぐに聞こえてきた「俺だ、ニスルだ」との一言と、聞き覚えのある声に胸を撫で下ろした。

「待ってくれ、今開けるから」

　ガタッ、と音を立てて椅子から立ち上がった京司は扉へ駆け寄る。正直何もすることがなく退屈していただけに、ここにきてのニスルの訪問は京司にとって嬉しいものだった。

　扉を開けると、何故だか口元を綻ばせているニスルの姿があった。

「何で笑ってるんだ？」

「いいや、駆け寄り方がなんだか犬みたいだなって思ってさ。よっぽど退屈してたんだな」

　確かに退屈していたが、そこまで露骨に態度に出てしまっていたかと思うと京司は恥ずかしく、ついニスルから顔を背けてしまう。

「悪かったって、拗ねるなよ」

「拗ねてない」

　ぶっきらぼうに返すとニスルはまたカラカラと笑った。

　アサドとの一件があって以来ニスルとは会っていなかった。

　唐突な訪問には何かしら理由があるかもしれない、と京司が考えをめぐらせている時だった。

「これ、お前のだろ？」

　そう言ってニスルが差し出したのはメタリックブルーのスマホだった。飾り気のない機械の裏側に〝一筆入魂〟と下手な字で書かれたスマホシールが貼られている。

　見覚えのあるシールに京司の瞳が丸く見開かれた。

「あぁ……確かに俺のだ」

　手渡されたそれは紛れもなく京司のものだった。忘れもしない、嘉成から半ば押し付けるようにプレゼントされたシールが証明していた。

「これ、どうしたんだ？」

「昨日、フラッと歩いてたら偶然市で見つけた。書いてあるのが日本語だったから、キョウジに関係があるんじゃねぇかって思って買ってみたんだ。いやー、当たってよかったぜ」

　ニスルはそう言って、屈託なく笑ったが、ニスルが言ったことは半分以上嘘である気がした。そうそう簡単に盗品として売り捌かれた、もしくは捨てられた物が手元に戻ってくるなどあり得ない。

　恐らくは、京司がニスルに事情を話したあの日から地道に探し回ってくれていたのではなかろうか。そう思うと、京司の胸が一杯になる。

「ありがとう。助かるよ」

「別に気にするなよな。弟が世話になってる礼だそれと、一応この王宮にもＷｉ－Ｆｉ環境はあるんだけどよ、電波がところどころ悪いからＷｉ－Ｆｉルーターもレンタルしておいた」

　そう言って、ニスルが今まで足元に置いていたのであろう紙袋を持ち上げ、京司へと手渡す。

「色々と助かるよ。本当にありがとう」

「俺がしたくてしてるんだ。礼なんていい」

　片手を上げ、用は済んだとばかりに部屋から去ろうとするニスルに、京司は声をかけていた。

「少しゆっくりしていけばいい。お茶くらいは出すし……」

「いや、悪いけどこの後用事があるんだ。アサドにも見つかるとヤバいし、今度こっそりまた来る」

　ヒラヒラと片手を振りながらニスルは行ってしまう。その後ろ姿を京司はスマホを握り締めたまま、見送った。

　再び部屋に一人になってしまった京司だったが、先程よりは幾分か気分も浮上していた。それもこれも、手元にあるスマホと、それを探し回ってくれたニスルのお蔭だ。

　しかも、大柄な体格から受ける印象とは裏腹にニスルはとてもマメらしく、スマホの液晶画面をタップして確認すると電池残量を表すアイコンが満タンであることを示していた。早速ニスルから渡されたルーターを設置し、スマホの通話アプリを開く。

「うわ……」

　不在着信を確認すると、ズラリと嘉成の名前が出てきて、京司は思わずスマホを落としそうになる。嘉成が心配性であることは昔から知っていたが、これは些か心配し過ぎではないだろうか。

　心配しているであろう嘉成の顔が浮かぶ。きっと不安を募らせているに違いない。

（安心させてやらないとな……）

　筆を取り戻してから、などと無駄な意地を張る必要もあるまい。京司はそう考えると、リダイアルをした。

　画面に嘉成の番号が流れていく。

　呼び出し音が響き、数秒後。

『っ、京司なのかっ!?』

　慌てたような嘉成の声が京司の耳に飛び込んできた。

「ああ。心配かけて悪い」

『マジで心配したんだぞっ!!　お前に何かあったら俺のせいだって……本当に、っ……』

　スマホの向こう側で、嘉成の声が途切れ短い嗚咽が溢れる。もとから責任感が強い奴だったが、まさかここまで責任を感じているとは思っていなかった。

　スマホを失っていたとはいえ、アサドやバハルに言って電話を借りることだって出来たはずである。それなのにそうしなかった点では自分にも非があるし、そもそもニーラムザールへの旅行を決めたのも自分である。嘉成が責任を感じる必要などどこにもないのだ。

　だがそれを言ったとしても、嘉成は納得しないだろう。

　長い付き合いでそれが分かっていた京司は、嘉成が落ち着いた頃を見計らって口を開いた。

「嘉成……ごめん。ちょっと色々あってさ。意地張らずに連絡すればよかった」

『色々ってなんだよ……』

「それは、……ごめん。言えない。でも、俺は大丈夫だから」

『そんなんで納得すると思ってんのか？　言えないような理由なら、危ないに決まってるだろ!!』

　滅多に聞いたことのない嘉成の怒声に京司の鼓膜がジィン、と痺れた。嘉成は本当に自分のことを心配して怒ってくれているのだと分かっていても、ニーラムザールに留まる理由を話すわけにはいかなかった。

　言ってしまえば、優しい嘉成のことだ。きっと京司を連れ帰るために尽力してくれるだろうが、それでは駄目なのだ。

　まだゲームは終わっていない。それが、京司にとってどんな結末を見せるのか。また、我が儘だと分かっているがどうしてもアサドの側にいたかった。

「大丈夫だ。本当に大丈夫。それに、もう少ししたら戻れると思うし……」

『……本当なのか？』

　確認する嘉成の声に、京司は少しでも心配しないようにとおどけて返す。

「ああ。俺が、嘉成に嘘ついたことあったか？」

『ああ、あるね。気分が悪いって嘘ついて、食事の約束をよくドタキャンするだろ。どうせ人混みが嫌いか、いいアイディア思い付いたかのどっちかだって分かってんだからな』

　京司から振った話題ではあるが、まさかこんな時にそう言われるとは思っておらず、ぐうの音もでなかった。

「……悪い」

　やぶ蛇とはまさにこのことかと頭の片隅で考えながら、京司は謝ることしか出来なかった。

　携帯越しにくぐもった嘉成の溜め息がハァ、と聞こえる。

『……本当は今すぐにでも俺がそっちに行ってお前を引っ張って連れて帰りたいけどさ。まだやらなきゃいけないことでもあるんだろ？』

　嘉成の言葉に、京司が短く「ああ」と返す。すると、小さく『この、頑固者』と嘉成が悪態吐いた。

　まさにその通りなので文句の一つも言えず、京司の口元に苦笑いが浮かんだ。

『お前のことだし、それが終わらねぇと梃子でも動かなさそうだしな。…………さっさと終わらせて帰ってこい』

　本当に言いたいことを呑み込んだ沈黙の後に続いた嘉成の温かい言葉に、京司は胸が一杯になった。納得など微塵も出来ていないし、不満も沢山あるはずなのに嘉成はそれを口にはせず、京司の気持ちを尊重してくれるのだ。

「嘉成……、ありがとう」

　伝えた礼は、溢れかけた涙のせいで掠れていた。不格好な〝ありがとう〟に、嘉成がクスリと笑む。

『礼は帰ってから聞くよ。あと、次食事誘ったら断んなよ!!　勿論、勘定はお前持ちだから。……あんま無理すんなよ』

　それを最後に、嘉成が通話を切ってしまう。携帯からはもう何も聞こえないが、京司の耳には嘉成の荒っぽいが優しい言葉が残っていた。

　嘉成と話すことが出来たお蔭で、京司の気分は随分と上向きになり、一つの決意めいたものが京司の中で形をなしていた。

　優しい友人の手を振りきってまで残るのだ。それならば、中途半端に燻っている場合ではない。

（……ここに居られる内に、気持ちを伝えよう）

　望み薄でも、送り出してくれた友人やニスルの優しさに報いるためにも行動することが重要なのだと、京司は思った。

　そうと決まればすぐに行動を、とはならず。京司にはアサドに思いを告げる前にどうしてもしておきたいことがあった。

　それは、アサドの絵を描くことだ。一度は断ったそれだが、命令されて描くのではなく、自ら描きたいと望んで描くのだ。京司──いや、新たな命を吹き込まれた〝彩蝶〟が一番初めに描くのは、アサドしかいない。

　そんな気持ちが京司を満たしていた。

　幸い、と言っていいかは分からないが、アサドのスケッチは描き溜めてある。触れて、見て、体と目、手──京司の全てで記憶したアサドを何枚も何枚も時間を見つけては描き起こしていたのだ。

　贅沢を言うのならば、実物を目の前にして描いた方がより緻密に描けるのだが、まだアサドには秘密にしておきたい。

　絵筆は取り上げられたままであるから、完成は出来ないかもしれないが、京司はそれでもよかった。何かしらアサドの傍に形として残るのならば、それだけで本望だ。

　握った鉛筆に力が入る。構図は既に京司の頭の中に出来上がっていた。

　凛々しい横顔。ゴトラと金の髪の美しい対比はきっと京司だけではなく、見るもの全て魅了するだろう。

　それを想像すると京司の胸は焦げ付いた。しかし、それさえも絵の糧になるのだとアサドから京司は教わった。

　それならば、負の感情も、正の感情も、全てをこの一枚に込めよう。そんな強い気持ちに突き動かされるように京司の手が淀みなく動く。

　時に激しく、時に柔らかく滑らかに。線が絡み、まるで生きているかのようだった。

　息さえも止めて描く京司の様子は、まさに自身の命を削っているようでもある。

　鳥の囀ずりも、頬を撫でる空気も。今の京司には感じられない。京司の全ての神経がカンバスに向けられていた。

　滲んだ汗が京司の額を滑り落ちるが、それすらも拭わず一心不乱に鉛筆を動かす。

「…………ふぅ」

　ようやく京司が一息吐いた頃には、カンバスに向かい始めてから六時間も経過していた。

　京司の目の前には完成には程遠いが、それでもこれまでの作品以上の出来映えになるに違いない絵が堂々たる佇まいで置かれている。

「もう一頑張りするかな……」

　大きく伸びをして、京司が再び鉛筆を手に取ろうとした時だ。コンコン、コンッ、と扉がノックされる音がしたのだ。

　ピタリと京司の動きが止まる。今まで部屋を訪れた誰とも違うノックの仕方に警戒心が首をもたげた。

　このまま居留守でも使って追い返してしまおう。京司がそう思っていると、再びコンッ、コンッ、とノックが続いた。

「ねぇ、いるんでしょ？　開けてよ!!」

　若干不機嫌な、男性にしては高い声に京司の脳裏に一人の人物が思い当たる。アサドの弟である第三王子のカマルだ。

　扉を叩く人物が誰か分かった途端に、京司の警戒心は更に強いものになる。

　カマルに敵意を向けられ首を絞められたことは京司の記憶にも新しい。

　カマルの訪問に、僅かに動揺してしまった京司の体がカンバスにぶつかり、その拍子に鉛筆が床を転がった。

　慌てて拾い上げた京司だったが、きっとカマルにも今の音は聞こえてしまっているだろう。

「居るの分かってるんだから、開けてよ!!　開けないなら、ここ蹴破るからね!!」

　今にも蹴破らんばかりの剣幕で言われてしまうと、京司としては開けざるを得なかった。

　一応用心してカンバスはイーゼルごとベッドの下に隠した。気が進まないものの扉の方へと向かい、鍵を開ける。そして細く開けた扉の隙間から顔を覗かせた。

「……第三王子が、何の用ですか」

　険のある声で聞くと、カマルは可愛らしい唇をムッと尖らせた。

「何の用って、謝りにきたんだよ」

「は？」

「だから、謝りに来たって言ってるの!!　そんなのも分かんないの？」

　頬を膨らませプリプリと怒るカマルを京司は信じられない物を見る心地で見詰める。

　一時は京司を殺そうとした人物が、そう簡単に謝罪にくるだろうか？

　とてもではないが、カマルの言うことは信用出来ない。もしかすると罠である可能性も捨てきれず、厄介ごとになる前に京司は扉を閉めようとしたのだが「ちょっと、待ってよ!!　ちゃんと話を聞いてってば!!」とカマルに止められてしまった。

　仕方なく聞くことにした京司は、相も変わらず細く開けた扉の隙間から顔だけを覗かせ話を促す。

「……話って……、何だ？」

「僕としては嫌だけど、謝ってあげるって言ってるの！　謝らないと、兄様ずっと怒ったままなんだもん……」

　なんだそんな理由か、と妙に納得してしまった。それはそうだ、カマルが自主的に京司に謝りにくるなど考えられない。

　京司をドッと疲れが襲う。神経を磨り減らして対応した結果が、謝罪とも言えない謝罪とは。

　京司は疲れた表情をもはや隠すことはせず、そのままカマルを追い返すように手を振った。

「はぁ……、これで用は済んだんだろう？　帰ってくれ」

「なんだよその言い方!!　折角、人が謝ってるのにさ!!　それに、用はこれだけじゃないの!!」

「他に何が──」

　京司は首を傾げた。

　カマルはそんな京司を見て、意味深に微笑んだ。可愛らしいその容貌が一転して艶を帯びたものに変わる。

「ここでは言えない。僕についてきて」

「嫌だって言ったら？」

　探るように向けた京司の視線に、カマルの唇が意地悪くつり上がった。

「別にいいけど……、後で後悔すると思うよ？　だって、兄様に関係することだもん」

　アサドに関係することだと聞いて、京司の心はグラリと揺れた。どう考えても怪しいのに、頭の中で鳴り続ける警鐘を無視してまで着いていきたいと思い始めていた。

「どうする？　ついてくる？　それとも、来ない？」

　京司の内心の揺らぎを見透かしたようなカマルの問い掛けに、薄く開いていただけの扉の隙間が徐々に広がっていく。

　もしも悪魔がこの世に存在するのならば、恐らくカマルのような容姿をしているに違いない。そんな非現実的なことを考えながら、京司は部屋から足を踏み出していた。

「こっちだよ。ついてきて!!　ほら、早くしないとバハルが来ちゃうよ」

「あ、ああ」

　細く滑らかなカマルの指が京司の手に絡み、部屋から引き離す。遠ざかる扉に未練を感じながら、京司は手を引かれるままに歩き出した。

　広い廊下をカマルの後について歩く。バハルが来る以外に急がなければならない理由があるのか、部屋から離れてもカマルの歩調は緩まない。

　カンドーラの裾を捌く衣擦れの音が耳につく。空は灰色の雲が覆い尽くしたままで、今が何時なのか推測することは難しい。

　京司はその空模様に僅かに不安を抱きながら、足を進めた。

　ガルブを出て、中庭を過ぎ。ワサトに着いてもカマルの足は止まらない。見覚えのあるバラの咲き誇る中庭を横目に通り過ぎた頃には、京司にも目的地がシャルクであることが分かった。

　シャルクには極力近付くなと言われていたのを思い出した京司だが、ここまでついてきて今更後にも引けない。

　胸の中に蟠る後悔に無理矢理蓋をして歩いていると、不意にカマルが立ち止まった。

「ストップ。隠れるよ」

　どこにこんな力があるのかと思うほど強い力で、京司は物陰に引っ張りこまれた。

「一体何──」

「駄目、静かにして」

　突然のことに大声を上げようとした京司の口元を、カマルの華奢な手が塞いだ。

　やはり罠だったのかと慌てて振りほどこうとした京司だったが、その耳が違う音を拾いピタリと動きを止めた。

　カツカツ、と靴底が大理石の床を叩く音。それも、二人分だ。ここは京司が一時期監禁されていた牢に近い。当然そんな場所であるから人通りも滅多になく、使用人達もあまり寄り付かないのだと聞いている。

　それならば、一体誰が来たというのか？

　わき上がる好奇心に勝てず、京司はカマルと共に物陰からそっと廊下を覗きこんだ。

　丁度カマルと京司のいる場所は曲がり角になっていて、背をピタリと壁に張り付けていると死角で向こう側から見えない。それも計算して、カマルはこの場所を選んだのだろう。

（……あれは……、ニスルか？）

　いまいち確信が持てなかったのは、京司がいる場所からニスルらしき人物がいる場所までけっこうな距離があったからだ。

　京司がどれだけ目をこらして見ても、ニスル本人であるかどうかは確認出来ない。

　もう少し近付くことが出来たなら、はっきり顔を確認することが出来るかもしれないと身を乗り出した京司だったが、直前でカマルに引き戻されてしまった。

「アンタ、バカなの？　隠れてるのに、今出ていってどうするんだよ。そんなに見つかりたいわけ？」

　声量は抑えているものの、カマルの声は尖っていた。しかし、いきなりこの場に連れてこられた京司としては隠れなければならない理由がまったく分からない。ニスルは顔見知りであるし、堂々と出ていっても何ら問題はないと思うのだが。

「いや、その……ごめん。でも、どうして見つかっちゃ駄目なんだ？　あれ、ニスル……だよな？」

「ニスルだから、だよ。知らないの？　ニスルは兄様を殺そうとした悪い奴なんだよ。隠れないと何されるか分かんないじゃん」

　カマルの言葉には明らかな敵意がみてとれた。しかし、ニスルを知る京司としてはニスルの一面だけを極端に強調したカマルの評価こそ、おかしいと感じる。

　確かにニスルにはアサドを殺そうとした過去があるかもしれないが、ニスルという男はそれだけではない。弟を大切に想う優しい青年であると、京司は既に知っている。

　カマルの一方的に決め付けたような物言いに京司の心はささくれだつ。

「ニスルはそんなんじゃ──」

〝そんなんじゃない〟とはっきり否定しようと口を開いた京司だが、カマルの刺すような視線に口を閉ざすしかなかった。

「……ふぅん、あいつの肩を持つんだ。あいつは兄様の敵なのにさ。今だって、悪巧みをしているのかもしれないよ」

「悪巧みって、何か証拠でもあるのか？」

　京司の問い掛けに、カマルはフンッと鼻を鳴らしニスルの後ろに見えるもう一人の人物を指差す。

「ニスルと一緒にいるあの男、急進派の上の方の人間だよ。僕、何回か会ったことあるけど、すっごく悪趣味の成金野郎だよ」

　話していてその時のことを思い出したのか、カマルの細く整えられた眉がきつく寄せられる。

「急進派？」

　不穏なにおいのするその言葉を繰返しながら、京司は首を傾げた。

「そ、急進派。因みに、兄様や僕は保守派ね。ニスルは中立。急進派はね、保守派の兄様に王になってほしくないんだよ」

「アサドが王になると、急進派にとって困ることが起きるからか？」

　京司の問いにカマルはコクンと頷く。その顔は幼さの残るものの、一人の為政者として鋭い目付きをしていた。

「うん。保守派は民の生活を第一に考えた上でバランスのとれた発展を掲げてる。主な内容は、生活基盤の改善、医療の充実や国内での雇用の確保なんかだね。で、逆に急進派ってのは国力増強が第一って奴等で保守とは正反対。民はどうなってもいいって奴が多い。急進派は確か……国内の貧困地区を一掃して、リゾートホテルや国外から訪れる観光客向けの高級施設なんかにしようと企んでる。厄介なことに、これがけっこう数がいてさ……潰すに潰せないから参ってるんだよね」

　一息にそう説明したカマルはげんなりとした表情で「ホント、厄介」と愚痴を溢す。その様子からも、急進派の人間が普段からアサドやカマルの頭を悩ませているのだと京司にも分かるようだった。

「でも、その急進派の人間がどうしてニスルと会ってるんだ？」

　京司の新たな問いに、カマルはこれ見よがしに大きなため息を吐いた。まるで〝一体今まで何を聞いてきたんだ〟とでも言いたげに睨まれる。

「さっきも言ったけど、ニスルは中立派なんだ。で、僕と兄様は保守派についてる。じゃあ、急進派は？　って聞かれると王族の中で支持してる人間は誰もいないんだよ。だからこそ、急進派はニスルを取り込みたいんだ。僕や兄様より政治的な発言力が弱くとも、王族ってだけで大義名分として十分だし、いい広告塔にもなる」

「じゃあ、ニスルは急進派につくのか？」

「さあ？　僕はあいつじゃないから分かんないよ。でも、あいつは嫌いだけどバカではないし……腹が立つけど頭はキレる方だから、急進派につくことはないと──」

〝ないと思う〟。そう、カマルが続けようとした言葉はニスルの怒声によって遮られた。

『ふざけんなっ!!　これ以上アンタ等と話を続けても時間の無駄だ。帰ってくれ!!』

　アラビア語であるせいで、京司にはニスルが何を言っているか分からないが、ただ烈火の如く怒っているのは遠目からでも分かった。

『……仕方ありませんね。今日は引き下がりますが、貴方を諦めたわけではありませんので』

『何度来ても同じだ、とっとと帰れ!!』

　男がニスルにアラビア語で呟くと、ニスルは吐き捨てるように荒っぽい語調で返す。そうして、追い返すようにシッシッ、と手を振った。

　この様子では、ニスルは急進派につかなかったのではなかろうか。京司はそんな気がして、安堵に胸を撫で下ろした時だ。

　トンッ、と背を押し出される感覚に、京司は目を見開いた。不意打ちだったこともあり、体はグラリと傾ぎ廊下に転がった。

　こんなことを出来る人物はカマルしかいない。

　京司は床に手をついたまま後ろを振り返ると、いつの間に移動したのだろうか、少し離れた場所でカマルが京司に向かってべーっ、と舌を出していた。

（……っ、あいつ!!）

　今すぐにでも追いかけ、首根っこをひっ掴んでやりたい気分だが京司としてはそれどころではなかった。

　いきなり物陰から出てきた京司に、二人分の訝しげな視線が突き刺さる。一つはニスル、もう一つはニスルと話していた人物であろうことは京司にも簡単に想像がついた。

（偶然……ってわけにもいかないよな……）

　なにせ、この辺りは人通りもなく。京司とニスル、そして男しかいないのだ。偶然を装う方が難しい。

　仕方なく腹を括った京司は、ソロリと視線を持ち上げる。すると、京司から三メートルほど離れた場所にニスルと先程まで話していた男が立ち、京司を見下ろしていた。

　神経質そうな一重の瞳が、フレームレスの眼鏡の奥で鋭く光っていた。値踏みをされているようなその視線に、京司は居心地の悪さと気味の悪さを感じる。

『……何者ですか？　答えによっては……守衛につきだしますよ』

　温度を感じさせない細く尖った声で何かを詰問されていることは分かったが、分かったところでアラビア語が分からない京司には答えることなど出来ない。

　何と答えればいいのかまごついている内に、男が京司の方へと足を進めた。カツカツと高級そうな革靴が床を叩く音が京司の鼓膜に突き刺さるようだった。

　一歩、一歩と男が近付いて来る度に京司の中で警戒心が膨れ上がる。

　男は細身で、体格的にはよほどニスルの方が脅威的であるのに。男のグレーの瞳を見詰めていると変な悪寒が京司の背を這い上がった。

『怪しいですね……捕まえて、無理にでも口を割らせましょうか』

　京司の方へ伸ばされる男の手に、体がビクリと強張る。逃げようと後ずさる京司の前に、スッと影が割って入った。

『こいつは俺の知り合いだ。怪しい奴じゃない』

　聞き慣れた声と目の前に広がる大きな背、ヒョロリと一房だけ下がる黒色の襟足に京司は安堵を覚えていた。

　心配したのだろうニスルが京司と男の間に割って入ってくれたのだ。

　ニスルの登場に男の短い眉がピクリと跳ねた。

『知り合い？　この東洋人がですか？』

『あぁ。嘘だと疑うなら、アサドやバハルにでも聞けばいい』

　京司を背に庇うニスルと男が暫し無言で睨みあう。呼吸さえもひりつく空気の中、先に折れたのは男の方だった。

『……まあ、いいでしょう。しかし、なんと躾のなっていない……。放浪癖のある犬は鎖で繋いでおいてください、ここは国の中枢。そこかしこに機密があるのですから』

　内容は分からないが、ニスルの背中越しに見る男の瞳はこちらを見下したようなものだった。恐らく、口にしていることも蔑みに近いものだろう。それを裏付けるかのように、ニスルの肩が怒りで震えていた。

『この件は、俺からきつく言い聞かせておく。だからお前は関わるな』

『分かりましたよ。では、また……』

　渋々といったふうに男は京司とニスルの側を通り過ぎていった。

　妙な緊張感から解放された京司の口からハアア、と溜め息が細く溢れる。気が抜けてしまい、へなへなとその場に座り込んでいると、ニスルが手を差し出してきた。

「ほら、掴まれ」

　差し出された手とニスルの顔を交互に見る。京司はこの手をとっていいものかと迷っていた。

「何ぐずぐずしてんだよ。ほら、いつまでも冷たい床と仲良しこよししてると風邪引くぞ」

　なかなか立ち上がらない京司の様子にニスルは焦れたらしい。無理矢理手を掴まれ、引っ張り上げられ、京司の体がフワリと浮いた。

「うわっ!?」

　気付いた時には京司の足は床についていて。驚きのあまりよろけそうになった京司をニスルは何も言わずに支えてくれていた。

　バランスを取り戻し、京司がしっかりと地に足を着けたのを見届けてからニスルの手が離れていく。

「で？　こんな辺鄙な場所に何の用だったんだ？　また迷子になったとかじゃないんだろ？」

　このまま見逃してくれるかもしれないといった期待を僅かに抱いていた京司だが、そこまでニスルは甘くなかった。この場にいるのは迷ったわけではないと知っている上で意地の悪い質問をしてきたニスルに京司は視線を床に落とす。盗み聞きをしていた罪悪感も手伝ってニスルの顔を正面から見ることが出来ない。

　無言の居心地の悪い時間がどれほど過ぎた頃だろうか。観念したように京司が口を開いた。

「ごめん。その……カマルに連れてこられて……」

「カマルに、か？　あいつ、またキョウジにちょっかいかけてるのかよ……。で、何もされなかったか？」

　ニスルもカマルの凶行の詳細を知っているのか、尋ねる声には慈しみが溢れていた。京司はその気持ちが嬉しく、そっと微笑を浮かべる。

「あぁ、少し背中を押されたくらいだし。大丈夫だ」

　京司がそう言うものの、ニスルは微かに口角を上げただけで、表情にはまだ若干の曇りが残っていた。

「大丈夫ならよかったぜ……、って言いたいところなんだけどなぁ。よりによってイウサールの奴に顔見られちまうとは……」

　そう呟くニスルの顔は苦虫を噛み潰したようで、京司の心までザワザワと騒ぐようだった。

「イウサールって……さっきの……」

「そうそう、さっきの陰険そうな野郎な。あー、くそっ!!　思い出したらまた腹が立ってきたぜ……」

　苛立たし気に、ぐしゃぐしゃと頭を掻き乱すニスルなど京司はいままでに見たことがない。それほどまでに彼を怒らせることを、そのイウサールは言ったのだろうか？

　あまり首を突っ込むべきではないと分かってはいたが、感情を乱すことが少ないニスルがここまで荒れ狂う理由を京司はどうしても知りたかった。

「一体何があったんだ？」

　京司の問い掛けに、髪を掻き乱していたニスルの動きが止まる。そうして、俯き気味の顔の下から聞こえてきたのは唸るような声だった。

「……うーー、どうすっかなぁ……」

　彫りの深い顔立ちの眉間部分にはくっきりと皺が刻まれていた。

　やがて、一分、二分と経ち。京司が諦めかけた頃、ニスルが腹を括ったのか顔をゆっくりと上げた。

「ハァ、……今から言うことはアサドにだけ伝えろ。きっと俺が言ってもアサドには信用してもらえねぇだろうし。でも、キョウジが言ってくれれば少しは警戒してくれんだろ」

　京司はニスルの真剣な雰囲気に呑まれたのか、ニスルの顔を食い入るように見詰めながら頷きを返す。

「分かった。アサド以外には誰にも言わない」

　そう京司が言うと、ニスルはいよいよ口を開いた。

「……イウサールには急進派に入らねぇかって誘われたんだ。あ、急進派っていうのはだな──」

　説明しようとするニスルの声を京司が遮った。

「その、カマルから大体の説明は聞いたよ。それより急進派に入るつもりはないんだろう？」

「ああ、勿論誘いは全部断ってる」

　カマルとの会話の間に大体の予想をつけていた京司は、あまり驚くことなく「そうか……」とだけ口にした。

　やはり、ニスルはカマルが言うような人間ではない。それが分かっただけでも収穫だろう。

　しかし、ニスルの本題は寧ろここからのようで。京司は気を引き締めると、再びニスルの声に耳を傾けた。

「まあ、俺が腹が立つのはそこじゃなくてな……イウサールの野郎がアサドに害意を持ってるってとこなんだ。あいつ……次の戴冠式で何か仕掛けてくるつもりだ。俺に〝アサド王子に不幸があれば、再び王候補になるのも夢ではありませんよ〟とか言いやがった。俺から継承権争いには参加しねぇって下りてんのに、今更なるわけねぇっての」

　いまだに治まらない怒りをどこにぶつければよいのか分からないといったふうに、ニスルは荒い語気で吐き捨てた。

（アサドに害意を……）

　反対勢力を快く思わないのはどこの国の政治でもそうだが、イウサールのグレーの瞳を思い出すとニスルの言っていることはあながち間違いではないような気がした。

　しかし、どうしても解せないところがある。

「……何でイウサールはニスルにそんな情報を？　ニスルがアサドに情報を漏らしたら自身の身も危ういだろうに……」

　計算高そうなイウサールがそのリスクを考えていないはずはないと思うのだが。京司は何か見落としている気がしてならない。

　すっきりとしない表情の京司を見て、ニスルは苦笑いを浮かべた。

「俺がアサドに言えないって分かってるからこそイウサールの野郎は言ってきたんだよ。アサドは俺の言うことは信用しない。だからこそ、イウサールがいまだにのさばってるんだ」

　頭が痛いとでも言うように、ニスルは指でこめかみの部分を揉んでいた。

　まさか、ここにまで兄弟間での拗れが噛んでくるとは。これは京司が思っている以上に厄介な問題かもしれない。

（まぁ、確かにあの状態のアサドじゃ……ニスルの話は聞かなさそうだ）

　京司が思い出したのは、ニスルと対峙した時のアサドの言動だった。会う度に〝指図は受けん〟だの〝煩い〟だの。アサドは徹底的にニスルを拒絶している。

　そんな状態でニスルが情報を伝達することは難しく。アサドの判断如何では、ニスルこそが首謀者であると誤った結論に至ってしまう可能性すら少なくないのだ。

（ニスルはもどかしいだろうな……）

　イウサールを追い詰めるための証拠はあるのに、それを伝えることが出来ないのだ。きっと、何度か試してみたことはあるのだろうが、アサドは真剣に取りあわなかったのかもしれない。或いは、ニスルを快く思っていないアサド側の人間が情報を握り潰してしまったか、だ。

　だからこそ、ニスルは京司に情報を伝える役を頼んだのだ。京司ならば、ニスルに対する偏見がなく、かつ、アサドに警戒されることなく接触できる。まさに最良の人物といえた。

　恐らく、〝アサド以外には言うな〟とニスルが念を押したのも情報が歪曲、もしくは消滅させられてしまうことを懸念してのことだろう。

　初めは、偶然関わってしまった京司だったが、今はもうそれだけではない。二人の仲を正常、とまではいかないものの、面と向き合って話が出来るくらいには回復させたい。そんな気持ちが大きくなっていた。

　京司がしようとしていることは余計な世話だと分かっているし、ただの自己満足であることも百も承知だった。

　けれども、部屋で寂しそうな瞳で空を見詰めニスルとのことを話してくれたアサドを思い出すと、京司はどうしてもそのままでいいとは思えなかったのだ。

（聞いてくれるかどうかは分からないが、話してみないとな……）

　京司が口には出さないものの内心でそう決意していると、ぽんっ、と温かいものが頭に触れた。

「頼んだのは俺だけどよ、あんまり気負わなくていいぜ。伝わればいいなってくらいだし……もしもの時は、俺と俺の部下で守る準備くらいはしてある」

　ニスルに幼子をあやすようにポンポンとそのまま何度か撫でられる。普段であれば〝子供扱いするな〟と振り払っている京司だが、気負っていただけにニスルの気遣いはありがたかった。

　少し高ぶっていた気が落ち着いたところで、京司はやんわりとニスルの手を払い除けた。

　流石に、いつまでも頭を撫でられるのは気恥ずかしくてならない。

　京司の熱を持った頬を冷ます生温い風に、雨の匂いが混じっていた。それにつられ、視線を廊下に備え付けられた窓の外に向ける。京司が部屋を出掛けに見た空よりも黒い雲が空を覆い、バラバラと叩き付けるような雨が地面に降り注ぎ始めていた。

「……戴冠式って、いつなんだ？」

　豪雨が建物を叩く音に京司の声も紛れる。強く吹き始めた風に、ニスルの襟足が千切れんばかりにはためいた。それを煩そうに、ニスルが押さえる。

「そうだな……確か、一週間後だったと思うぜ」

「一週間後!?　あまり時間がないじゃないか」

　ニスルから返ってきた答えに、京司は驚きを隠せない。まだ時間があると勝手に思い込んでいた。京司の中で焦りが生まれ心を掻き乱す。

　一方、京司の前のニスルは落ち着いた様子だ。いや、焦っても仕方ないと思っているからこその落ち着きだろうか。なんにしろ京司にはその余裕が羨ましい。

　京司の視線の先。ニスルの顔が白い稲光によって照される。どうやら、外は嵐並みの豪雨らしかった。

　ゴロゴロと不穏な雷鳴を背に、ニスルが口を開く。

「時間がないからこそ、イウサールも内心焦ってるんだよ。戴冠式にあわせてアサドに関しての噂を流したのもその前準備みたいなもんだろうな」

　ニスルの言葉に、京司はつい先日バハルが言っていたことを思い出した。確か、あの日血相を変えてアサドが共にいる京司の部屋に飛び込んできたバハルは、『アサドにとって不名誉な噂が流れている』と言っていなかっただろうか。

　あの時はアサドに尋ねても、危険に巻き込みたくないからとはぐらかされてしまったが、止める者もいない今ならばチャンスかもしれない。

　そう思うと京司はいてもたってもいられず、ニスルに詰め寄った。

「噂って、どんな内容なんだ？」

　京司の剣幕に圧され、ニスルが仰け反る。が、京司のその様子から何かを察したらしく、ニスルはニッと唇の端を上げた。

「アサドは幸せものだな」

　ニスルの嬉しそうな声が京司の耳に届いた。

　白い閃光が黒く染まった空を走り抜ける。ドオッ、と轟音とともに地面が微かに揺れ、京司はどこかに落ちたのだと悟った。

　稲光が一つ、二つと弾ける。沈黙し、どう話を切り出そうかとしていたニスルが三つ目の閃光を合図に、閉ざしていた唇を薄く開いた。

「……〝アサドが王になれば貧困地区は一掃し、その土地をリゾート地開発に充てられる〟、〝アサド王子は民の生活を蔑ろにする気だ〟とかだな。どれも民衆の支持を落とさせるような噂ばかりだ。噂ってのは厄介ですぐに広まる。それに、多くの人間が口にしていればそれを本当のことだと信じちまう奴も出てくる。……戴冠式には不満を持った奴等が押し掛けてくるだろうな。恐らく、イウサールはその状況を狙って何かしら仕掛けてくるつもりだ」

　一息にそう話すと、ニスルは京司を見詰めた。まるで京司の反応を探るような視線であるが、京司の頭はイウサールに対する怒りで一杯でニスルの視線の意図に気付くことはない。

「っ、そんな。……アサドは、確かに傲慢な部分もあるがそんな奴じゃ……。それに、貧困地区にはアサドがいた孤児院もある。アサドがそんなことするはずがない」

　京司はそう断言した。アサドはアサドなりに昔ながらの佇まいを残す市や、民が身を寄せあい懸命に生きる場所とそこで暮らす人々を大事に思っているはずだ。それは、市や孤児院に案内してくれたアサドの表情にもはっきりと表れていた。

　アサドの思いを踏みにじるようなイウサールのやり方に京司は怒りを隠せない。握った拳がブルブルと震え、噛み締めた奥歯がギリッ、と鳴った。

　一発と言わず、何発か殴らなければ気がすまない。そういった様子で今にも頭から湯気が出そうな京司の肩を、落ち着かせるようにニスルが叩いた。

「アサドを分かってくれて、ありがとな」

　嬉しそうなニスルの声。叩かれていた肩を抱かれ、京司はいつの間にか抱き締められていた。

　ニスルの抱擁に情愛が少しでも見えたのならば手を振りほどいていただろうが、京司にはこの抱擁が感謝と親愛なのだと十分理解していた。

　アサドとは若干違う肉付きの胸の中にいても、京司の胸は高鳴らない。やはり、自分はアサドに惹かれているのだと再確認しているとニスルの抱擁が不意に弛んだ。

「ヤバイな……」

　頭上で呟かれたニスルの一言に、一体何があったのだろうかと京司の中で疑問が浮かぶ。

　見上げた視界にはニスルの顔があり、心なしか引きつったようにも見える。

「どうし──」

〝どうしたんだ？〟と問おうとした京司の声は、後ろから伸びてきた手によって遮られてしまった。

　骨が軋むほど強く後ろから抱きすくめられる。あまりの強さに京司は声すら発することが出来ない。

　痛いくらいの抱擁と背中越しに感じる体温。鼻先を掠めるコロンの匂いで京司は手の主が誰か分かってしまった。

「……何をしていた」

　怒りのにじむ低く唸るようなアサドの声がニスルに向けられる。

　京司の目の前のニスルはどう説明したものか、と考えてあぐねているようだ。エメラルド色をした瞳が忙しなくあちこちに泳いでいた。

　しかし、考えても言い訳は浮かばなかったらしく、気まずいといった表情でニスルが口を開いた。

「何って……ほんの少し京司を抱き締めてただけ──ぐ、ッ!?」

「ニスル!!」

　京司の目の前でニスルが地面に転がる。喋っている途中でアサドに横っ面を殴られたのだ。京司は慌ててニスルへ駆け寄ろうとしたが、アサドがニスルの胸ぐらを掴み上げる方が早かった。

「抱き締めていた、だと？　ふざけるな、これは私のモノだ。お前が触れていいものではない!!」

　咆哮のようなアサドの怒声が廊下の空気をビリビリと揺らす。嵐の音も掻き消すほどの強い怒りを前にして京司は身が竦んだが、ニスルはそうではなかった。

　アサドの言葉はニスルの神経を逆撫でしたのか。殴られる前の表情とうって変わって、ニスルも狼のように牙を剥き出し怒りを露にしていた。

「っ、う……モノだって？　京司は人間だ。アサド、お前のモノじゃない!!　そんなことも分かんねぇのか!!」

　切れた唇の端から血を滲ませながら、ニスルが吠えた。その滅多に見せないニスルの剣幕にアサドが一瞬たじろいだ。

「っ、黙れ!!　お前の指図は受けん!!」

　更に激昂したアサドの拳がもう一度ニスルの横っ面を捉えた。ゴッ、と鈍い音と「うぐ、ぁッ」とくぐもったニスルの声がが京司の耳に突き刺さる。

　もう見ていられない。京司は体の震えを抑え込みアサドへ駆け寄った。

「アサド!!　もう、止めてくれ!!」

　尚もニスルを殴ろうとしていたアサドの手が、京司の声でピタリと止まる。それもそのはず、京司がアサドの腕にしがみつき止めていたのだ。

「……キョウジ、お前はニスルを庇うのか？」

　アサドの怒りに燃える瞳が京司を射抜く。それだけで京司は逃げ出したくなるが、奥歯を噛み締め踏みとどまった。

　京司は萎えそうになる気持ちを奮い立たせ、負けじとアサドを睨み返す。

「ああ。だって、ニスルは何も悪いことはしていない。殴るってのはいくらなんでもやり過ぎだ。それに、俺はアサドのものじゃ──」

〝ない〟と続けようとした言葉は、ついに京司の口から出ることはなかった。

　怒りよりも恐ろしい。触れた端から凍てつくような冷たいアサドの視線が京司を見下ろしていた。

　京司の頭の中で警鐘が鳴り響く。目の前にいるのはアサドだと分かっている筈なのに、京司を見下ろす顔はまるで別人かと思うほど無表情であった。

　その口元が、クッと歪な笑みを浮かべる。

「ほう。あれだけ体に分からせてやったというのに……まだ口答えするか。よほど仕置きをされたいと見える」

　明らかに嘲りと取れるアサドの言葉に京司の頬が紅潮した。頭の中が真っ赤に染まり、みるみる目尻がつり上がった。

「ッ、ふざけるなっ!!」

　京司自身、自分の喉から出たとは思えぬ怒声が雷鳴を掻き消さんばかりに響く。怒鳴られたアサドはというと、まだ嘲笑を浮かべ京司を見下ろしていた。

　京司の怒りもアサドにはなんら意味をなさなかったらしい。

「……言いたいことは、それだけか？」

　アサドの手が掴んでいたニスルの胸ぐらを離した。

「っ、……キョウジ、は関係ないだろっ」

　床に手をつき体を支えながら痛みに顔を歪ませニスルがアサドの怒りの矛先を自身に戻そうとするが、アサドはニスルを見ようともしない。

　ニスルの存在ごと無視して、京司へと迫る。

　アサドの腕を掴んでいた筈の京司はいつの間にかその手を離し、後退り始めていた。

　アサドが恐い。

　たまらなくなって逃げ出そうとした京司だったが、アサドにいち早く捕らえられてしまう。手錠のようにアサドの手が京司の手首に絡み、締め付けた。

　力の差は歴然で、逃げようにも逃げられない。

「……私を怒らせたこと、後悔するといい」

　耳元で囁かれ、京司の足元から血の気が引いていく。それでも、京司はアサドに必死の抵抗をする。掴まれていない方の手でアサドの腕に爪を立てた。

　がむしゃらに暴れ、なんとか拘束から逃れニスルの元へ行こうとする。

「っ、離せ!!　ニスルの治療を……」

　自分のせいで怪我をさせ、今も顔を腫らしながらアサドを止めようとしてくれたのだ。京司にはニスルを放っておくなど出来なかった。

　しかし、アサドはどうあってもそれを許さないらしい。

　京司を引き摺るように無理矢理歩かせ、ニスルと引き離す。

　どれだけ足を踏ん張ろうと体格の差が邪魔をする。京司は強い力に抗えず、じわじわとニスルとの距離が開いていった。

　赤く腫れた顔の傷が痛々しい。それでもニスルの瞳は心配そうに京司を見ていて、京司は胸が酷く痛んだ。

　やがて、ニスルが京司達の視界から見えなくなってもアサドの拘束は弛まなかった。

　京司がついていくのがやっとの歩調で廊下を歩いていく。無言が重くのし掛かるようだった。

　廊下の窓から風のせいで吹き込む雨が京司とアサドを濡らす。雨足が強いせいで、頭から水を被ったように二人ともびしょ濡れになった。

　まだアサドが怒っているのは分かっていたし、京司もアサドの態度に憤りと恐怖を感じていたが、何よりもあの場に置いてきたニスルが心配だった。アサドが相当強く殴っていたようだから、怪我の具合も酷いかもしれない。

　そう思うと、京司はいてもたってもいられなかった。

「アサド、頼むから。せめてニスルの怪我の治療を──ッ!!」

〝させてくれ〟そう言うつもりだった言葉は音になることなく消え失せた。首が絞まるのではと思うほどの力で胸ぐらを掴み上げられ、京司は苦しげに眉を寄せた。

　鼻先が触れ合いそうなほどにアサドの顔が近くにあるが、そこには甘い雰囲気など微塵もない。あるのは、京司の身と心をズタズタに裂くような冷たいサファイアの光だった。

「ニスルよりも、自分の心配をしたらどうだ？　これから何をされるか分かっていないわけではあるまい」

　アサドの唇が皮肉げに歪められる。更に近付く距離でキスをされるのだと分かり京司は反射的に顔を背けようとしたのだが、きつく胸ぐらを掴み上げられている状態ではそれも無理な話だった。

　愛情もなにも感じられない、ただ一方的に欲望をぶつけるようなキス。舌でベロリと唇を舐められ、下唇に噛みつかれた。

「っ、う……」

　痛みに京司が呻いても、アサドはキスを止めなかった。

　京司が苦しさに喘いだ隙にスルリとアサドの舌が口腔に侵入してくる。呼吸さえも貪り尽くすように口内を蹂躙され、京司の瞳に涙が滲んだ。

　口を閉じようにも、アサドの指に顎の間接を押さえられて、閉じることは難しかった。

「っ、うぅ……、っ!!」

　ヌルヌルと口内で舌同士が擦れあう。飲み込みきれない唾液が口の端から溢れ、京司の胸元に染みていく。

　息が出来ない。酸素を取り入れた先から、アサドに奪われていく。

　我が物顔で口内に居座る舌を押し出そうと藻掻く度にクチュ、と淫らな音が鳴った。

　苦しい。心も体も、悲鳴を上げていた。好きな相手にキスされているというのに、京司の胸は悲しさと怒りで塗り潰されていく。

「っ、は……。ぅ……」

　永遠とも思えるようなキスが終わり、アサドの唇が離れても京司は身動きがとれないでいた。ただ、せめてもの反抗にアサドを睨み付ける。

「……まだそんな目を出来るとはな」

「痛っ、ぅ……」

　傷ひとつなかった京司の滑らかな頬にアサドの爪が引っ掻き傷を残していく。小さな痛みが京司を襲っても尚、京司はアサドを睨み続ける。

　それは、京司の意地だった。睨むことで快楽に慣らされてしまった体がアサドの与える苦痛混じりの快楽に流されてしまわないように。或いは、本当に大事なことを見失わないためだったのかもしれない。

　しかし、京司にとって大事な意味を持つそれは、アサドにとっては神経を逆撫でするものでしかなかったようだ。

「……気に食わん」

　唐突に解放された京司だが、そのままアサドが見逃してくれるはずもなく廊下に並ぶ扉の内の一つに放り込まれてしまう。

「うわっ!?」

　固い床と毛足の短い絨毯の上で体が転がり、すぐに止まった。

　床に手をついたまま、京司は辺りを見渡す。こじんまりした部屋に整頓された書物。壁に掛けられた達筆な日本語の書。それらを見て、京司はすぐにこの部屋がバハルのものであると気が付いた。

　放り込まれた一室がバハルの部屋だとは、なんともついていないと思ったが、すぐに考え直した。この宮殿内を把握しているアサドのことだ。恐らく分かっていて京司をここに連れ込んだのだろう。

（何にしろ、早く出ないと……）

　このままここにいると碌なことにならないであろうことが容易に想像できた京司は立ち上がろうとした。床を転がった時に少々体をぶつけたが、幸い動けないほど痛むわけでもない。これならばいける、そう思い立ち上がった矢先。

「これからが楽しみだというに、どこに行こうというのだ？」

　京司の足元をアサドの長い脚が薙ぎ払ったのだ。

「っ、うぁっ!?」

　バランスを崩した京司が絨毯の上に尻餅をつくように転んだ。痛みを気にする暇もなく、京司の上にアサドが覆い被さった。

「生憎、ここには手錠や鎖はないからな。これで我慢しろ」

　そう言ってアサドが京司の目の前でチラつかせたのは、恐らくバハルの私物なのであろう綺麗な藍染の手拭いだった。

「嫌だッ!!　は、なせ……っ」

　身を捩ろうにも京司の胴体にアサドが馬乗りになっているせいでビクともしない。

　手足をばたつかせてみても、京司がアサドを跳ね退けられるはずもなかった。

　見上げるアサドの顔は能面のように無表情だった。そこに深い怒りを感じとり京司の体が萎縮する。

「大人しくしていろ……」

　ギリッ、と音が聞こえてきそうなほど強く腕を掴まれ、京司は痛みに顔をしかめた。これからアサドがしようとしていることが分かるだけに逃れようとするのだが抵抗も虚しく京司の手は頭上で一纏めにされてしまう。

　その手首を藍染の手拭いが固く繋いでいた。鬱血するのではとおもうほどきつく結ばれたそれは、少し手を動かしたくらいではほどけない。

「っ、くぅ……くそっ!!」

　それでも解こうと藻掻く度に京司の手首の皮膚が擦れ、小さな傷を作っていく。アサドは馬乗りの状態のままそんな京司の様子をせせら笑っていた。

「そんなに逃げたいのならば、ニスルに助けを求めたらどうだ？　案外、ここから叫べば聞こえるかもしれんぞ？」

　アサドが言ったことを考えなかったわけではないが、大声で叫んだ場合ニスル以外が来る可能性も十分にある。しかも、ニスル以外が来たとして、アサドを敵に回してまでこの状況の京司を助けてくれるとは到底思えなかった。

　京司は唇をきつく噛み締める。恐らく、誰も助けには来てくれない。それならば、自身でどうにかするしかなかった。

　アサドの言うことには一切耳を貸さず、手首を戒める手拭いの結び目を弛めることだけを考える。

　動かす度に皮膚が擦れ痛みが走ったが、気にしている余裕はない。

「逃げられると思っているのか？　そうだとするならば、キョウジ、……お前は本当にバカだ。私がお前を逃がすはずがない」

　京司を見下ろすアサドがせせら笑う。京司が手拭いの戒めを解こうと躍起になっているのを傍観していたアサドが、スッと視線を動かした。

「？　な、に……」

　アサドの視線の先は、部屋の奥。備え付けの木造の扉だった。一体何があるのだろうか。きっと碌なものではないことは確かだろう。そんな予感が京司にはしていた。

　そして、京司の予感は最悪の形で的中する。

　アサドの唇が歪な弧を浮かべたまま薄く開き、スゥッと息を吸い込んだ。

「バハル、そこにいるのだろう？」

　大きいわけではなく、しかし通る声だった。有無を言わさぬ威圧感と強制力をもったアサドの声に、奥の扉がギッ、と軋んだ音を立てて小さく開いた。

　扉の奥から静かに現れたのは、この部屋の本当の主であるバハルだ。

「何の、ご用でしょうか？」

　いつも通りの変わらぬ声音。しかし、バハルの眼鏡の奥の涼やかな瞳は京司を見ようとしない。その瞬間、京司の〝助けてもらえるかもしれない〟といった微かな希望は砕け散った。

「バハル、タオルと剃刀、シェービングクリームを持ってこい」

　アサドが京司の上でバハルに指示する。バハルがアサドに逆らわないことはもう十分京司も分かっていた。

「承知しました」

　淡々とした声。事務的な返事をするとバハルは再び扉の奥へと引っ込んだ。

　恐らく奥が浴室や洗面所になっているのだろう。しかし、今の京司にとってはそんなことどうでもよかった。

　嫌な予感がひしひしとしている。やはり誰も助けてはくれないならば自分で何とかするしかない。

「退けよっ!!」

　京司はアサドを睨み付け、吠えた。早く抜け出さなければ。その一心でもがく京司であったが、無情にも奥の扉が開きバハルが戻ってきてしまう。

　バハルの両掌にはアサドが頼んだ物全てが乗っていた。

「アサド様、お待たせ致しました」

　恭しく頭を垂れたバハルがアサドに道具を渡す。

　受け取ったアサドがそれらを京司の目の前に突き付けた。

「これから何をされるか、不安なのだろう？」

「別に……」

　京司の声は震えていた。強がりであったことはアサドにも既にバレてしまっている。その証拠に「嘘をつくな。声が震えているぞ」と耳元で囁かれて、ザワリと産毛が逆立った。

「バハル、キョウジの腕を押さえていろ」

「はい」

　バハルが淡々と返事をし、京司の腕を押さえた。

　京司の胴に乗っていたアサドが退く。その一瞬を狙って再び逃げ出そうとした京司だったが、一纏めにされたままの腕を容赦ない力で床に押し付けられ、痛みで動きが鈍った。起き上がる力とは逆の力が働いていて、無理に立ち上がろうとすれば腕が折れてしまう。

　みしみしと軋む骨の悲鳴。痛みで京司の目尻には涙が盛り上がった。

「ぁ、……っ」

　せめて痛みに呻くまいと噛み締めた京司の唇が、痛々しい赤色に染まる。アサドはそんな京司を見て、苛立たし気に舌打ちをした。

「……私の何が気に入らない。何故、私を拒むのだ。……ここにいるのがニスルならば、お前は素直に抱かれるのか？」

　京司に酷い仕打ちをしているのはアサドであるのに、問い掛けるその表情は酷く悲しげだった。

　叶うならば今直ぐアサドを抱き締めたい。そして、誤解なのだと言いたいが押さえつけられたままではそれすらも儘ならなかった。

　ならば、せめて言葉で気持ちを伝えようと京司は閉ざしていた唇を動かした。

「……違、う。俺は、アサドが──ッ!!」

　京司の声が途切れる。アサドの大きな掌が、まるでそれ以上は聞きたくないとでも言うように京司の口を塞いだのだ。

「私は、嘘をつくなと言ったはずだ」

「ん、んぅ──!!」

　まだ誤解をしているままのアサドに京司は必死に声を上げたが、掌で口を塞がれているせいでくぐもった声しか出せない。

　京司を見下ろすアサドの瞳には冷たい光が灯っていた。どうやら、京司が思っていた以上にアサドの持つ心の傷とニスルに対する憎悪は根深そうである。

「さて、そろそろ仕置きといくか……」

　道具を一旦床に置いたアサドの指が、京司のカンドーラの裾を割った。

「ひ、ぅ……ッ」

　スルリと潜り込んできたそれは下に履いていたスラックスのフロント部分を撫で、京司は身を強張らせた。

「なんだ、下に履いているのか。つまらんな。こんなもの、脱いでしまえ」

「や、……駄目、だ……ッ」

　スラックスのウエスト辺りにアサドの手が掛けられる。京司は慌てたが、もう遅い。

　先程まで確かに京司のウエスト周りにあった締め付けから解放される。次いで、ジイィッ、とファスナーの下ろされる音がしてスラックスの前が寛げられた。

　色気のない黒のボクサーパンツが覗く。その下の京司のぺニスは恐怖と不安のせいですっかり縮こまっていた。

「流石にこの状況では勃たんか」

「う、るさ……っ、んん!!」

　まだ柔らかいソコを下着の上から陰嚢ごと持ち上げるように揉まれ、京司は体を跳ねさせた。鼻にかかった甘い吐息が溢れ、悔しさでまた涙が滲んだ。

「これも邪魔だな」

「っ、やめ──」

　京司の制止の声も虚しく、下着ごとスラックスを引き下ろされた。足首辺りまで下ろされ、柔らかく項垂れたままの性器も黒々とした下生えも、バハルとアサドの視線の前に晒される。

　同性だと分かっていても状況が状況なだけに見られるのは恥ずかしく、京司の頬が羞恥で赤く染まった。

「も、やめて……くれ……」

　蚊の鳴くようなか細い声で京司が懇願するも、アサドがそれを聞き入れるはずもない。

「バハル、どうだ。京司の肌は美しかろう？」

　下生えを引っ張ったり、紙縒こよりを縒よるように弄ったりしながらアサドが京司を押さえるバハルに問い掛けた。

　晒された素肌に京司は視線を感じる。恐らく、バハルがアサドの問い掛けに答えるために京司を見ているのであろう。

（早く、終わってくれ……）

　祈るような思いで待っていると、京司の頭上で唇を開く微かな音がした。

「……そう、ですね。肌はきめ細かい方かと思います」

「お前もそう思うのだな。しかし……そんな肌にこれが生えていては無粋だろう？」

　そう言ってアサドが引っ張ったのは京司の陰毛だった。

　床の上に置かれたシェービングクリームと剃刀は始めからこのために用意されていたのだ。

「嫌だ、やめ──ッ、ひぅ!?」

　京司の声が跳ねた。驚きに見開かれた瞳の先、シェービングクリームを陰毛の生えている性器の根元に塗りたくるアサドの姿があった。

　アサドの指に掬われたタップリの冷たいクリームが京司の肌の上を滑る。

　あっという間に白い泡まみれになったソコに、アサドの手に握られた剃刀があてられた。

「頼む、から……やめてくれ……」

「言ったはずだ。これは〝仕置き〟なのだと。へたに動くと別のものが切れるぞ？」

　脅しともとれるアサドの言葉に、京司の中で最悪の光景が過る。ヒタリとあてられた冷たい刃に、京司は震えた。

「大人しくしていれば、すぐに済む」

「ひ……ッ」

　ジョリ、と不快な音を立てて剃刀が京司の肌の上を動き始めた。音がする度に薄くなっていく下生えを直視できず、京司は目を瞑った。

　アサドは一切の躊躇いもなく剃り落としていく。

　柔らかいままの京司のペニスに、時折わざとらしくアサドの指先が触れ、京司はそのもどかしい刺激に小さく鼻を鳴らした。

　京司はなす術もなく、ただアサドが剃り終わるまでの時間を待つしかなかった。

　十分ほど経過した頃だろか。ジョリ、と剃り落とす時の不快な音が止まった。ようやく、終わったのだと薄く目を開いた京司の視界に入ったのは真っ白い何かだった。

　散々焦らされ、剃毛される過程でゆるく芯を持ち始めていたぺニスを柔らかな物で包まれ擦られる。

「ふ、アァ──ッ!!」

　鋭敏になったソコに、いきなり与えられた刺激はあまりにも強すぎて、京司は大袈裟なまでに体を跳ねさせ声を上げた。

「ほう、拭ってやっているだけだというのに感じているのか？」

　アサドの言葉が京司に突き刺さる。違うと言いたいのに、硬くなり始めた京司のモノがそれを許さない。

　何度も何度も。執拗と取れるほどに拭われ、アサドがタオルを京司のペニスから遠ざける頃にはすっかり勃起してしまっていた。

「随分と可愛らしくなったな」

「……っ、う……」

　京司は自分のソコを直視出来なかった。

　成熟した性器の根元に生えていた下生えはアサドによって丁寧に剃られ、今は幼子の肌のようにつるりとしていた。

　あるべきモノが無いだけであるのに、そのアンバランスさが妙に卑猥だ。

「これでは、ニスルにも見せられまい」

　満足そうに言うアサドだが、そもそも京司には最初からニスルに見せる気などあるはずもない。

　しかし、何度も誤解だと京司が声を上げようとアサドは決して信用しようとしない。それが酷く悲しくて、京司の胸がジクジクと痛んだ。

　アサドがどうしてこんなことをするのか、京司には理解できない。ただのニスルに対する対抗心であるならば、やり過ぎだ。

　それとも、単に京司に対する仕置きとしてやっているのだろうか。そうであったとしても、これは京司の許容を大きく超えている。

「も、いいだろ……。離して、くれ……」

　踏みにじられる心の痛みと、結局いいように扱われてしまう自身の情けなさに京司の頬を涙が伝った。

　このままここにいては、アサドに対する気持ちも壊れてしまいそうで恐ろしく。それ故に、早く離れたかった。

　しかし、いつまでも京司の手を戒めるバハルの力は弛まないままだ。

　これ以上、一体何をされるというのか。身構え、顔を強張らせる京司の様子に、アサドが口角を上げた。

「まさか、これで終わるとは思っていまい。これからが本当の仕置きだ。存分にその身で味わえ」

「そんな……」

　絶望的なアサドの一言に、京司の顔が青ざめた。これ以上の責め苦など味わいたくもない。しかし、逃げる気力はアサドの心無い言葉に折られて、物理的にも精神的にも京司は疲弊していた。

　無意識の内、逃げ場を探すかのようにずり上がった体をアサドに引き戻される。

　足首に留まっていた衣類を全て取られ、京司は足を大きく開かされた。

「や……っ、……ん」

　閉じようにもアサドがそれを阻む。大きな掌で太股を掴まれ、無理矢理開脚させられ股関節がギシリと軋んだ。

　痛みと羞恥が京司を襲う。普段秘された最奥にアサドの視線を感じた。

「ここにも、クリームが垂れているな」

「ひ、ぅ……、っ!!」

　京司が甘く啼く。前の方から伝い垂れていたのであろうクリームを纏ったぬるつくアサドの指が、後孔の縁をなぞったのだ。

　ぬちゅ、と粘着質な音を立てながらアサドの指が縁を擽り、浅く潜り込む。受け入れることを覚えた京司の体はアサドの指を誘うようにヒクヒクとひくついた。

「下の方は正直なようだな……強請るようにヒクついているぞ」

　自身の痴態をアサドの口から告げられ、京司は信じたくないとばかりに首を振った。

「そ、んな……嘘──ッん、うぁ!!」

「嘘ではない。ほら、指一本くらい簡単に呑み込んでいく」

　アサドに無理矢理凌辱されて以来、中に受け入れるのは始めてなのに、京司の後孔は突き込まれたアサドの長い指を難なく呑み込み、熱く柔らかい内壁で締め付けてみせた。

（な、んで……）

　京司自身、自分の体であるのに戸惑いを覚えていた。どんなに嫌だと口と心で拒絶してみても、体はアサドを受け入れてしまっている。まるで、心が体から解離してしまったかのようだった。

「やはり、ニスルに抱かれていたのだろう？　熱く蕩けて……これならば、あまり慣らさずともよさそうだ」

　こなれた京司の後ろの具合にアサドの声が尖る。これもまた誤解なのだが、反論しようにも中を無遠慮に掻き混ぜられて京司はまともに喋ることが出来なかった。

　グチグチ、と熟れた媚肉を引っ掛かれ、アサドに掴まれたままの太股が痙攣した。

　アサドとは別に、京司を蔑むかのような視線が肌を刺す。勿論この場には三人しかいないのだから、視線がバハルのものであることくらい京司にも分かっていた。

　分かっていたが、どうすることも出来ない。ただ、襲い来る快楽の波と羞恥に耐えるしかなかった。

　京司の中をなぶっていたアサドの指が引き抜かれる。

「ふ、あぁッ!!」

　絡んでいた内壁ごとズルリと引き出される感覚に、京司は目を剥いた。息も整わぬ間に今度は二本に増えたアサドの指が、京司の後孔をつつく。

　無理だ。今入れられたらおかしくなる。

　京司は髪を乱し首を横に振ったが、それすらアサドの行動を助長するものでしかなかった。

　ずく、と二本の指が括約筋の狭い輪を押し広げ、中に潜り込んでくる。

「待っ、や──ァ、アアッ!!」

　喘ぎが喉から迸り、京司の体が大きくしなった。無毛のペニスが脈打ち、トロリと滴を先端から溢した。

「軽くイキかけたか、淫乱め」

　痴態をせせら笑うアサドの声に京司の胸が引き絞られる。京司をこんな体にしたのはアサドであるのに、それを京司自身の本質であるとされるのは大変不愉快だ。

　しかし、不満を溢そうにも絶えず内側から揺さぶられ、角度を変えて内壁を擦られると頭が真っ白になり、甘く囀ずるしか出来なくなってしまう。

　根元まで埋められたアサドの指が中でバラバラに動き、気紛れに中を掻く。

　イキそびれた京司のぺニスははち切れそうなまでに育ち、鈴口から涙のように体液をこぼし続けていた。

「辛いのだろう？　〝入れてほしい〟と強請ればイカせてやる」

　悪魔の囁きの如き誘惑がアサドの唇から紡がれるが、京司は意地でも従うつもりはなかった。心の伴わない肉体関係などまっぴら御免だ。

　切羽詰まった状態で蕩けていた京司の瞳に光が戻る。言葉に出来ない代わりにアサドをキッと睨み付けた。

「どうしても抗うか……。気が変わった。どこまで我慢できるか見せてもらうぞ」

　やはり京司の態度はアサドの機嫌を損ねてしまったようだ。

「痛っ──あ、アァッ!!」

　ぺニスの根元をきつく握られたかと思うと、くの字に曲げられたままの指を勢いよく引き抜かれたのだ。

　一瞬、京司の意識がフワリと飛ぶ。真っ白に視界が塗り潰され、何もかもが遠ざかるが、陰曩を強い力で揉まれる痛みで引き戻された。

「あ、ぐ……っ……」

　脂汗ともつかないものが京司の肌の上で光る。赤く熟れたペニスがアサドの手の中で滑稽に震えていた。

「バハル、お前はそこで見ていろ」

「承知しました」

　アサドがバハルへ目配せをすると、今まで戒められていた京司の腕が嘘のように軽くなった。次に、皮膚に擦れていた手拭いも取り去られ解放されたのだと思った京司だが、その考えは甘かったのだと思い知る。

「っ、……な、にを？」

　性的な責め苦で疲弊した体を背後からアサドに抱えられた。このままどこかに放られてしまうのだろうかと考えた京司だが、すぐに正解は京司の身に訪れた。

　床に胡座をかくように座ったアサドの膝の上に下ろされる。ただそれだけならばよかったのだが、後ろには既に杭のように芯を持ったアサドのペニスが露出した状態で京司の後孔に狙いを定めていた。

「っ、待って、くれ!!　そんな、大きいの……無理、だ……」

「待たん。……さあ、存分に味わえ」

　京司の後孔にアサドのペニスが宛がわれる。京司の腰を掴み抱えたアサドの手が、ゆっくりと力を弛めた。支えていたアサドの手の力よりも京司の自重が勝り、京司の体が沈んでいく。

「あ、アァッ!!　痛っ、う……あッ」

　待ち構えていた熱杭に貫かれ始め、京司は痛みに表情を歪ませた。触れた場所から爛れてしまいそうな熱いアサドのペニスが京司の後孔の縁を限界まで広げる。

　中途半端にしか慣らされていない京司のそこは、それでも裂けずにアサドを呑み込もうと広がっていたが、やはり潤いが足りない。

「無、理だ……これ以上は……痛く、て……っ、う」

　アサドの太股辺りに手をつきながら、京司は今にも重力に負けそうな体を必死に支える。しかし、今まで縛られ押さえ付けられていた腕は痺れていて、とてもではないがこの姿勢がいつまでも保つとは思わなかった。

　限界を訴えるように京司の腕がブルブル震えた。このまま支えを失ってしまえば、中に中途半端におさまっているアサドのぺニスに下から貫かれるのが目に見えている。

　が、助けを求めようにもバハルはアサドの命令しか聞かず、先ほど言われたことを忠実に守り、静かに京司とアサドの結合部に視線を注いでいた。

　粘る京司を楽しげに眺めていたアサドであるが、もっと楽しいことでも思い付いたと言わんばかりにその顔に意地の悪い笑みが浮かぶ。

「遠慮するな。もっと、奥まで呑み込め……っ」

　京司の腰を掴んでいたアサドの手にグッ、と下向きの力が籠る。掌で支え串刺しになるのを防いでいた京司だったが、流石にこれには耐えられなかった。

「い、あぁッ!!」

　一気に太いアサドのペニスが京司を真下から貫く。無理矢理広げられた後孔は切れ、血が細く流れ落ちた。

「あぁ、切れたか。後で治療はしてやる。心配するな」

　血のお蔭で滑りが幾分かよくなったこともあり、アサドがユルユルと京司を突き上げる。

「な、にが……心配、する……な、だ……っ、あ!!　う、ごくな……」

　揺さぶられる京司の口から荒い吐息と呻き声が溢れる。挿入の痛みで京司のぺニスはすっかり萎え可哀想なほど縮こまっていた。しかし、京司はそれを隠す余裕などなく、剛直に内蔵を犯される違和感に脂汗を流し、縁が擦られる度に襲ってくる痛みを必死にやり過ごそうとしていた。

　みっちりと肉筒がアサドのぺニスの形に広がり埋め尽くされている。中をなぶるアサドのものを抜こうにも、京司の脚の力は萎えてしまっていて無理だった。

「う、ぁ……っ」

　痛いと口にしているのに、アサドが京司を下から突き上げる。最奥を切っ先で捏ねられ、中を抉るように掻き混ぜられ京司に変化が起き始めた。

「ひ、っ……あ、あぁッ!?」

　京司の体がアサドの上で跳ねた。アサドが京司の弱い部分を剛直の先で抉ったのだ。

　律動の度に京司の背がしなる。限界まで張ったなだらかな胸の頂はカンドーラの麻の布地を小さく押し上げ、その形を淫猥に浮かび上がらせていた。

　腰を掴んでいたアサドの右手が、京司のカンドーラの裾から潜り込み腹部から辿るように撫で、上がっていく。凝った胸の尖りをすぐに探り当てられ捏ねられると、むず痒いような感覚がそこから京司の下肢へ伝わった。

「ほら、ここが好きなのだろう？」

「っ、触る、なぁ……ッん」

　くりくりと指の腹で転がされ、頂を摘まれる。むず痒いような刺激は、アサドに触れられることでいつしか弱い快感となっていた。それが少しずつ京司の中に蓄積されていく。

　乳首を転がされ、力が抜けたところで京司の中で息づいていたアサドの熱がズルッ、と引き抜かれた。

「い、あぁ……っ」

　アサドの形に馴染んでいた内壁ごと引っ張られる感覚に、京司は大きく身震いする。

　先程までアサドの剛直を受け入れていた京司のソコはパックリと口を開き、そこから覗く熟れた肉壁が物欲しげに蠢いていた。

「……バハル、もういい。暫く下がっていろ」

　膝の上にのせていた京司の体を抱き抱えたアサドがバハルにスッと視線を向けた。

　この部屋の主はバハルであるから、本来出ていかなければならないのは京司達である。しかし、アサドの命令であるからか、バハルは「畏まりました」と短い返事と共に恭しく頭を下げるとそのまま部屋を出ていってしまう。

　京司としては、バハルにこれ以上痴態を晒さずに済むという点ではありがたいが、万が一にも逃げ出せる可能性はこれでゼロになってしまった。

　バハルが閉めた扉の音を聞きながら、京司の体はアサドによってベッドに横たえられる。

　バハルのベッドという点に居心地の悪さを感じるが、床でバハルに見られながら犯されるよりはマシだと京司は思った。

「…………何故、ニスルと会っていた？　キョウジ、お前も私を裏切る気なのか？」

　京司の上。覆い被さるように退路を塞いだアサドのそれまで見せていた怒りとは違う静かな問い掛けに、京司は声を上げていた。

「っ、そんなわけ、ない!!　だって、俺は──っ、俺は……」

　その先を京司は口にしていいものかどうか迷っていた。

　京司自身バカだと思うが、こんなことをされても尚、アサドのことを嫌いになれない。

　しかし、今のこの状態で京司の気持ちを伝えたとして、はたしてアサドに信じてもらえるだろうか。京司の、その一瞬の躊躇が、アサドに疑う隙を与えてしまった。

「俺は、何だ？　その先を言ってみろ。どうせ、言えないのだろう？」

「違う、違うんだ!!　言えないのは、俺の問題でニスルは関係ない。ニスルとは、ただ戴冠式の日が危険かもしれないって話してただけで……」

　口にしてしまった後に京司はしまったと後悔した。咄嗟に言ってしまったが、これでは疑ってくれと自ら言っているようなものではないか。

　しかし、この情報は遅かれ早かれアサドに伝えなければならないものだ。ここまで口にしてしまった以上、京司に残された道は全てを包み隠さず伝えることだった。

　覚悟を決めた京司は、アサドを見上げる。青色の瞳が翳かげったまま、京司を油断ない視線で見下ろしていた。

「……ニスルが、アサドを貶めるような噂を流しているのはイウサールだって言っていた。そして、戴冠式でアサドの身に何か起きるかもしれないって心配してた」

　京司の口にした情報にアサドは驚きもしない。ただどこか納得したような落ち着き払った表情が浮かんでいた。

「……ほう。しかし、それが本当だとしてその情報はどこから得たものなのだ？　まさか、イウサール本人か？　だとしたら、私がそれを信用すると思うか？」

「っ、それは……」

　鋭いアサドの問い掛けに京司は口籠る。全てその通りなだけに、言うことが出来ない。言えば疑われるのは京司だけではなくニスルもなのだ。

　アサドはこの調子で本当に対策を練るか分からない。今、裏で動き回りアサドを守るために奔走してくれているニスルを失うわけにはいかないのだ。

「……言えない。言えない、けど……俺は、アサドには信用してほしいとしか言えないよ」

　京司はそう言うのが精一杯だった。信じてもらいたいが、その方法がない。もどかしさが京司の全身を這い回る。

　やはりと言うべきか、アサドの顔には京司の言葉をバカにしたような色が浮かんでいた。

「残念だが、無理だな。出所の分からん情報を信用するほど私はバカではない。しかし、……お前にはチャンスを与えてやってもいい」

　思いがけないその一言に、京司は飛び付く。

「チャンス？　っ、一体何をすれば──」

「なに、簡単なことだ。この続きに付き合ってもらう。ただし──お前から強請れ。私を受け入れるソコを自らの手で広げ、入れてほしいと請え」

「な──ッ!?」

　京司は絶句した。

　一体アサドはどこまで京司を貶めれば気が済むのだろうか？

　京司は塞がらない口をパクパクと動かすが、何一つ音にならなかった。

　頭ではアサドの命令通りに動くのが最善だと京司も理解していた。理解していたが、心がついていかない。

　拠り所を探すように、いつの間にかシーツを握り締めていた京司の指に力が籠る。

　京司自身の矜持を捨てることで、ニスルとアサドを守ることが出来るのならば、迷わずそうするべきなのだ。

　いつまでも動こうとしない京司の様子に、アサドが退路を塞ぐように覆い被さっていた体を退かした。

　そうしてベッドサイドに立ち、京司を見下ろすその口元は〝出来ないだろう？〟とでも言うかのように皮肉気に歪められていた。

　挑発されている。アサドは恐らく京司の内を全て知った上で、京司がどのような選択をするか楽しんでいるのだ。

　カッ、と腹の底から熱くなる。憤りに突き動かされるまま、京司は今にも立ち去りそうなアサドのカンドーラの袖を掴まえた。

「…………やれば、いいんだろう？」

「出来るのか？」

　覚悟を探るアサドの瞳と問い掛けに、京司は深く息を吸い込んでゆっくりと頷いた。

「……ああ。出来る。そのかわり、情報源は明かさない。それと、戴冠式は襲撃に備えて対策を練ると約束してくれ」

「……いいだろう。アサド・シャムス・ニーラムザールの名にかけて誓おう」

　所詮口約束。アサドの誓いも嘘である可能性を疑った京司だったが、青の瞳には一点の曇りもなく次期の王としての威厳が滲んでいて、漠然とではあるがアサドは約束を違えたりしないと思った。

　ギッ、とベッドが軋み、アサドが浅く腰かける。アサドの視線が舐めるように京司の全身を這い回った。

　急かされている。そう感じた。

「っ、……く……」

　悔しさに京司は唇を噛み締める。出来るだけアサドの方を見ないように下を向き、体を起こす。切れた後孔がズクリと痛んだが、それも耐え。ただ事務的にシーツに膝をつき、腰だけを突き出すように高々と上げた。

　自身がどれほど恥ずかしい格好をしているか理解しているからこそ、茹で上がるように顔が熱くなった。

　今のこの格好でさえ恥ずかしいのに、自ら受け入れるための孔を晒し強請るなど、どれほどの屈辱に襲われるだろう。考えただけでも、京司は狂いそうだった。

　しかし、約束した以上違えるわけにもいかない。

　京司は震える手を、ゆっくりと後へ伸ばした。高く上げられた薄い肉付きの双丘を、京司の指が捉える。

　目を瞑り、双丘を掴んだ指に力を入れ、ぐっ、と割り開いた。

　先程まで無理矢理アサドを呑み込まされていた後孔が晒け出される。アサドの視線と空気に撫でられ、京司は無意識にそこがヒクつくのを感じた。

　今すぐに舌を噛みきって死んでしまいたいほどに恥ずかしい。しかし、これで終わりではないのだ。

　京司は悔しげに顔を歪めた後、震える唇を開いた。

「…………俺の、ここに……入れてほしい」

　屈辱的な台詞だった。どうにか震える声で言い終えた京司だったが、アサドの「足りんな」との言葉に奥歯を噛み締めた。

「もう少し具体的に言え。ほら、お前の〝どこに〟〝何を〟入れてほしいのだ？」

　アサドはどうやっても京司に卑猥な言葉を言わせたいようだった。

　言ってやるものか、と京司の中で反抗精神がむくりと首をもたげるが、そんなことをしてしまえば全てが台無しになってしまう。

　結局、京司にはアサドの命令に従うしか道は残されていなかった。

「……っ、俺の……あ、アナル……に……、アサドの……ペ、ぺニスを……入れて、欲しい……」

　今まで生きてきた中で一度も使ったことのない卑猥な言葉が、京司の唇から紡がれた。

　言い終わった途端、後悔が京司の喉を灼やいた。口にしてしまったことで、これから京司がされることを生々しく意識させられる。

「……ほら、上手く言えた褒美だ」

　いつの間に距離を詰めたのか。京司の背後に迫ったアサドが高々と上げられた京司の双丘を大きな掌で撫でる。そうして、弾力を確かめるように揉んだ後、腰骨辺りを掴まれた。

「ふ、ぁッ……ぅう……」

　唐突に後孔の縁を熱の塊でなぶられた京司は、背を反らし尻を揺らした。

　浅い部分をクチクチとアサドのぺニスの亀頭で撫でられ、しだいに上半身を支えていた腕から力が抜けていく。肩はシーツの上につき、吐き出した熱い吐息はベッドのマットの中に消えた。

　ぐぐっ、とアサドの指が京司の体を引き寄せ、後孔の入口を苛んでいた熱量が京司の中に潜り込んでくる。

「、ぅ……うっ、アァ──ッ!!」

　苦痛混じりの声が、仰け反る京司の喉から押し出される。先程までアサドの形に拡がっていたソコは、切れた縁を潜る時に痛みを感じはするものの、比較的楽にアサドのぺニスを呑み込んだ。

　待ちわびていた、とでもいうように京司の中が蠢く。不覚にも、焦らされ淫らな言葉を口にすることで、京司は興奮していたのだ。

　ゆっくりと根元まで呑み込まされ、アサドの腰が京司の双丘に密着するまで奥を暴かれる。ゾワゾワと悪寒にも似た何かが京司の背を這い上がっていく。

　それが、快感だと気が付いたのは、萎えていたはずの京司のぺニスが勃ち、シーツに染みを作ってしまっていたからだ。

「ふ、……感じでいるのか？　……中が、熱くうねっている……」

　アサドも締め付ける京司の中が心地好いのか。京司の背中の上で吐き出された声には艶が滲んでいた。

　奥を掻き混ぜるようにグラインドされ、京司の唇からハッハッ、とまるで獣のような熱の籠る荒い吐息が吐き出される。

　尻を高々と上げ、アサドを受け入れ揺さぶられるこの格好はまさしく獣ではないか。そんな考えが熱に侵され始めた京司の頭の中に浮かんでいた。

「っ、あぁ……うン、っっ!!」

「……お前は、私のモノだ。この体を拓くのは、私だけでいい……」

　ズルリ、と縁ギリギリまで引き抜かれ、媚肉が擦られる快感に体が戦慄く。アサドのほの暗い執着に、京司は悦びを感じてしまっていた。どんな想いでアサドがそう言ったかは分からないが。それでもそこには確かな〝関心〟が感じ取れた。

（俺は、おかしくなってしまったのかもしれない……）

　京司自身そう思うほど、今の京司の思考は矛盾だらけであった。

　アサドのことが好きだからこそ、無理矢理犯され、屈辱的な行為を強制させられたことに憤りを覚えた。

　けれども、執着を見せられると京司の中で渦巻いていた憤りは簡単に薄らぎ、悦びが顔を覗かせるのだ。そうして、僅かに希望を抱いてしまう。アサドが、もしかすると自分のことを好いていてくれるのではないか、と。

　そう思ってしまうと、もう駄目だった。

　ガツン、と脳髄まで揺さぶるような衝撃が京司を襲う。一瞬の意識の浮遊感。一息に奥まで貫かれた肉筒が複雑な動きでアサドのぺニスを包み込む。

「ンッ、あァァッ──ッ!!」

　白く染まった意識の中、京司の体が何度も跳ねた。シーツに擦れていた京司のぺニスから白濁が吹き上がり、ボタボタと滴り落ちる。

「っ、く……出す、ぞ……」

　中の締め付けに触発されたように京司を貪るアサドの律動が速まる。小刻みに揺すられ、中でアサドの剛直が一際膨れるように感じた瞬間、アサドが低く呻き京司の最奥を熱い飛沫が叩いた。

　体の境界が分からなくなるほどに密着され、全てを注ぎ込まれる。京司は体を震わせたまま、腹の奥が爛れるような熱を感じていた。

「……っ、足りん」

「……え？　ひゃ、やァッ──んッッ!!」

　飢えた獣の唸り声を聞いたかと思うと、まだ息も整わぬまま、貫かれたまま、京司の体がグルリと反転させられる。硬さを失わぬまま、京司の中に居座っていたアサドのぺニスに不規則に内壁が絡み付き、京司は身を悶えさせた。

　正常位で貫かれ、アサドの顔が涙で滲む京司の視界に映りこむ。褐色の肌がしっとりと汗で濡れ、青い瞳は艶めかしく光っていた。

　余裕のない吐息を間近に聞きながら、ガツガツと揺さぶられる。アサドが吐き出した白濁が律動を繰り返す度に掻き出され、京司の後孔から溢れていく。

　先程よりも鮮明にグチュ、グプッ、といった淫らな音が肉を打つ乾いた音とともに京司の鼓膜から入り込み、残っていた理性をも溶かしていった。

　額に貼り付く金の髪、快感を堪えるようにきつく寄せられた眉。京司の恥態を映す瞳、熱い吐息を吐き出す艶かしい唇。アサドの全てが愛しい。

（今だけは……、今だけなら……）

　激しいストロークに息も絶え絶えで、間近に迫る絶頂に全身をブルブルと震わせる京司が、アサドへと手を伸ばす。

　アサドの気持ちがどちらであるにしろ、京司が気持ちを伝えたところで、ともにいられる未来が存在しないことくらい理解していた。

　遅かれ早かれ、アサドは世継ぎをつくるため妻を娶る日がやってくる。その時、京司がいることでアサドに不利益が生じる可能性は高い。それを無視してまで、京司自身幸せを選びとろうとも思っていなかった。

　だからこそ、この瞬間だけでいい。アサドの温もりを感じ、その体温と与えてくれる快楽に縋っていたかった。

　京司の手がアサドの広く逞しい背中にしがみつくように回される。

　すっかり京司の弱い部分を知り尽くしてしまったアサドが内壁の凝りを切っ先で捏ねる度に、京司の爪がカンドーラ越しにアサドの背を引っ掻いた。

　ヒクヒクと内壁が震え、中のアサドを締め付ける。煩いほどに鳴る心臓の音が驚くほど近くで聞こえ、京司の目の前が白く明滅を繰り返した。

　ぺニスの根元で熱が渦巻いている。絶頂が近いのだと、体が京司に訴えかけていた。

　壊れると思うほど奥を剛直に叩かれる。脳髄から痺れるような感覚が全身を駆け巡り、京司は咽び泣きながら二度目の絶頂を迎えた。

「ア、サド……アサドッ、あぁ……、もう──ッんんん!!」

「キョウジ、ッ……く、……」

　京司を追うように、アサドもまた白濁を京司の中に吐き出していた。

　荒い息をつきながら、アサドが京司に覆い被さる。

　早い鼓動、しっとりと汗ばみ吸い付く肌。頬を擽るアサドの髪の感触さえもが愛しく、それ故に京司の胸を締め付けた。

　この時間が終わってしまえば、京司はアサドから離れなければならない。離れがたいとでも言うように、京司の手が無意識にアサドの手を握っていた。

　心の中では、もう一人の京司が〝これ以上は不味い〟と警鐘を鳴らしているのに。情交後の気怠い頭では深く考えることが出来なかった。

「好き、だ……」

　ポツリと、京司の思いが零れ落ちた。その一言を皮切りに、堰き止めていたものが京司の中からあふれ出す。

「好きなんだ……アサド」

　か細い声で告げた京司の思いに、アサドの動きが一瞬止まる。

　静かな室内では京司の呟きを聞き漏らすことはない。しかし、それなのにアサドからはなんの返事もなかった。

　ただただ、静寂だけが京司とアサドの間に横たわり、永遠にそれが続くのかと思われるほど時間が経った頃。アサドが京司の上からゆっくりと身を起こした。

「……悪かった」

　静かなアサドの謝罪が京司の上に落ちる。京司にはそれが何に対する謝罪なのかが分からなかった。

　京司を無理矢理犯したことに対しての謝罪か？

　はたまた、京司の思いに答えられないことに対する謝罪なのか？

　しかし、それを問いたくとも、アサドは既に身支度を簡単に済ませ京司に背を向けている。拒まれているのだと分かっているのに聞けるはずがない。

　こんなことならば言わなければよかった。そう思ったが、時間を巻き戻せるわけもないし、発言自体を取り消すことも出来ない。

　後悔で胸が締め付けられる。涙で滲んだ視界の中にアサドが扉の向こうに消えていく姿が映った。

「すまない……」

　その一言を残し、扉が閉じられる。室内に残されたのは手酷い凌辱の痕と乱れたシーツ。アサドの香りを残す京司自身と打ち砕かれた恋情だった。

　ああ、やはり踏み込むべきではなかった。知ろうとするべきではなかったのだと、今更後悔してみても遅い。ほろほろと涙が京司の頬を伝う。

（もう、ここにはいられない……）

　振られてまでアサドにしがみつくのは御免だった。そこまでみっともない真似はしたくないし、アサドにも見せたくない。せめて去り際くらいは潔くありたい、というのが京司の気持ちだった。

　のろのろと、あちこち痛む体を起こしベッドを支えにしながら床の上に立ち上がる。

「……っ、う」

　ドロリ、とアサドが中で吐き出した白濁が京司の内腿を伝った。

　何故、何故、何故。何故、自分は女でなかったのだろうかと京司の頭の中をとりとめもない考えが浮かぶ。女であったならばアサドの子を宿せた。女であったならば、アサドの隣にいることが出来たかもしれない。

　しかし、女であったならきっと違う人生を歩んでいた。アサドに会うこともなかったかもしれないと考えると、やはり自分は男であってよかったと安心するのだ。

　それに、今の自分自身を否定したくない。今まで生きてきて良いことばかりとは決して言えない人生だが、だからこそ〝彩蝶〟としての京司が在る。

　ならば、やることは一つだ。

　京司は涙に濡れていた眦を乱暴に擦り、顔を上げる。その瞳には強い決意が炎のように揺らめいていた。








第８章　獅子の咆哮













　アサドに気持ちを伝えてしまってから二日後。京司はまだ宮殿内にいた。

　アサドとはあれから顔を合わせていないが、どうやら忙しくしているようで慌ただしく出掛ける様子を遠目に何度も目撃していた。それに伴って、隣の部屋に寝泊まりしていたはずのバハルも滅多に顔を見せなくなっていた。

　この二日間京司が何をしていたかと問われると、ただひたすら絵を仕上げていたのだ。幸い、と言っていいかは分からないが京司がアサドに手酷い凌辱を受けた次の日には、京司の手元にあの筆入れと画材道具一式が戻ってきた。それは、アサドとのゲームの終わりを意味していて京司の胸を軋ませたが、それを気にしていられるほど京司には時間が残っていなかった。

　アサドやバハルは何も言ってこないが、アサドとのゲームが終わった以上京司がここにいる意味はない。それに、本来ならば何の肩書も持たない京司が立ち入ることの出来ないこの場所にいつまでも留まっていていいはずがない。

　それが分かっていたからこそ、京司は寝食を忘れ筆を握り動かし続けた。

　滑らかに。時に激しく大胆に幾重にも色を塗り重ねた極彩色のカンバスに筆を走らせるその姿は、何かに取り憑かれているようでもあった。

　カンバスの中のアサドの後姿に様々な色をした京司の想いを塗り重ねていく。赤は憤怒、青は悲哀、緑は慈しみ。服も体も、顔も。想いの分だけ同じ色で汚しながら、ようやく描き上がったのは空に星が瞬き始めた頃だった。

「ふぅ……」

　細く吐き出した京司のため息が、昼間とは打って変った冷たい夜気に流されて消える。

　目の前には、〝彩蝶〟として最初で最後となる人物画が無節操にも見える色彩に彩られ、ほっそりとした頼りない月明かりに照らされていた。

　砂丘の先を見つめる後姿のアサドがカンバスの中にいる。それは、凛々しい獅子を彷彿させると同時にアサドの孤独をも感じさせる一枚だった。表現したいものは、この絵の中に全て詰め込んだ。あとは、アサドに渡すだけだった。

「……どうやって渡すかな」

　忙しい上に避けられているアサドに手渡し出来るはずもなく。だからと言って大事な作品を第三者に頼むことも京司の性格上難しい。

　カンバスを睨みつけながら暫く考えていると、コンッと軽く扉を叩く音がした。

　こんな夜更けに一体誰が何の用で訪れたのだろうか？

　訝しく思いながら扉に近付いていくと、扉の向こう側から「よお、元気にしてるか？」とニスルの小さな声が聞こえてきた。

　慌てて開けた扉の隙間から、アサドに似通った褐色の肌が覗く。頬にはまだ痛々しい痣が残っていたが、その口元には悪戯を企む子供の様な笑みが浮かべられていた。

「ニスルこそ、大丈夫だったのか？」

「まあな、体だけは頑丈なもんで。それより、これバハルから預かってな」

　そう言ってニスルが京司に手渡したのは、日本行きの航空チケットだった。

　チケットの日付は、明日の午後一時となっている。恐らく、バハルが手配してくれたのだろうが、これでは京司がアサドの戴冠式を見届けるなど到底無理だった。

　手の中の薄っぺらい紙一枚が、とてつもなく重く感じる。たった紙一枚で、アサドと京司はこれから隔てられるのだ。

「キョウジ、……本当にいいのか？」

「……これ以上どうしろっていうんだよ。俺は……振られてまでしがみつくような惨めな奴になりたくない」

「悪い……その、余計なこと言ったな。でも、これだけは言っとくぜ。アサドはお前を──」

「やめてくれ!!」

　悲鳴にも似た京司の声が窓から入り込む夜気を引き裂く。慰めなど欲しくなかった。余計な期待などもう持ちたくもなかった。

　京司とアサドの道はここで別たれる。どんな感情が裏に存在していようとも、それが全てだった。

　無意識のうちに握る手に力が籠ってしまっていたのか、皺が寄ってしまったチケットを京司はズボンのポケットにねじ込んだ。

「明日には、ここを出る。……絵を、アサドに渡してもらえないか？」

「分かった。直接手渡しとく。……日本に戻っても元気でな」

「……ありがとう。ニスルこそ、色々とほどほどにしろよ」

　含みを持たせた京司の忠告にニスルは笑った。

「分かってるよ。ま、アサド王に見咎められない程度に遊ばせてもらうさ」

　わざとらしく冗談めかしたニスルの口調は京司を気遣ってのことなのだろう。その優しさを無下にするわけにもいかない京司は形だけでも笑みを浮かべた。

「それじゃあ」

「ああ」

　短いやり取りを最後に、ニスルが扉を閉めた。パタン、と物悲しい音が京司の耳に届き、室内がまた静寂に包まれる。

　のろのろと重たい体を引きずって、京司は窓際に移動した。

　窓の外は、相変わらず高い塀が視界を遮ってしまい外の様子を知ることが出来ない。高い壁はアサドを捕らえる檻そのものに見え、京司は憎らしかった。この檻の中でアサドはこれから王として君臨すると共に一生涯を繋がれて生きるのだ。

　ここから、アサドを連れ出したかった。しかし、アサドはそんなことを望んでいないし、京司自身自分にそんな力がないことくらい、痛いほどに分かっていた。それならば、せめて側にいて孤独から救ってやりたいと思ったが、それすら京司には叶えられない。

「……はあ」

　吐き出すため息は重く。京司の頭上に輝く星夜にはとても似つかわしくないものだった。




　翌朝、まんじりともせずに朝を迎えた京司は広げていた画材道具をしまい、身支度を済ませていた。

　ニーラムザールに到着した時のような、Ｔシャツにジーンズのラフな格好の傍らには戻ってきたアサドが用意してくれたボストンバッグが一つある。中には戻ってきた筆入れが入っていた。

　後は、ここを出て空港に向かうだけなのだが、踏ん切りがつかずにいた。室内の時計は午前十時を指していた。飛行機の時間には時間には十分余裕があるのだが、先程からずっと扉の前をウロウロと落ち着きなく歩き回っては、また窓際に戻るという行動を三十分は繰り返している。

　いい加減にしなければと京司自身思っているのだが、中々体が動いてくれないのだ。

「はあ……」

　ここ数日、いやニーラムザールに来てからもはやくせになってしまったため息を吐き出しつつ窓際から外を眺めていると、ある人物の姿を視界の端に捉えた。

「あれは……」

　京司は思わず身を乗り出すようにしてその姿を確認する。

　神経質そうなフレームレス眼鏡の奥の瞳。細く尖り、何処か陰険そうな雰囲気を漂わせる面長のその顔は、一度会っただけの京司でも間違えようがなかった。イウサールだ。

（一体何を……）

　更に身を乗り出すようにしてイウサールが何をしているのか確認しようとするのだが、距離が開きすぎていて詳しいことまでは分からない。しかし、近付いたからといってアラビア語の分からない京司がイウサールが何をしようとしているか理解できるはずもないのだが。嫌な予感に突き動かされる京司には、そんなことを考える余裕などなかった。

　バッグを置いたまま、身一つで弾かれたように部屋から飛び出した京司はガルブの廊下を駆けた。

　時折、使用人とすれ違い、駆ける京司に不審げな視線が突き刺さったがそれを気にしているだけの余裕は残っていなかった。

　早く行かなければ、イウサールを逃がしてしまう。そんな気持ちばかりが京司の頭を占めていた。

　長い廊下を走りきり、中庭に近付くと回廊から建物外に出た。そしてそのまま、今度は建物の外壁に沿ってガルブの奥の方──イウサールがいたと思われる場所まで歩いていく。

　外の日差しと気温のせいもあるのか、建物外には人が見当たらない。それに心細さを感じつつも足を進めていると、ようやく京司の視界にイウサールの後ろ姿が映った。

　距離にして十メートルほどだろうか。遠目だが、イウサールが建物の角を曲がるのが確認できた。表情を見ることは叶わなかったが、京司の胸の中を嫌な予感がざらざらと這い回っていた。

（もう少し近付くか……）

　慎重に、京司は歩を進める。

　ゆっくりと、イウサールが消えた曲がり角まで歩いて行くと、京司の耳がイウサールの声を拾った。

『それで、計画の方は順調なのですか？　もし、万一しくじったりしたのならば……貴方、首が飛ぶだけでは済みませんよ』

『分かってますよ、イウサールの旦那』

　どうやら、イウサールの他に誰かいるらしい。イウサールとは別のしわがれた声が聞えた。

　意を決して、京司は角からそっと顔を覗かせた。

　二メートル程離れた場所に、イウサールと中肉中背の男の姿があった。男は薄汚れたカンドーラを身に纏っていて、どう見てもこの宮殿の関係者には見えない。

　京司の嫌な予感はその男を見て、更に膨れ上がった。

（一体、何者なんだ？）

　顔を引っ込め、ベッタリと背中を建物の外壁にくっ付けたまま京司は様子を窺うことにした。

『当日の流れはどうなっているのですか？』

『へぇ、勿論完璧でさ。既に根回しも済んで万全ですぜ』

　やはり二人の言っていることは理解できず、京司はアラビア語を学んでいなかった自分を恨んだ。ここにいるのが、自分ではなくバハルやニスルであれば有益な情報の一つ持って帰ることが出来たかもしれない。しかし、今この場にいるのはバハルやニスルでもない京司なのだ。それならば、京司に出来ることをするしかない。

　京司はズボンのポケットに突っ込んでいた携帯を取り出すと、ボイスレコーダーのボタンを押した。

　少し距離はあるが、周りが物静かなこともあって拾えないことはないだろう。

　録音したものをニスルかバハルに渡せば、イウサールを捕まえることも出来るかもしれない。そんな考えが京司の行動の根底にあった。

　京司の手は緊張からか、携帯を強く握り締めていた。危ない橋を渡っているのだと思うと、背中を嫌な汗が伝う。

　京司の存在に気が付いていない男が耳障りな声で口火を切った。

『で、当日の流れなんですが、王を守る衛兵の中に仲間を配置しておく予定で。まず、別動隊が門付近で騒ぎを起こし、次に兵に紛れ込んだ仲間が王や王子達を安全な場所に誘導するふりをして狙撃位置におびき寄せますんで。あとは、狙撃手が王子の頭をバーン!!　って寸法でさ』

『……アサド王子だけを殺すのでは些か不安が残りますね。ふむ、この際です。王族全てやってしまいなさい』

『はは、イウサールの旦那はおっかねえですな』

　下卑た笑い声に京司は反吐が出そうだった。きっと碌なことではないに違いない。そんな予感があった京司は一刻も早くこの証拠をアサド達に聞かせたかった。

　気が急いてしまっていた京司は、スマホのボイスレコーダーをそこで切ると来た道を足早に戻ろうとした。が、それは失敗だった。

　急く余りに足元に転がっていた小石に足が当たってしまったのだ。しかも、その小石はあろうことか建物の外壁に当たりコンっと小さい音を立ててしまった。

『誰だ!!』

　しわがれた男の声が京司の鼓膜を震わす。

（マズい!!）

　京司の体がビクリと強張る。隠れようにも目の前に広がっているのはひたすら見通しの良い一本道で、隠れられる場所など一つもなかった。咄嗟に京司は握っていたスマホを窓から室内へと放り投げた。そうして自分も窓から中へ入ろうと試みるも、窓が思っていた以上に高い位置にある上、焦ってしまっているせいで上手くいかない。早々に窓から逃げることを諦めた京司は元来た道を走り出したのだが、イウサールの方が完全に一枚上手であった。

　パンッ、と乾いた音と共に京司の足元すれすれの位置の地面が爆ぜた。

　本能的に危険を感じた京司の足が止まる。錆びついた錻力のようにぎこちなく振り返った先、イウサールが無表情のまま京司に銃口を向けていた。

『これはこれは、誰かと思えばいつかの鼠ですか。今日も、卑しく盗み聞きですか？』

　イウサールの見下したような視線で、バカにされていることは分かった。しかし、今の京司にとってはこの状況をいかに上手く切り抜けるかの方が大事であった。

　銃口は京司の左胸──心臓に照準を合わせたまま、じりじりとイウサールが距離を詰めてくる。ヘタな動きを少しでも見せれば、その瞬間に撃ち抜かれそうで、京司は身動き一つ取れなかった。

『それで？　貴方は何をしていたのですか？』

　目の前まで近付かれてしまったイウサールの問い掛けに答える術を、京司は持ち合わせていなかった。

　無言を貫く京司の態度にイウサールの眉が跳ねた次の瞬間、京司の側頭部に強い衝撃が走った。

「ぐっ、うぁッ!!」

　京司の唇から呻き声が零れる。身体が真横に吹っ飛ばされ、外壁にぶつかった。

　一体何が起こったのだろうか？

　頭が割れるように痛み、脳内が揺れていた。

『……答えなさい。貴方は、ここで何をしていた？』

「ぁぁ……ッ!!」

　一纏めに括っていた髪を強い力で引っ張られ、京司は無理矢理顔を上げさせられた。ぶちぶちと髪の抜ける嫌な音がする。京司のこめかみを何かぬるりとしたものが伝っていた。それが、ぽたりぽたりと顎先から滴り地面を濡らす。

　落ちた先の地面は赤黒く染まっていた。

　ああ、血が流れているのだ、と霞みがかった意識の中で京司は理解した。先程の衝撃は、恐らく何かで頭を殴られたのだろう。

『……答えろと言っているのが分からないのですか？』

　イウサールの尖った声がしたが、酷い耳鳴りのせいで京司は殆ど聞こえない。ただ、今にも途切れそうになる意識を保っていることで精一杯だった。

『…………チッ、これを連れて行きなさい。手段は問いません、情報を吐かせなさい』

　舌打ちと共に解放された京司だったが、男二人。しかも銃を持った相手から逃げ切るような体力は既になかった。

　頭への打撃のせいもあって、体を上手く支えることすらままならず、京司の体が地面に転がる。

　このまま捕まっては駄目だと思うのに、京司の体は糸が切れてしまったようにピクリとも動かない。そうこうしているうちにイウサールに命令されたらしき、あの中肉中背の男の手が京司へと伸びる。

（ごめん、アサド……）

　ただ、役に立ちたかった、それだけなのに。それすらも自分は出来ない。無力感が京司の胸を満たし、頬を血と一緒に涙の粒が伝い落ちた。

　徐々に狭まる視界の中、京司が見たのは下卑た男の笑みとイウサールの凍えるような瞳だった。




「い、ッ……」

　鈍く疼く頭の痛みに京司は小さく呻いた。薄く開いた瞼の隙間からぼんやりとぼけた明かりが差し込み、京司の意識を揺り起す。

（俺は……、何でこんな……）

　中々はっきりしない頭をフルに回転させながら途切れる直前までの記憶を思い出していく。

　確か、自分はイウサールを見かけて、後を追って……それから、イウサールと怪しげな男との会話を録音したはずだ。室内に投げ入れた姿は見られていないだろうから、イウサール達は会話が録音されたスマホの存在を知らないはずだ。確認する暇もなく投げ入れてしまったからどこに落ちたのかは分からないが、バハルやニスル、アサド。若しくはその三人に繋がる人たちに拾われていれば、イウサール達急進派を捕らえるだけの証拠になるはずだ。

　ようやく意識がはっきりしてきたところで、京司は辺りを見渡した。

　土壁で出来た家、なのだろうか。赤茶色の土が剥き出しの壁に囲まれた部屋は、扉が一つあるだけで窓が一つも存在しなかった。

　京司の頭上では、頼りない明るさの裸電球が寂しげに揺れている。

　全く見覚えのない部屋に京司は首を傾げた。

（一体、どこなんだ……？）

　簡素な部屋のつくりや雰囲気からして、京司が意識を失うまでいた宮殿ではないことは明らかだ。しかし、そうであるとしたらここは一体どこだというのか。それを判断するためにも、京司には情報が必要だった。

　取り敢えず、部屋の中を調べてみようと体を揺らした京司だったが、そこで自身の手足が縛られていることに気が付いた。

「ッ、く……」

　手は背中の後ろで麻縄で一纏めにされている上、両足首も同様に縛られているせいで立ち上がることすらままならない。どうにか解けないものかと藻掻いてみるも、ぎっちりと縛られていてちょっとやそっとでは解けそうになかった。

「くそッ!!」

　京司の唇が苛立たしげに吐き出す。こんなことをしている場合ではないのに。焦りが京司の中に生まれ、唇を噛み締めながらバカの一つ覚えのように麻縄と格闘している時だ。

「鼠にしては、愚鈍のようですね」

　突如開いた扉の向こう側から、イウサールが顔を覗かせたのだ。しかし、京司が驚いたのはそれだけではなかった。

「なんで、……日本語を……」

　信じられないとでも言いたげな呟きが震える唇から吐き出された。イウサールが部屋に入って来て告げた第一声は京司の母国語である日本語だったのだ。

　京司の愕然とした表情にイウサールの薄い唇が吊り上がる。

「なに、アサド王子の側近……確か、バハルでしたっけ。彼が王子と話す時はこちらの言葉を好むものでしてね。情報を得るために仕方なく覚えたんですよ。まあ、王子達は私が日本語を喋れるなどと思ってもいないでしょうが。しかし、そのお蔭とでも言いましょうか。不用心にも王子の予定などを私の目の前で話してくれることも多くてですね。本当に、バカですよねえ」

　いつになく饒舌なイウサールが歪んだ笑みを浮かべる。しかし、京司を見下ろすグレーの瞳の奥は底が見えぬほど昏く、京司は恐怖を覚えていた。

　ジャリッ、とイウサールが地面を踏む。一歩近付かれる度に、意識を失う直前に受けた痛みと銃口を向けられた時の恐怖を思い出した京司の身が竦んだ。

「さて、お喋りはここまでにしましょうか。……あの場所で、一体何をしていたのですか」

「……たまたま、通りかかっただけだ」

　京司にも、これが苦しい言い訳であることくらい十分に理解していた。しかし、本当のことを話すわけにはいかなかった。

「……下手な嘘はお止めなさい。私だって、あまり手を汚したくはないのですよ」

　聞き分けのない子供をなだめるような口調で話しながら、イウサールが懐から取り出したのは黒光りする拳銃だった。

　銃口は、真っ直ぐに京司の眉間に定められていて。その手際の良さからイウサールが手を汚すのはこれが初めてではないことが窺えた。

（何が、手を汚したくない、だ。……既に汚れきってるくせに）

　心の中で悪態を吐くことで、京司は襲い来る恐怖に負けないよう必死に自分を奮い立たせていた。

（兎に角、ここから出る方法を探さないと……）

　死の恐怖は京司の背後にまでひたひたと迫っていたが、京司はまだ諦めていなかった。諦めてしまったら、アサドと二度と会えなくなる。それどころか、みすみすアサドを危険に晒してしまうことになるのだ。京司には自身の命が危ないかもしれないといったことよりも、そちらの方が耐えきれなかった。

「……まったく、私も暇ではないのですがね」

「だったら、俺に構わず戻ればいいだろ」

　少し前まで恐怖に震えていた筈の京司が、イウサールを睨みつけ気丈に言い返す。こんな言い方をすればイウサールの神経を逆撫ですることくらい分かっていたが、どうしても止めることが出来なかった。

　案の定、と言うべきか。イウサールの眉がぴくりと跳ねた。

「……鼠ごときが、私にそのような口を叩いて許されるとでも思っているのですか？」

　静かではあるが、明らかな怒りを滲ませたイウサールの瞳が京司を射抜く。額に向けられていただけの拳銃の銃口をゴリ、とこめかみ辺りに強く押し付けられ、京司は痛みに眉を寄せた。

　銃口を押し付けられ畏縮すると思われた京司だったが、イウサールの目論みは見事に外れた。

「……鼠じゃない。それに、アンタに許してもらう必要も……ない」

　脅しに屈するどころか、京司は怒りのこもる口調で吐き捨てたのだ。

　割れるかと思うほどにギリッ、と奥歯を噛み締め、ありったけの憎悪と怒りを込めた瞳でイウサールを睨み付ける。

　これには、流石のイウサールも予想外だったのか。蛇の如き温度を感じさせない表情に動揺が走った。

「ほう、……生意気ですね。そんなに死にたいのであれば殺して差し上げます……と言いたいところですが。貴方には、死ぬ前に役に立ってもらいますよ」

「……何を」

「なに、簡単なことです。貴方はここにいてくれればそれでいいのです」

　京司がここにいたとしてもイウサールにメリットなど一つもないはず。それどころか、見つかる可能性を考えると今すぐにでも始末した方がいいと思うのだが。

「意味が分からないんだが……」

　疑問だらけと言った表情で京司が呟くと、イウサールは眼鏡の奥の怜悧な瞳を輝かせた。薄く、歪にたわんだ唇からさも愉快と言った笑い声が零れる。

「ふふ、アサド王子と親しいのでしょう？　部下から報告が上がっています。なんでも、体の関係があるとか……」

「ッ……」

　イウサールの言葉に京司の心臓がドクリと音を立てた。イウサールは京司に揺さぶりをかけるためにこんなことを言っているのだから、悟らせないためにも何の反応もしてはいけないと頭では分かっている京司だが無意識のうちに瞳が揺らいでしまう。

　舐めるようなイウサールの視線が床に転がる京司の全身を這い回る。

「大人しそうな顔をしていて貴方も中々やりますね。……ねえ、どうやって王子をたらしこんだんですか？　この顔で？　それとも、この体でですか？」

「違う、俺はそんなんじゃ……。それに、アサ……王子にはそういう関係の奴なんて沢山いるんじゃないのか？」

　自分で言ったことだが、京司は胸が痛むのを感じていた。アサドは京司にとって唯一の存在であるが、アサドにとって京司は唯一の存在にはどうしたってなれないのだ。

　今も、自分がこうしている間にもアサドは他の誰かを抱いている可能性だってある。

（考えるな……考えたら、駄目だ……）

　京司は頭を振って余計な思考を追い出す。イウサールと対峙している時だからこそ、少しの揺らぎも見せてはならない。

　気丈に睨み続ける京司の傍に、イウサールがしゃがみ込んだ。また、痛い目に遭わされるのだろうかと京司の体が強張るが、いつまで経ってもイウサールが京司に手をあげる気配がない。

　不審に思っている京司の耳元にイウサールの生温い吐息がかかった。

「いいことを教えて差し上げましょうか。……王子は、確かに不特定多数との体の関係はありますがが、皆一夜限りのです。二度目はありません。必ず、その者と一夜を過ごしたその次の日には宮殿内から追い出してしまうのだとか。ああ、それとこんな噂もありましたね。確か、ニスル王子に毒を盛られた一件以来特定の人間しか側に置かなくなった、と……」

　耳孔に流し込まれるイウサールの声は毒のように甘く、京司の体を蝕んだ。自分は、アサドにとって特別だったのだろうか。そんバカな期待が捨てきれず、京司の胸を疼かせた。

「貴方は、一夜で追い出されましたか？　追い出されていないから、ここで私に捕まっているのでしょう？　ほら、アサド王子にとって貴方は特別なのですよ」

　惑わされては駄目だ。そう思っているのに、京司の頭の中で〝特別〟という言葉がグルグルと回る。イウサールを睨みつけていた筈の瞳は大きく揺れ、地面をただ映しているだけだった。

「違う、俺は……。同情でおいてもらっていただけで……」

　否定する京司の声は今にもかき消えてしまいそうなほどにか細く、頼りない。

「アサド王子が、同情？　あの王子は、同情なんかでよく知りもしない人間を側におく人ではないですよ。それもこれも、貴方が王子にとって〝特別〟だからです」

　ドクン、ドクンと心臓が耳の直ぐ側で鳴っているようだった。毒が、甘く京司の思考を痺れさせていく。

　アサドにとって、自分は〝特別〟であったと自惚うぬぼれてもいいのだろうか？

　絡めとられていく。大きく膨れ上がり過ぎた期待は京司の冷静さを奪うには十分すぎるものだった。

「俺は……アサドにとって〝特別〟だった……？」

　震える声でイウサールが口にした言葉を繰り返す。

「ええ、そうです。だからこそ、王子は貴方を助けにこの場所に来るはずです。嬉しいでしょう？　貴方は、それだけ王子に大事にされている」

「……アサドが、来るはずない……」

　否定していても、京司は心のどこかでアサドが来てくれることを望んでしまっている。アサドが自分を助けに来るということは、そのままアサドの命の危険を意味しているのに。

　浅ましい願いに自分の汚さを見たようで、京司の中に苦い気持ちが広がる。

「さて、アサド王子が来るまで貴方にはお付き合いして頂きますよ。といっても、そのまま床に転がっているのも退屈でしょうから……少し、楽しいことでもしましょうか」

　イウサールはそう言って、京司の頬を撫でた。性的なものを連想させる厭らしい触れ方に、京司の背を悪寒が走った。

「私は、そんな性癖は持ち合わせていないのですが……あの王子がはまったのですから、相当に具合がいいのでしょうね」

「いや、だ……ッ!!」

　京司は服越しに体の上を這い回るイウサールの手から逃れようと体を捩った。アサド以外に触れられるのは嫌だったからだ。

　しかし、手足を縛られているせいでまともに抵抗できず、イウサールの手が京司のシャツの裾から侵入を果たした。

「う……、止め……」

　アサドとは違う手の感触と体温に吐き気が込み上げる。無遠慮な手つきで薄い胸を弄られ、痛みが京司の体を更に強張らせた。

　アサドに触れられるだけで硬く凝るようになってしまった胸の尖りははイウサールに触れられても全く反応せず、柔らかいまま。それを加減なしに捻られ、京司の瞳に涙が滲んだ。

「……、触りがいのない胸ですね。やはり、私は女性の方が好きです」

　イウサールの面白くなさそうな呟きに京司は苛立ちが募る。勝手に触っておいて、触り甲斐がないなどとどこまでも京司をバカにした言葉である。

「なら、……もう、止め──」

〝止めればいいじゃないか〟と言おうとした京司だったが、それはイウサールの声に遮られた。

「そう言えば、私が止めるとでも？　ただの性欲処理なのですから、突っこめる穴があればそれで構いませんよ」

　イウサールの言葉は京司の怒りを煽るには十分すぎるものだった。

「な、ッ──ふ、ふざけるな!!」

　あまりにもバカにしすぎている。京司はイウサールの言うような理由でアサドと体を繋げたことは一度としてない。

　確かに始まりはアサドに無理矢理されたが、言葉を交わし、共に過ごすうちにアサドにならば抱かれても構わないと思えるようにすらなっていた。そこには、ちゃんと京司の気持ちが存在していて、決して性欲処理のためではなかった。

　しかし、京司の怒りはイウサールには理解できなかったようである。

「ふざける？　私が、ですか？　残念ですが、私は至って真面目ですよ。愛や恋などなくとも、体は繋げられる」

　淡々と、そう言いながらイウサールは京司のズボンに手を伸ばした。

　イウサールの意図に気が付いた京司は腰を逃がそうとしたが、イウサールが動く方が速かった。

「男は簡単な生き物です。快楽に弱く……ここに触れられると、どんなに嫌いな人間の手であっても反応してしまう」

　ジイィッ、とファスナーの下ろされる絶望的な音が京司の耳に届く。

「……う、ッ……」

　まだ柔らかなそこを、下着越しにイウサールの指が撫で京司は息を詰まらせた。細く尖った指先で竿やその下の陰嚢までをも揉まれ、京司の中に眠る快楽が引きずり出されていく。

　下着越しに扱かれ、そのもどかしさに京司の腰が揺れる。それがたまらなく悔しかった。感じたくないのに、京司の体は京司の心を裏切りイウサールの手に反応し始めていた。

「ほら、硬くなってきましたね……口では嫌と言っていますが、貴方の体は随分従順なようだ。これも、王子の躾のお蔭ですか？」

「違う……違うッ!!」

　事実を認めたくない京司は何度も頭を横に振る。生理的なもので仕方がないと分かっていても、自分の体が許せなかった。

　既に芯を持ち始めた京司のペニスを、イウサールが下着の中から引きずり出す。

「へえ、これは……王子はけっこうな趣味をお持ちのようですね」

　イウサールの呟きに京司が視線を下げる。すると、そこには無毛に近い状態の肌がずり下げられた下着から覗いていた。

　白い肌の上に短く、明らかに剃られたと分かる陰毛が疎らに生えている。その光景は、滑稽であるが、それと同時にアンバランスさも同居していて京司の瞳に淫猥に映った。

「ここを幼子のように無毛にされて、恥ずかしくはないのですか？　それとも、それにすら感じてしまう変態なのでしょうか」

　イウサールの詰りが京司の心を抉る。

　決して変態ではないと否定しようにも、イウサールの手の中で芯を持ち始めた京司のぺニスがそれを許さなかった。

「……貴方はここも色素が薄いのですね。王子は、ここをどんなふうに触ったのですか？」

　指先が京司のペニスの先を突く。京司の肌自体が白いからか、そこはイウサールの言う通り色素が薄く、それ故に無毛であることが一層際立っていた。

　薄赤く熟れた亀頭部分を指の腹で擦られ、京司は腰からせり上がる快感を堪えるようにきつく唇を噛み締めた。

「っ、く……、ぅ……」

　それでも殺しきれなかった声が熱い吐息と一緒に零れる。こんなことならば、一息に殺してもらった方がずっとマシだった。アサドにこの姿を見られでもしたら、それこそ生きていけない。

　いっそ不感であればよかったのかもしれないが、それは無理な話だった。それならば、せめて痛みで誤魔化そうと京司は背中で縛られている腕に強く爪を立てた。

　ぎちり、と肉に爪が食い込み、体の中を痛みが走り抜ける。イウサールの手は相変わらず京司のペニスを弄び続けているが、痛みで相殺されているからか先程のように込み上げてくるような快感はなくなっていた。

　これならば、イウサールの前で無様な姿をこれ以上晒すことは避けられるかもしれない。京司はそんなふうに思い始めていた。

「……抵抗しますか。まあ、それもいいでしょう。貴方がそうするのならば、私も好きにさせて頂きますよ」

　急に反応の鈍くなった京司を訝しく思ったのかイウサールの手が止まった。それに安堵する間もなく、京司を次の不幸が襲った。

　衣擦れの音が京司に嫌な予感を抱かせる。

　京司の目の前でイウサールが自身のペニスを下着から取り出す。アサドのように太くはないが、細く長さのあるそれは蛇のようにも見えた。

「今度は私の番です。しっかりと奉仕してくださいね」

　そう言って、イウサールはあろうことか京司の口元にそれを宛がった。勿論、京司が素直に応じるはずもない。固く口を閉ざし抵抗した京司だが、頭をしっかりと固定された上に鼻を摘ままれてしまい息苦しさに喘いだところを割って入られてしまった。

「ん、む……ッ」

　長いそれが京司の咥内を蹂躙する。長さがあるせいで、喉の奥に突き刺さり京司はえずきそうになった。しかし、吐き出そうともがくも頭を固定されているせいで吐き出せない。舌で押し出そうともしたが、何とも言えない青臭さが舌先をつき吐き気が込み上げるだけだった。

　それならば、噛みついてやろうと思った京司だったが、イウサールには京司の思考などお見通しであったらしい。

「噛みつこうだなんて無駄なことは考えない方がいいですよ。アサド王子と二度と会えなくなってもよいのですか？」

　そう言って銃口の先で突いたのは、京司の頭だった。硬い感触に京司の肝が縮む。いつ撃たれるかといった恐怖が京司を苛み、嫌々口を動かすしかなかった。

　生臭く熱いそれがぬるぬると京司の咥内を犯す。上あごや頬の粘膜を先端でこそげるように擦られ、先走りを塗り込められた。

　イウサールのペニスが硬く育つ度に感じる脈動が気持ちが悪い。京司は早く終わってくれと祈るように目を瞑り、必死に頭を前後に動かした。

　鈴口から溢れる先走りが唾液と絡まり、京司の口端から流れ落ち地面を暗い色に変えていく。

　じゅぷじゅぷ、と泡が立つほど激しく出し入れされ、京司は苦しさに涙を溢した。

「っ……く、イイですよ……。そのまま、口の中に出して差し上げます……ッ」

「ん、うッ……や……ぐ、ぅッ!!」

　ドクリと京司の咥内の中でイウサールのペニスが跳ねる。限界が近いのだと分かった京司はそれを吐き出そうとするのだが、イウサールはますます深く京司の咥内に押し入ってきた。

　奥の奥までイウサールのペニスに塞がれ、呼吸が出来ない。京司は苦しさから体をのたうたせた。しかし、それがいけなかった。

　きゅう、と喉が狭まり咥内を我が物顔で蹂躙するそれをきつく締め付けたのだ。

「く、……ッ……あ、ああ……ッ!!」

　呻きと共にぶるり、とイウサールが身震いし、京司の咥内で限界まで育ったそれが爆ぜた。熱い白濁が京司の喉の奥を叩く。

「ん──ッ!!　ぐ、……ゴホ、ゲホッ!!」

　青臭い匂いが京司の咥内一杯に広がる。粘度の高いそれが喉の奥に絡みつき、京司は何度も噎せた。

　吐き出そうにも大部分は奥に流れてしまい、気持ちの悪い感触と味だけが舌先に残っていた。

　激しく噎せ続ける京司を尻目に、イウサールは自身のモノをしまい服装を直しながら笑った。

「娼婦のそれよりはぎこちなかったですが、またそれも味があってよかったですよ。変にこなれていない分楽しめる」

　達したばかりだというのに、イウサールの顔には気怠さの一片も見受けられず、淡々とした表情が戻っていた。

　文句の一つでも言ってやりたいのに、呼吸する度に青臭さとえぐみが蘇り、喉の奥から吐き気が込み上げた。

「う、…………ッ……、ケホッ……」

　胃の底から込み上げるそれを押し止める術はなく、京司は地面の上に吐瀉物を撒き散らした。

「まったく、汚いですね」

　涙と鼻水や吐瀉物、土で汚れきった京司をイウサールが冷たい瞳で見下ろす。

　まるで汚らわしいとでも言いたげな視線に晒され、京司の中で怒りに再び火がつき始めた。

　理不尽な仕打ちをされて、何故そのような瞳で蔑まれなければならないのか。そして、そもそも何故ここまでしてアサドを呼び寄せる必要があるのだろうか。

　カマルにイウサールとアサドが政敵同士であるのは教えてもらっていたし、アサドが王になった時のイウサールに生じるデメリットも分かっているつもりだ。だからこそ、イウサールはアサドの邪魔をして戴冠を阻止しようとしているのだから。しかし、それにしてもこれは行き過ぎているのではなかろうか。

　京司には、どうにもこの計画にはイウサールの個人的な私怨が混じっているような気がしてならなかった。

（アサド……頼む、来ないでくれ……）

　京司は祈るような思いで扉を見つめる。今のイウサールの前にアサドが現れてしまったら、と考えると心臓が強く掴まれたように痛んだ。




　どれほどの時間が経った頃だろうか。窓一つない部屋の中では時刻を推測するのは難しいが、三時間以上は経っているような気がした。

　先程から、退屈そうに壁に寄りかかっていたイウサールがおもむろに懐から銃を取り出し、銃口を扉の方へと向けた。

　一体何が起きているのかと首を傾げた京司だったが、その理由はすぐに分かることとなった。

　扉の向こう側で複数人の争う声と物音がする。近付いてくる一つの足音に、京司はまさか、と思った。

「キョウジ!!　ここにいるのか!?」

　ドンドンと激しく扉を叩くその人物の必死な様子に、京司は涙がこぼれた。来てほしくないと思っていたのに、来てくれたことがたまらなく嬉しい。

「ッ、アサド!!　俺はここだ、……大丈夫だから。だから……ここに来ちゃ駄目だ……」

　ここまで来てくれただけで、もう十分だった。扉を壊すような勢いで叩くアサドに、京司は涙で詰まりながらもそう告げた。ここでアサドが引き返したとしても、京司は恨むつもりなど毛頭ない。

　最後に、アサドにこんなにも大事に思われていたのだと知ることが出来ただけで、十分すぎるほど幸せだった。

　だからこそ、もう必死になってここを開けなくてもいい。自分に構わず、今すぐにここから立ち去ってほしい。それなのに、アサドは京司の名前を切羽詰まった声で何度も呼ぶのだ。そうして、とうとう扉がアサドによって蹴破られる。

「キョウジ!!」

　京司の姿を目にした途端、側に駆け寄ろうとするアサドだったが二歩ほど進んだところでその歩みは唐突に止まった。

「おっと、それ以上こちらには近寄らない方がいいですよ」

「う、ッ……」

　骨ばったイウサールの指が京司の腕を掴み引き寄せる。アサドに向いていた銃口は、京司の頭に押し付けられ痛いほどだった。

　京司の目の前のアサドは、今にもイウサールを食い殺してしまいそうな瞳で睨みつけていた。

「……何のつもりだ……」

　全身から怒りを立ち上らせながらアサドが低い声で吐き捨てる。目の前の京司ですらアサドのそんな様子に圧倒され無意識に身が震えるというのに、怒りを向けられているはずのイウサールは怯えた様子もなく酷薄な笑みをその唇に浮かべていた。

「何とは？　見ての通りですが。しかし、この部屋に来るまで何人も見張りがいたはず。それなのに王子一人足止めできないなんて、役立たずばかりですね」

「私一人ではない。お前の配下の者は私の護衛達が相手をしている。が、じきに勝負がつくだろう。今、大人しく銃を捨て京司を解放し、降参するというのならば刑を軽くしてやろう」

「そう言われて降参する程度であれば最初からこのようなことしませんよ。それに貴方のその言葉は信用なりません。貴方は自身が優位であると思っていらっしゃるようですが、この方の命は私が握っているのだということを忘れてないでください」

　ぐりぐりと遠慮容赦ない力で硬い銃口がこめかみの部分にめり込む。イウサールの指はトリガーにかかっていて、いつ発砲されるか分からない恐怖が京司の足元から這い上がってくる。

　ドクドクと煩い心音と、今にも叫び出してしまいそうなのを必死にこらえ京司はアサドを見つめた。

「何が望みだ。……私が、戴冠式を辞退すればお前は満足なのか？　それともお前が欲しいのは私の命か？」

　京司を人質にとられているからか、慎重さの窺える声でアサドはそう問うた。

「そんなっ!?　アサド駄目だ、こいつの言うことなんて──ッ、が!!」

〝聞く必要はない〟と言おうとした京司だったが、唐突に銃身で殴られ意識が一瞬飛んだ。脳が揺さぶられる感覚とアサドの「キョウジ!!」と叫ぶ悲痛な声が耳鳴りに重なって聞こえる。

「ッ、戴冠式は辞退しよう。命だってくれてやる。だから、キョウジは無事に帰してやってくれ」

〝駄目だ〟と叫ぼうにも上手く声がでない。このままでは、アサドが自分のために命を投げ出してしまう。京司は力の入らない体で無理矢理顔を上げ、アサドを見つめ続けた。

　お願いだから、自分のために死んでくれるな。そんな思いを込めた視線にアサドは首を横に振った。

「キョウジの命が助かるのならば、この命くらいやすいものだ」

　アサドの声にも、瞳にも迷いの色はなかった。

　京司はアサドの声に弱々しく頭を振る。それでは駄目なのだ。アサドが死にイウサールを王にしてしまったら、アサドの過ごしてきたあの孤児院も、一緒に散策した市も全部なくなってしまう。

　アサドが京司に傷付いてほしくないと思うように、京司もまたアサドに傷付いてほしくない。

　どうにかしてこの気持ちを伝えたいのだが、殴られた時のダメージが残る体は京司の思い通りになってくれなかった。

　京司の頭上で、イウサールの声が聞こえた。

「……そうですね、貴方をこの場でただ殺すだけもつまりませんし……。あぁ、そうだ。貴方には貴方の手でカマル様やニスル様、王族に連なる者を殺してもらいましょうか。私たち急進派が暗殺を実行するとなるとリスクがあります。その点、貴方ならば身内であるだけに警戒されにくい」

「……下衆が。私に、お前たちの傀儡になれと？　そう言いたいのか？」

「ええ、その通りですよ。それと、口の利き方には気を付けてください。この方がどうなってもいいのですか？」

　優位性は自分にあるとでも言いたげにアサドの目の前でイウサールは銃をチラつかせる。動かす度に、京司の頭にごつごつと銃口が当たり、イウサールに命を握られているのだと嫌でも思い知らされた。

「さて、返事を聞かせてもらえますか？」

　イウサールの挑発に、アサドの怒気が膨れ上がる。握りしめた拳からは細く血が流れ、ブルブルと震えていてアサドの怒りが頂点に達しているのが窺えた。

「要求は呑めん。が、この命ならばくれてやる。だから京司を離してくれ」

「ふむ、まだ足りませんね。あぁ、そうです。そこに貴方が平伏する姿を見せて頂ければ、解放する気になるかもしれません」

　イウサールが〝そこ〟と指差したのは、荒い小石混じりの赤茶色の地面だった。

　そこまでする必要はない、と声を上げようとした京司よりも早く、アサドが動いた。

　土を踏みしめる音が室内に響く。アサドのあの真っ白なカンドーラに赤茶色の土が付着する。膝を付き、ついには土下座のように頭まで地面につけたアサドが屈辱を堪えるように顔を歪ませていた。

「京司を……離してやってくれ」

「く、くくッ……ははッ!!　それほどまでにこの日本人が大事なのですか!!　やはり平民の女から生まれた方は仰ることが違いますねぇ」

　狂ったような嘲笑と共に、イウサールは京司を地面の上に放るとアサドの頭を踏みつけた。

「ぐ、……ッ……」

　低い呻きがイウサールの足の下から聞こえる。京司の目の前でアサドの芸術品のような美しい顔が土で汚れていく。

　京司の頭の中が怒りで真っ赤に染まる。これ以上、アサドが傷つけられるのを黙ってみていられるほどバカでも意気地なしでもなかった。

「このッ!!」

「な──ッ!?」

　驚いた声と共に、京司とイウサールの体が地面に転がる。意識が完全にアサドの方に向いていたところを、京司が背後から体当たりをしたのだ。

　完全に不意打ちだったのか、イウサールは地面に倒れこみ白色の上質なカンドーラが無惨に汚れていた。そこをすかさずアサドがイウサールから銃を奪い遠くへと投げた。暴れるイウサールをアサドが殴りつけ昏倒させる。

　手足を縛られたまま受け身すらとれずに顔から地面に突っこんでしまい、口の中に土のじゃりじゃりした触感と鉄の味が広がる。小石か何かで唇を切ってしまったのかもしれない。

　しかし、京司は自身の怪我よりもアサドの方が心配だった。慌てて確認しようと顔を上げた京司だが、アサドに強い力で引っ張られ腕の中に飛び込んだ。

「キョウジ、無事か？　まったく、無茶をする……」

　呆れたような、それでいて京司の無事に安堵したような優しいアサドの声が頭上でした。息が出来ないのではと思うほどにきつく抱きしめられ、京司の目尻に涙が盛り上がる。

「アサド、ごめん……俺のせいだ」

　謝罪が嗚咽混じりに零れる。イウサールを見かけた時に、アサドの役に立てるかもしれないと後を追ったのがまずかった。京司がイウサールの後を追わなければ、京司が捕らわれることもアサドが屈辱的な目に遭うこともなかったのだ。そう思うと、京司は自分を責めずにはいられない。

　しかし、アサドはそんな京司の内心の呵責を理解しているのか優しく唇から流れる血を指先で拭い、言った。

「気にするな。お前は私を陥れるためにイウサールに利用されただけなのだ。全ての責は私にある」

「でも──っ、ん!!」

　尚も言い募ろうとする京司の唇に温かい何かが触れ、すぐに離れていく。間近にあるアサドの顔から、京司は触れたそれがアサドの唇であると悟った。

「それ以上言うな。お前のスマホにイウサール達の会話が録音されていた。私のためにそうしてくれたのだろう？　私は、お前のその気持ちが嬉しいのだ。だから、謝るな」

　優しい声に絆されてしまう。今、アサドの腕に縋りついたら京司がした折角の決意が揺らいでしまう。そう理解していても離れることは難しく、京司は厚く、鼓動が響くアサドの胸に頬を擦り寄せた。

　鼓膜を通して伝わる心音に自分もアサドも生きているのだと安堵を覚えた。アサドとこうやってまた触れあい、言葉を交わせることがたまらなく嬉しい。

「アサド……」

　言いたいことは山ほどあった筈なのに、京司の口から出たのは一言だけ。残りはどこかに吹き飛んでしまった。

　強く、苦しいほどに体を掻き抱かれ、求められている実感が京司の中を満たしていく。

　こんなにも自分はアサドを求めているのに、離れようとしたのがバカだった。離れられると思っていたのが愚かだった。

　京司はもどかしいとばかりに、縛られている腕を揺すった。アサドを自分も抱き締めたいのに、縛られたままではそれすらも儘ならない。

「アサド、これほどけるか……？」

「ほどけるが、今はここから出るのが先──キョウジ!!」

「え？」

　京司は一瞬何が起こったのか分からなかった。

　何かが破裂するようなパンッ、といった音が不自然にアサドの声を遮ったと思ったら、気が付くとアサドに抱き締められたままの状態で地面に転がっていた。

　鼻先を掠めるこの香りは、一体何だろうか？

　京司の人生ではあまり馴染みのない匂いと、もう一つは鉄っぽい何かだ。痺れたような思考の中で京司が顔を上げると、驚くほど近くにあるアサドの顔に苦悶の色が滲んでいる。それを見て、ようやく京司の頭の中で何が起こったのか繋がった。

　誰かがアサドと京司に向かって発砲したのだ。しかし、京司の体には痛むところがない。

　さあっと京司の顔色が引いた。

「アサド!!　撃たれたのか!?」

「っ、……腕を掠っただけだ。京司は、無事だな？」

　痛みを堪えようとして失敗したのか、アサドの眉間がきつく寄せられる。自分の方が怪我をしているというのに、アサドは京司の心配ばかりだ。それが京司には腹立たしかった。

（ここから、早くアサドと逃げないと……）

　怪我の程度を確かめていないから分からないが、アサドの〝掠り傷〟との自己診断は京司を気遣って軽く言っている可能性もある。

　一刻も早く医者に診せ処置を施してもらわなければならない。そう思うのだが、京司はいまだに縛られている上にアサドが怪我を負っているとなると、逃げ切るのはどう考えても困難である。

　何か、打開策はないだろうか。焦る気持ちで辺りに視線を走らせていると、背後で砂を踏む音が聞こえた。

　京司の心を絶望が黒く塗りつぶしていく。イウサールは部屋の隅で昏倒したままであるから彼でないことは確かだ。では一体誰なのだろう。そう思い背後を振り返ると、アサドの護衛がよく身に着けている黒スーツの男がアサドと京司に銃口を向けていた。

『……まったく、イウサールの旦那には困ったもんです。本当なら放っておきたいところなんだが、ここで旦那が捕まっちまうと俺らにもとばっちりがくるもんでさ』

　アラビア語で言葉の内容は分からないが、しわがれたその声に京司は聞き覚えがあった。

（こいつ、イウサールと中庭で話していた男か!!）

　カチリ、と上がる撃鉄の音で銃口が自分に向けられたのだと京司は理解した。それを肯定するように、アサドの抱擁が強くなり、広く逞しい体が京司の上に覆いかぶさる。

　きつく、きつく抱きしめられ、京司の呼吸までもが止まりそうだった。庇ってほしくなどないのに、この体はアサドを押し返すことも出来ない。せめて声を上げようとするも、アサドの広い胸に顔を押し付けられてしまいくぐもった吐息が零れるばかりである。

『あんたらに恨みはないんですがね。まぁ、運が悪かったと思って死んでくださいよ』

『貴様、何者だ……』

『俺はただイウサールの旦那に依頼されただけの男ですよ。ま、依頼はアサド王子や王族を消すだけなんですが、そこの東洋人には色々と見られちまいましたから』

『……お前のお前の背後にイウサール以外の者がいるな。他国の手の者か？』

『さぁ、俺には答えられませんよ。残念ですが、そろそろ時間でさ。なに、痛いのは一瞬です』

　京司が死を覚悟した瞬間だった。

『そうは、させるかよっ!!』

　ここにいるはずのないニスルの声が京司の鼓膜を揺らす。

『な──どうして!!』

　声とニスルが投げた何かに男が一瞬気を取られ、銃口がぶれる。それをアサドが見逃すはずもなかった。

『──ッ、よそ見をしていてもいいのか？』

　怪我を負った身で有りながら、アサドは俊敏に体を撥ね起こす。いつの間に抜いたのであろうか、腰に佩はいていたジャンビーヤが片手に握られていた。身を低くしたままのアサドが男との距離を一瞬で詰め、ジャンビーヤが男の銃を持つ手を狙い美しい弧を描いた。

　銃と刃がガッ、と大きな音を立てて噛みあう。しかし、それも一瞬のことで勝負の勝敗はすぐに訪れた。

　力負けして刀身に弾かれた銃が男の手からあっさりと離れ、後方へ飛んでいく。慌てて男がそれを拾おうにも、アサドがそれを許すはずがなかった。

　鈍色の光を放つ刃が男の首元に突きつけられる。僅かでも動いてしまえば触れた部分から切れてしまいそうな近さと刃の鋭さに、男の顔に初めて恐怖の色が浮かんだ。

『ッ、……殺すならば一思いにやってくださいよ』

『私はそうしたいが、お前には吐いてもらわばならんことがあるからな。それまでは生かしてやる……ただ、──』

　不意にアサドの声が途切れる。一体何ごとかと見守る京司の目の前で、アサドの手がジャンビーヤを利き手ではない左手に持ち替えた。そうして、握りしめた拳を男の頬目がけて叩きこんだのだ。

『ぐ、ッ──が、ぁッ!!』

　渾身の一撃をまともに喰らった男の体が地面の上を何度も転がり、やがて壁に激突して止まった。

『キョウジに銃口を向けた償いはしてもらうぞ』

　アサドは怒りのままに、そう吐き捨てた。相当アサドの力が強かったからか、はたまた殴られ慣れていないからかは分からないが、男は地面の上で伸びてしまっていた。

「キョウジ、すまない。今、縄を解いてやるからな」

　ジャンビーヤを再び腰に佩き直したアサドが慌てた様子で京司に近付いてくる。その左腕──上腕辺りが赤く染まっていて、アサドが動く度に赤色がどんどんと広がっていく。止まる気配の見えない赤い液体に京司の中でアサドを失ってしまうかもといった恐怖が生まれる。

「アサド、俺はいいから。早く手当てを!!」

　そう必死に訴えかけるも、アサドは聞き入れず京司の縄に手を伸ばす。

「構わん、掠り傷だ」

　アサドが手を動かす度に新たな血が地面に滴っていく。アサドは傷の痛みを無視して作業しているのかその褐色の肌の上には珠のような汗が幾つも浮かんでいた。

「何が〝掠り傷だ〟だ。思いっきり抉れてるだろ、これ」

　アサドの手を止めたのは、渋い顔をしたニスルだった。左手を掴みアサドの傷口を検分したところ、やはり怪我の程度が酷かったのか眉を跳ね上げていた。

「ニスル、離せ。キョウジの縄を解かねばならんのだ」

　掴むニスルの手を振り払おうとしたアサドだが、怪我のせいで力が入りにくいのだろう。振り払うことが出来ず忌々しそうにニスルを睨んでいる。しかし、ニスルとてここで引き下がるつもりもないらしい。「キョウジの縄は俺がするから、お前はすぐに病院に行け。これは兄命令な。ほら、表に車停めてっから、さっさと行って来い」と言って有無も言わさぬ様子でアサドの背を出口に向かって押し始めた。

　京司も、これについてはニスルの方が正しいと思う。アサドには早く治療を受けてほしいので黙って成り行きを見守っていた。

「っ、だが……」

「だがもヘチマもねぇっての。ほら、協力するってなった時に約束しただろ？　確か、〝今までの悔恨を全て水に流してやる。何ならば、一つだけ望みを聞いてやってもいい。だから、キョウジを助けるために手を貸してくれ〟だっけ？　あれは嘘だったのかよ？」

　中々部屋を出て行こうとしないアサドにニスルも強行手段に出たようだ。ニスルが口にしたのは、京司がイウサールに捕らわれている間のやり取りで、それを耳にした途端にアサドは表情を曇らせる。

　その反応からニスルが決して嘘を言っているわけではないのだと京司はすぐに分かった。

　現に、アサドがニスルに対して文句の一つも言えないでいる。

　押し黙ってばつの悪そうな表情を浮かべていたアサドだったが、もう一度京司の方に振り返り「話したいことがある。だから、日本に帰国するのは待ってくれ」と告げるだけ告げて、蹴破られ開いたままになっている扉から部屋を出ていってしまった。

「あーあ、ったく。いくら俺がキョウジの前でバラして恥ずかしかったからって、答え聞かずに行ってよかったのかよ。まったく、キョウジが帰ったりしたらどうすんだろうな、あの阿呆弟は……」

　アサドの後ろ姿が完全に見えなくなると、ニスルがぼやきながら京司を締め付けている縄をほどきにかかった。

　キツく戒められまったく動かなかった腕が少しずつ縄がほどけるにつれ自由を取り戻していく。

　五分もしない内にあっという間に両手両足ともほどいてしまったニスルは、京司の体を支えて立ちあがらせてくれた。

　まだ腕や足は縛られていた時の名残か痺れたり覚束なかったりしたが、それでも縛られていた時よりも随分とマシである。

　感覚を取り戻すようにプラプラと手足を動かした後、京司は真面目な表情をつくり、ニスルに向かい合った。

「ニスル、助かったよ。ありがとう」

　本当に、ニスルが来なければ今頃アサドと京司は無事でいられなかったはずだ。だからこそ、ちゃんと礼を言いたかったのだがニスルは止してくれ、とでも言いたげに胸の位置に持ち上げた手を振った。

「んー、正直俺は何もしてねぇって。ねぎらうなら、アサドを労ってやってくれ」

　確かに、ニスルの言うことも一理あるが、やはりニスルとアサドがいなければ京司は今この場に立っていられなかっただろう。

　アサドには後程感謝を伝えるとして、もう一度ニスルに感謝を伝えたい京司は「ありがとう」と小さな声で告げた。

　今度はニスルも拒まず、「ああ」と返事をするその顔には笑みが浮かんでいた。

「それにしても、……一体どうやってあの男の気を逸らしたんだ？　武器でも持ってたのか？」

　身の安全が確保されたことで余裕が出てきたのか、今更ながら疑問に思っていたことが京司の口をついて出てきた。

　アサドに覆い被さられていて詳しくは見ていなかったが、ニスルが何かをしたことによって男の意識が逸れたのは確かで。だからこそ、ニスルが何をして男の意識を惹き付けたのか気になったのだ。

　アサドがジャンビーヤを持っていたし、ニスルも自衛のために何か武器のような物を持っていても別段おかしなことはない。そう思ったのだが、ニスルから返ってきた答えは京司が予想していないものだった。

「いや、俺前の一件以来武器の類いは持てないことになってるんだわ。だから、投げたのは〝これ〟」

　そう言ってニスルが指差したのは足元──ニスルの靴だった。

　見ると、片一足だけなく。滑らかな褐色の素足が、地面を踏みつけていた。

「……靴？」

　京司の不思議そうな声にニスルはニッと口角を上げ、頷いた。

「そ。上手くいくかどうかは賭けだったが、何とかなってよかったぜ」

　そんな一か八かの行動で助けられたのかと思うと、今更ながらに京司の背を冷や汗が伝う。もし、男がニスルの投げた靴に動じていなければ、今頃アサドと京司は物言わぬ体で地面に転がっていたのだ。

（……恐ろし過ぎる）

　そんな光景を想像するだけで気分が滅入る。本当に賭けが成功してよかったと京司は心から思った。

「……で、イウサールとこいつはどうするんだ？」

　部屋の片隅に落ちていた靴をニスルが拾い、履き直すのを見ながら京司は尋ねていた。

　地面と仲良さそうに伸びてしまっている。頬を腫らしたまま気絶している男を見る限り、当分起きる心配もなさそうだ。

　痛々しい痕に京司の傷までもが痛むようで、思わずしかめっ面になる。

　それをニスルはイウサールや男対して憤っているのだと勘違いしたのか、京司は宥めるように頭を撫でられてしまった。

「アサドが殺さないって言ったんだから、殺されはしないだろうが……政界からは追い出されるだろうな。急進派もこれで暫くは機能しない筈だろ」

　まるで、安心しろ、とでも言いたげな手の温かい感触に、ようやく京司の体から強張りが解ける。

　アサドを撃った男が何者なのか？　また、男の背後にいたのはイウサールだけであったのか？　疑問は残るものの、取り敢えずはこれで全て終わったのだと実感がじわりじわりと沸いて、京司は力が抜けその場に座り込みそうになった。しかし、地面に尻がつく直前にニスルによって体を支えられた。

　情けないが、暫くは安堵や今まで味わっていた恐怖や何やで立ち上がれそうにもない。

　甘えるわけではないが、今くらい頼る分は構わないだろうか？

　恐る恐る体重をかけるとニスルは全く気にした様子もなく、楽々と京司を支えてみせた。

　やがて、京司がだいぶん落ち着いた頃であろうか。一人で立てるだけの力と気力を回復した京司からニスルがゆっくりと離れ、口を開いた。

「しっかし……、キョウジは本当にアサドでいいのか？　我が儘で、独占欲強いし、甘ったれだろ？　苦労するんじゃないのか？」

　ニスルの言葉は事実であるが、京司はアサドがそれだけではないことをとっくに知っている。

　男で、それも次期王の座を約束された身。苦労だらけなのは目に見えている。しかし、アサドが京司を求めるから、だからこそ苦労を承知で共にいたいと思ってしまった。

　京司にはもう、迷いはなかった。

「俺は、アサドじゃないと嫌だよ。それに、我が儘で、独占欲強くて、甘えったれなのも、もう知ってる。知っていて側に居たいんだ」

　真っ直ぐに、意思の強さを窺わせる澄んだ瞳をニスルに向ける。京司になりに、覚悟を見せたかったのだ。

「ふーん、そっか。キョウジがそれで良いって言うならもう口出ししねぇよ」

　もとからさして口出しをするつもりもなかったのか、ニスルはあっさりと引き下がる。そうして、部屋を出ていく間際に京司の頭をポンッ、と撫で「アサドを、……弟を頼むな」と京司に告げた。

　弟想いの兄の優しさに触れ、また託された誇らしさを感じ京司の顔にはいつの間にか笑みが浮かんでいた。

「ああ」

　答える声も心なしか弾み、疲労した体は重たい筈なのにニスルの後を追う足取りはとても軽い。




　外に出ると、ニスルが用意してくれたのか黒塗りの車が道の脇に停められていた。既に広い後部座席にはニスルが座っていて、早く来いとばかりに手招きしている。

　京司は呼ばれるままに車に乗り込み、後ろを振り返った。

　貧困街の一画なのか、脆い土壁の何の変哲もない家だ。この中につい先程まで閉じ込められ、命まで奪われかけたのだと思うとゾッとする。同じような家が建ち並ぶ中で、京司を探し出し、救出してくれたアサドとニスルには感謝してもしきれない。恐らく、必死になって探してくれたのだと思うと、今すぐにでもアサドの側に行き感謝の言葉を伝えたかった。

（もういらないってくらい、感謝の言葉を言おう……）

　閉められた車の扉。ゆっくりと流れ始めた車窓の景色を眺めながら、京司はそんなことを考えていた。








第９章　獅子王子と秘密の約束













　京司がイウサールに捕らえられたあの事件から一週間と少し、京司はいまだニーラムザールの宮殿内に留まっていた。

　というのも、あの一件で傷を負ったアサドの手伝いや看護を買って出たためで、今日もアサドの部屋──ベッドの隣に置いた椅子に腰掛けアサドを見張っていた。

「キョウジ、そのように見張らずとも私は逃げぬのだが？」

　ベッドの上で半身を起こした状態でアサドはそう告げた。その顔はいかにも退屈だと言わんばかりである。

「そう言って、ジャンビーヤの素振りをしようとしてたのは誰だっけ？　安静にしておかないと、塞がるものも塞がらないだろ」

　ずっとベッドの上にいるのはさぞ退屈なことだろうとは思うのだが、二週間は絶対安静と医者に命じられている以上、京司としてはアサドの言うことを聞くわけにもいかない。

　今は京司が見張っているからベッドの上で大人しくしているが、アサドは隙あらばベッドから抜け出し体を動かそうとしたり、溜まっている書類仕事をしようとしたりするのだ。

　これでは折角治るものも治らない。ただでさえ、医者には傷痕が残ると言われて京司としては責任を感じているのに。これで目を離している隙に傷が開きでもしたら、と考えるだけで胃がしくしくと痛むようだった。

「お願いだから、じっとしておいてくれよ。不安なんだよ……」

　アサドが撃たれた瞬間、心臓が止まりそうだった。もうあんな思いはしたくない、と京司の表情が曇る。

「悪かった、……大人しくしている。だが、退屈なのだ。だから、キョウジ……ここに来い」

　アサドとしても京司を困らせるのは本意ではないのか、大人しくベッドに潜り込む。そして、何か思い付いたのか、おもむろに自身の右隣──人一人寝られるスペースを手で叩きながら京司を誘った。

　僅かばかり考え込む京司であったが、自分が側にいればアサドがベッドから抜け出す心配もなく、引き留めるのも簡単とくれば断る理由もない。

　それに、アサドは怪我をしているのだしそういう雰囲気にもならないだろうと踏んだ京司は「お邪魔します……」と、恐る恐るベッドの端に座った。

「う、わっ!?」

　途端にアサドの手が伸びてきて、京司はあっという間にアサドに抱き寄せられてしまう。

　背中にアサドの逞しい胸板と、熱い体温、トクトクと脈打つ鼓動を感じ京司の頬に熱が集まっていく。

「ちょ、……アサド。駄目だ……」

　アサドを止めようにも傷のことが気になってしまい、京司は本気で抵抗出来ない。形ばかり腕の中から逃げ出そうとしながら、その実久しぶりに感じたアサドの体温に心が期待してしまっていた。

「抱き締めるだけだ。お前を抱き締めていると安らぐ」

　そう言ってアサドは京司を背後から抱き締め、鼻先を頭に埋めている。甘えるように擦り寄られ、時折スンッと匂いを嗅がれると、京司の形ばかりの抵抗すらもなくなっていった。

　温かいアサドの腕の中で、京司は傷に障らぬように寝返りをうつと、アサドと向かい合わせになった。

　優しい表情をしたアサドの顔を間近で見詰め、京司はずっと気になっていたことを切り出す。

「なぁ、……本当によかったのか？」

「ん？　もしや、戴冠式のことか？」

「…………ああ」

　間が空いたのは京司が気に病んでいたからだった。

　あの後、予定していたアサドの戴冠式はアサドが怪我をしたため延期になったのだ。京司は怪我が治ればすぐにでも戴冠式を行うものだと思っていたのだがそう簡易にはいかないようで、どうやらそこには王の思惑が噛んでいるらしい。

「キョウジが気に病む必要はない。私が怪我を負わなかったにしろ、イウサールの流した噂のせいで戴冠式は行えるような状況ではなかった」

　ニスルにもアサドと同じことを言われたが、京司としては納得できない。所詮、部外者であるから納得出来る、出来ないなど京司の気持ちは関係無いのだろうが、原因の一端であるだけに責任を感じてしまう。

「でも、そのせいでアサドは──」

〝王になる機会を逃してしまったじゃないか〟と続けようとした京司だが、それはアサドの優しい抱擁で遮られてしまった。

　京司の感じている責任を、ゆっくりと溶かすように髪を手で梳すかれる。

「私は、寧ろ好機だと思っている。王からもらった期間中に全て決着をつけ、民の間での私のマイナスイメージを払拭するつもりだ。それに、お前がイウサールと男の会話を録音してくれたお蔭で急進派の連中を叩く機会をもらった。これを機に、あいつらを一掃するつもりだ」

　はっきりとした意思を感じさせる強い声に京司は顔を上げる。間近に見えるアサドの青い瞳がキラキラと輝いていた。

「強いな、アサドは」

　もう前を向き、自分の成すべきことを見つけ、それに向かって突き進もうとするその姿はまさしく誇り高い獅子そのもので、京司はそこに王たる資質をみた。

　それに比べて、自分はどうなのだろう。アサドの傍にいても本当にいいのだろうかとうじうじ考え込んでしまう。

　アサドが眩しいほど、京司は自分の不釣り合いさを突き付けられるようだった。

　そんな京司の暗い気持ちに気が付いているのか、アサドは京司を逃がさないとでもいうように強く抱き締める。

「お前の前で、下手な格好は見せられん。それに、王とも約束したからな」

「約束？」

「ああ、〝二年で成すべきことを全て成し終え、王になることが出来たならば、生涯の伴侶を選ぶ際口出しせぬ〟、と約束したのだ」

　いつの間にそんな約束をアサドは王との間で交わしていたのだろうか？

　ほぼ一週間京司はアサドに付きっきりだったが、アサドの寝室に王が来たことは一度もないというのに。しかし、それよりも京司が衝撃的だったのはアサドの口から〝伴侶〟との言葉が出たことだった。

「生涯の伴侶……、そうだよな……アサドは王になるんだから世継ぎとかの問題もあるもんな……」

　やはり、自分ではアサドの隣にいる資格がないのかもしれない。そういった不安が京司の顔を曇らせた。

　頭上ではアサドがはぁ、とため息を溢す。呆れられたのだろうかと思うと、京司は顔も上げられなかった。

「……何を他人事のように言っている。生涯の伴侶とは、キョウジ、お前のことだ」

「……え？」

　別れを告げられるのかと身構えていた京司であったが、想像していなかった台詞を告げられ思考が止まる。

　見上げた先、真面目な顔をして京司を見詰めるアサドがいた。

「私は、お前しかいらん。世継ぎなど知ったことか。いっそ、王と今の后に頑張ってもらえばいいのだ」

「いや、それは……」

　流石に御歳六十の国王に新しい世継ぎを望むのは無理なのではなかろうか、と京司は思ったものの。どうやらアサドは本気で言っているらしく「私は現実的だと思うがな」と言うのだから、京司は苦笑いを浮かべるしかなかった。

「うーん、ニスルもカマルも、あの容姿ならすぐにいい嫁さんが見つかると思うんだけどな」

　アサドも含め、見目麗しい兄弟だから引く手数多ですぐに相手など見つかりそうなものである。現国王に新しい世継ぎを望むより、そちらの方がよほど現実的だと京司は思い、そう言ったのだがアサドは首を横に振った。

「ニスルは無理だな。あれは、昔から一途に片想いだ。カマルは分から──」

　アサドの声を遮るようにバンッ、と大きな音を立てて開かれた扉の向こう側から現れたのは目尻をキッと吊り上げたカマルだった。

「あーー!!　ちょっと、何兄様とイチャイチャしてるんだよッ!!　早く離れなよ!!」

　ベッドの中でアサドに抱き締められている京司の姿を目にしたカマルは大声を上げ、ずかずかと部屋の中に入り込んでくる。

　驚きのあまり京司はアサドから離れることも忘れていた。あんぐりと口を開け、京司はカマルを見詰める。

　肩を怒らせ大股でベッドに近付くカマルが京司の腕を捕まえようとしたが、カマルの手は開けっ放しになっていた扉から現れた新たな闖入者によって阻まれてしまった。

　カマルの褐色とは違う、黄色肌の骨ばった指ががっしりと手首を掴んでいる。

　邪魔されたことに対する怒りで更にカマルの目尻がつり上がり、手首を掴む人物を睨んだ。

　アサド達に負けず劣らずの彫りの深い顔立ちは懐かしい嘉成のものだった。

　京司の帰りが遅いのを心配した嘉成が、つい一週間ほど前から日本からやってきて、この宮殿内に滞在しているのだ。

　何故か、嘉成とカマルの仲はあまり良くなく。顔を会わせる度に言い争いをしているのを京司もよく見かけている。

　こうやって京司がアサドを看護している間にカマルがやって来ることは何度もあったが、その度に追い返すのは、もはや嘉成の仕事のようなものになっていた。

「お前っ、京司達の邪魔すんなってさっきも言っただろうが!!」

　この数日端で聞いている京司でさえ耳タコになってしまった台詞を口にしながら、嘉成は捕まえたカマルを引きずるようにして部屋の出口へ連れていく。

「っ、離せよっ、オッサン!!　僕は王子なんだよ!!　気安く触んないでよっ!!」

　ぎゃいぎゃい喚きながらカマルは嘉成に抵抗するが、そもそも体格が違いすぎるためたいした抵抗にもなっていない。

　ここ数日でカマルの悪口に対しての受け流し方を覚えた嘉成は「あー、ハイハイ。オッサンでスミマセンねぇ」と、適当な返事をしながら京司の方を振り返った。

「……悪いな、京司。コイツ連れてくからゆっくりしてろよ」

　そう言い残して、パチリとウインクを飛ばすキザっぷりまで見せると訪れた時と同じく嵐のように二人は去っていった。

「……なんか、ゴメン」

　京司の口からついついそんな言葉が溢れ出る。嘉成は悪い奴ではないのだが、流石にあのカマルの扱い方は可哀想な気がした。曲がりなりにも王子なのだし、もう少しこう、他にもやりようがあるはずなのだがまどろっこしいことが嫌いな嘉成の性格上、それを望むのは無理そうだ。

　弟の雑な扱われ方を見て、アサドもいい気はしないだろうと思っていた京司だったが、予想に反してアサドは穏やかな表情を浮かべていた。

「いや、カマルが煩くするからだろう。お前の友人にも苦労をかけるな」

　労りの滲むアサドの声に京司は驚きを隠せない。

「えっと……怒ってないのか？」

「何故怒る必要があるのだ？　カマルの聞き分けの無さは私もよく知っている。それに、お前と共にいる時間を邪魔されずにすむのだ、お前の友人には悪いが正直カマルの面倒を見てくれて助かっている」

　アサドも自分と同じく共にいる時間を大事だと思ってくれているのがわかり京司は嬉しかった。嘉成には悪いが今暫くカマルの相手をしていてもらおう。そう割り切ると、京司はアサドの首に腕を回し自分からも抱き締めた。

　首筋にアサドの熱い吐息が触れる。くすぐるように唇が肌に触れ、京司は小さく吐息を溢す。

「アサド……、怪我が……」

「構わん。お前に触れられない方が地獄だ」

　脈動を確かめるアサドの唇が徐々に上がっていく。顎先に、頬に、瞼に、鼻先に。顔じゅうの至るところにキスを落とし、物足りなさに京司がアサドの髪を軽く引っ張る頃、ようやく唇同士が重なった。

　艶やかにぶつかるそれ。チュ、と軽いリップ音を立てて何度も角度を変え啄まれる。もっと濃いキスも行為も経験しているというのに、京司の胸はこれ以上にないくらい高鳴っていた。それはアサドも同じなのか、服越しにトクトクと早いアサドの脈動が京司に聞こえていた。

「初めてではないのにな、困ったことに……とても緊張している」

　唇を離し、苦笑いとともに白状するアサドに、京司は愛しさが溢れる。ようやく、本当の意味で一つになれるのだと思うと、京司はされるがままではいられなかった。

「キョウジ？　何を……ッ」

　アサドが息を飲むのが聞こえた。

　京司がアサドの下腹部に移動し、まだ柔らかなペニスを撫で上げたのだ。それは、これまでの京司では考えられないような大胆な行動だった。

「よせ、キョウジ……無理をしなくても……っ、ん……」

　アサドは京司を気遣って止めようとするが、京司は止めるつもりはなかった。やわやわと力を入れすぎないように注意しながら揉み、少しずつ硬くなってきたところでズボンと下着からアサドのモノを引きずり出した。

　窓から見える空はまだ明るく、だというのに二人淫らな行為に耽っているという事実が京司の羞恥と興奮を煽る。アサドのモノをまじまじと見るのは初めてで、その逞しさに京司は僅かにたじろぐ。しかし、アサドに対する愛しさの方が強かったのか、気が付くと京司はアサドのペニスに唇を寄せていた。

　同じものが京司の下肢にもあるわけだが気色の悪さを覚えるよりも、もっとアサドに感じてもらいたいといった気持ちが京司の中を満たしていた。

　竿を唇で辿り、亀頭を舌先で捏ねると、「ん、……く、っ……」と押し殺したような低く掠れた艶声がアサドから聞こえ、京司の下半身に甘い痺れとなって伝わっていく。

　先走りが先から溢れ始めると、今度は顎を限界まで開いて京司は口内にアサドを迎え入れた。

　ヌルリ、と口蓋を亀頭で擦られ悪寒にも似た感覚が京司の中を走り抜け、肌を粟立たせていく。京司は、もうこれが何であるかとっくに知っていた。快感だ。京司はアサドのペニスを咥えながら、疑いようがないほどに感じてしまっていた。それを証明するように京司のモノもズボンの中で硬く育ち布地を押し上げていた。

「ん、む……ぅう、っん、ぐ」

　口に含み切れない竿の部分を右手で擦り、唇を窄め上下に頭を揺り動かし京司はアサドに奉仕する。もどかしく腰がうねり、京司自身気付かぬうちに左手が自身のズボンの上から勃起したそこを不器用に弄っていた。

　誰かに見られてしまうといった危惧も、恥じらいも京司の中から吹き飛んでいた。今は、アサドと共にこの快楽を追っていたい。

　ジュル、ジュルと溢れ出る体液を啜り嚥下した。それでも飲み切れなかったものが京司の唾液と混ざり合い、口角から零れ落ちシーツにしみていく。じくじくと熱に食い込むズボンの締め付けさえもがスパイスで、前を寛げようと藻掻く指先が不意に京司のモノをズボン越しに刺激した。

　体がビクリと震える度に、口内を塞がれる苦しさで溢れた涙が頬を伝い落ちる。

　咥内でどんどん硬さをますアサドのペニスに京司が悦びを感じていると、唐突にアサドの手によって下肢から引き離されてしまう。ずるり、と口腔からアサドのモノが抜け出て、唾液でぬらぬらと妖しく光っている。

　何故止めるのだろうか、そんな非難をこめた瞳で京司が睨むとアサドは苦笑いを浮かべた。

「私ばかりされるのも、な……。それに、イクならお前の中でイキたいのだ」

　アサドの直接的な言葉に京司の腰がズクリと疼く。まだ触れられていない京司の部分がアサドを求めてひくついている気さえする。

「俺も、……アサドが欲しい……」

　言葉にしてみるとなんとも恥ずかしい台詞であったが、紛うことなくこれが京司の本心だった。

「キョウジ、服を脱いで尻を私の方に向けろ」

「いや、でも……」

　アサドの求める全てをさらけ出すような格好に京司は躊躇した。アサドには体の隅々まで見られてはいるが、自分から晒すのでは恥ずかしさの度合いもまた違ってくる。しかし、下肢が自分でも止められないほどに昂ぶっているのもまた事実で。京司は覚悟を決め、服をベッドわきに脱ぎ捨て一糸纏わぬ姿になると言われるがまま、尻をアサドの方に向けた。

　恥ずかしさで顔が赤らむ。普段人目に晒されることのない奥まった場所に、アサドの熱い視線を感じる。時折かかるアサドの吐息に、京司のそこがヒクリと収縮した。

　ヌルついた何かが京司の双丘を這い回り、狭間へと移動する。

「今日は、うんと優しくしてやる……」

「ひゃ、っ……やめ、アサドそんなとこ……汚い……あぁッ!!」

　アサドが何をしようとしているのか気が付いた京司が抗議の声を上げるが、それは途中から悦びの声に変わった。大きな掌で双丘を割られ、狭間にアサドが顔を埋めている。

　後孔の縁をぬらりとアサドの舌が這う。丹念に唾液をまぶすように、何度も何度もそれは行き来した。

　ピチャピチャと大きな水音が響くにつれ、きつく侵入を拒んでいた肉輪が次第に解れていくのを京司も感じていた。ヒクリと震える京司のそこは、もうアサドの指を一本簡単に飲み込んでしまいそうなほどである。

　無意識のうち、期待に揺れる臀部を待てとでも言うようにアサドの大きな掌が撫でていく。その感触にさえ感じてしまい、京司は手元のシーツを握りしめた。

「や、ああッ!!」

　京司の喉から甘い嬌声が迸る。アサドの指が、待ち望んでいた京司のそこにとうとう侵入を果たしたのだ。

　まだ、指一本分だというのに京司の後孔はアサドの指に絡みつき離そうとしない。ぐねぐねと蠢く内壁はまるでアサドの指を奥へと誘おうとしているようでもあった。

「お前の中は、何度味わっても熱い……溶けてしまいそうだ」

「あ、ぅ……ッ、ひあ、あッ!!」

　ぐるり、とアサドの指が京司の中を掻き回す。もはや京司にはアサドの与える快感を受け止めるのが精一杯で、腰だけを突き出すはしたない格好になってしまっても立て直すだけの余力は残っていなかった。頭をシーツに擦りつけ悶えるその格好は、アサドに赦しを乞うているようでもある。

　それがアサドの嗜虐心を煽るなどとまったく知らない京司は、過ぎた快感にただ咽び泣くばかりだ。

「あまり可愛い姿を見せるな。我慢が利かなくなる」

　アサドの言う通り、アサドのペニスは既に限界まで育ち、鈴口から透明な先走りを溢していた。しかし、京司のモノもまたアサドと同じく限界が近い。うっすらと生えた恥毛の先、いっそ痛々しいほどに熟れた赤色が腹につくほどに反り返り、京司が動く度に淫猥に揺れていた。

　尖りきった小ぶりな乳首がシーツの皺に擦れ、腰に向かって甘い痺れが走った。

　グチグチと中をくの字に曲げたアサドの指が探る。襞の一つ一つを丁寧に引き伸ばすような動きに京司は気が狂いそうだった。何度も角度を変え、浅さを変えアサドの指が中を穿つ。やがて、京司のそこは京司自身アサドが指を増やしたのも気付かぬほど柔らかく解れていた。

　圧迫感が少しました程度で、痛みはない。あるのは底知れぬ快楽ばかりで、京司はアサドの三本目の指が中を穿ったのと同時に達してしまっていた。

「ッ、ああ……んぅ、あ……ぅ」

　ビクリ、ビクリと京司の体がシーツの上でのたうつ。膝から下に力が入らず、とうとう京司は崩れ落ちた。勢いをなくしトロトロと精液を溢す性器がベッドに押し付けられ痛いのに、京司の体はそれさえも刺激と受け取り反応してしまっていた。

　へたり込む京司の中から、ズルッとアサドの指が抜け出ていく。中に留めようとする内壁の動きに逆らった摩擦は、再び京司に熱を灯すには十分過ぎる刺激だった。

「お前の中に、入ってもいいか？　これ以上は我慢出来ん」

「う、ん……ほし、い……っ」

　半分蕩けたような意識の中でアサドの切羽詰まった声を聞いた。

　いつの間にか京司の体は反転させられていて、脚の間にはアサドが陣取っている。

　限界まで開いた股関節が軋む音を聞きながら、京司はジクジクと肌を焼く熱が後孔に宛がわれたのを敏感に感じ取っていた。

　グ、と亀頭部分が肉輪を押し広げ京司の中に潜り込んでくる。散々慣らしたというのに、京司のそこはきつくアサドのペニスを食い締める。

「キョウジ、っ……力を抜け」

「っ、……無、理……い、あぁっ」

　赤く色づいた胸の肉粒をぐりぐりとアサドの指の腹で押しつぶされ、京司の体から力が抜けていく。その瞬間、ズズッ、と中のアサドのペニスが押し進み京司は根元まで一気に咥えさせられしまった。

　限界まで広げられた縁。中をみっしりと熱いアサドに埋めつくされる。

　京司の入口は淑女のように貞淑であるのに、奥に行くほどに待ちわびていたとばかりに媚肉がアサドのモノに絡み蠢く。アサドのモノがゆっくりと引き抜かれると、張り出した傘の部分で前立腺を擦られ京司のペニスはみるみるうちに腹につかんばかりに勃ちあがった。

　とめどなく零れる先走りが京司の腹を濡らし、胸の尖りは触れられるのを切望してか赤く熟れ、ツンと上を向いている。

「ここも、赤くて美味そうだ……ん、……」

「は、ぁ……んッ、ん……」

　チュプ、と乳首がアサドの口に含まれ、舌先で転がされると、アサドの形に馴染み始めた京司の中が切なく収縮を繰り返す。二度目の限界はもう目の前に迫っているのに、決定打が足らない。

　ズチュズチュ、と淫猥な音を曳ひきながら、体を揺さぶられる中で快感で染まった京司は唇を震わせた。

「乳首……噛ん、で……ッ……」

　強請る甘ったるい声にアサドがクッ、と口角を上げた。しっとりと汗ばんだ京司の胸元に再びアサドが吸い付き痕を散らしていき──胸の中心で小さく凝る肉粒を躊躇いなく口に含むと、尖った犬歯を押し当てた。

「は、ッ──あ、あああぁッ!!」

　京司の背が大袈裟なまでに仰け反り、天を衝くように勃ち上がっていたペニスから二度目の白濁が吹きあがる。

　京司が達したと同時に中が痙攣したようにアサドのペニスを何度も締め付け、アサドもまた低い呻きを溢しながら京司の中に白濁を吐き出していた。




　くたりと京司の体から力が抜けても尚、アサドは京司の中に居続けていた。ゆるゆると、まだ柔いが確実に芯を取り戻しつつあるそれで律動が再開される。

　アサドが動く度に京司の後孔の縁から白濁が掻き出され、突かれる度に泡立っての繰り返し。シーツの上は滴り落ちた二人分の体液や汗でぐしょぐしょで、ペットリと京司の背に張り付いた。

　グ、と腰骨辺りを掴まれアサドがこれ以上密着出来ないほどに腰を押し付けてくる。

「まだ、終わるには早いぞキョウジ……ずっと、こうやって抱きたかった」

　アサドの言い様は、初めて京司を抱くかのようだ。しかし、そんなはずはない。京司のこの体を拓き、男で感じる生き物にしてしまったのは他ならぬアサドなのだから。

「アサドは、……ん、あッ……何度も、俺を抱いただ、ろ？」

　不満の籠る京司の声にアサドは苦笑いを零す。アサドが言いたいのは、どうやら違うことらしい。

「確かに抱きはしたが……あれは、一方的な凌辱だ……。今、こうやっていて、初めてお前を抱けた気がするのだ……」

　なるほど。確かに恋情と愛情の絡んだアサドとの情交は、これが京司にとっても初めてである。何度も体だけは繋げていたのに。なんとも皮肉ではあるが、しかし、それと同時に京司は今までにない充足を感じていることも確かだった。

「ア、サド……ひ、ああぁッ!!」

　中をぐりぐりと切っ先で穿たれ、京司の声が裏返る。このままでは快感の波にどこか浚われて行ってしまいそうで、京司は縋るようにアサドに手を伸ばしていた。

　熱いアサドの手が京司の手に絡んだ。指同士をがっちりと絡ませ、離さないとばかりに握られる。

「……お前が好意を告げてくれた時。私は臆病で、お前から逃げてしまったが……。白状すると、な……一目惚れ、だったのだ」

「ぅ、あ……嘘……、あッ」

　ガツガツと突き上げられながら、京司は言う。

　アサドが、まさか。そんなはずはない。京司は、はっきりと面と向かって〝好みではない〟とアサドに言われてしまっているのに。

「嘘ではない。お前を初めて見た時、あの時からお前を私のものにしたくてたまらなかった。……しかし、お前は負けん気が強い上に、私に手を上げ、挙句にニスルに懐き……本当に、もどかしさと嫉妬で狂いそうだった」

　そんな昏い想いをアサドが抱えていたなんて、京司は知りもしなかった。ただ、珍しい日本人だからこそ退屈しのぎに丁度いいと。玩具のような感覚で京司のことを手に入れたいのだと、誤解していた。子供じみた、玩具に対する独占欲から京司を抱いたのだと思っていたが、根元的に違っていたようだ。

　無理矢理犯されたことは、到底許されることではないのだが、そこにアサドの京司に対しての執着が見えてきたことで嬉しく感じてしまうのだから、恋だとか愛だとかといった物はバカに出来ないものである。

「ア、サド……ん、んッ……俺も、アンタが、好き……ッ」

　言葉にすればするほど京司の中でアサドへの愛しさが募り、京司の中もが連動するかの如くきゅうきゅうとアサドのペニスを締め付けた。体内で脈打つ欲望を、その形が分かってしまうほどまざまざと感じ京司の肌にさざ波だつ。

「キョウジ、……愛して、いる……ッん」

「ん、う──んんッ!!」

　重なったアサドの唇に悲鳴さえも飲み込まれ、京司はブルブルと体を震わせた。アサドの触れるところ全てが気持ちが良くて、意識がフワフワと宙に浮いているようだった。

　速まる律動に、京司の中がズチュズチュと淫猥な音をたてる。丸まったつま先がシーツを蹴った。

　噛みつくように唇をアサドに貪られながら、京司は強い快感が体を駆け上っていくのを感じた。

「ん、──んんんッ!!」

　パチパチと京司の目の前が白く弾け、脳髄が焼き切れんばかりの甘い痺れと虚脱感が一気に襲い掛かってくる。噴き上がるほどの勢いもない精液が竿を伝い、京司の腹に零れた。

「ッ、く……出す、ぞ……」

　色っぽいアサドの呻きと共に、ズンと京司の中が重くなった。熟れた媚肉を叩く精液の熱さを感じながら京司は意識を手放していた。




「ん……ッ、……ここ……」

　気怠い声で、京司は瞼を持ち上げた。どうやら、アサドとのセックスの後気を失ってしまっていたらしい。ぼんやりと、まだ不明瞭な頭で辺りを見渡すと、京司の左隣──至近距離でアサドの寝顔があった。

　やはり綺麗だ、と京司は思った。高い鼻梁に、金糸のような長い睫。今は閉じられたこの瞼の下には美しく強い光を放つ青色の宝石があることを京司は知っている。

（よく寝てる……）

　無理もない。怪我をしている身にもかかわらず激しい情交をしたのだから。しかし、まったくもって無茶をする。京司の口元に苦笑いが浮かぶ。傷が開くようなことになっていたらどうするつもりだったのだろうか？

（いや、……流された俺も悪いか……）

　結局、自重が出来ないのは京司も同じなのだ。好きな相手を目の前にして反応しないほど、京司はまだ枯れていない。

　よほど深く眠っているのか、見つめる京司の視線にアサドが気付く様子もなく、薄く開いた唇から静かな寝息が聞こえていた。

（さてと……起きるか）

　体は重いが、ここはアサドの部屋で日もまだ高いうちであるので、いつ誰が訪れるか分からない。そんな中、いつまでもアサドのベッドの上で全裸で寝ているわけにはいかない。着替えようと身動ぎしたのだが、寝ていたはずのアサドの腕が京司の腰に絡みつき腕の中に閉じ込められてしまった。

　寝起きのせいか、京司を見つめるアサドの顔はどこかあどけない。新たな発見に京司が小さく笑った。

「ごめん、起こしたか？」

「いや、そろそろ起きようと思っていたから別に構わぬ。それより、何処に行こうとしていた？」

「何処って、ただ俺は着替えようと……ちょ、アサド。擽ったいよ」

　京司の肩口に顔を埋めたアサドのさらさらとした髪が京司の頬を擽り、京司は笑い声を上げた。腕の拘束は緩む様子がなく、どうやら暫くは離してもらえなさそうである。しかし、困ったことに京司としてもそれを喜んでしまっているから本当に恋とは厄介である。

「キョウジ、……お前は日本に戻るのだろう？」

　不意に、肩口に顔を埋めたままアサドが尋ねた。

「……ああ」

　僅かに考え込む京司だったが、結局そう言って頷いた。隠していても、きっと分かってしまう。それならば、最初から嘘を吐く必要はない。

「そうか、……帰る時にまた荷物を盗られぬよう、気を付けるのだぞ？」

「分かってる。もう盗られたりしないって。アサドの方こそ、あんまりニスルやバハルを困らせるなよ？」

「……善処しよう」

　開いた間が気になるが、きっとアサドならば実行してくれるだろう。現に、イウサールから京司を救出する際にニスルと協力してからというもの、アサドとニスルの関係は、良好……とまではいかないものの改善されてきている。アサドはニスルを見ても急に怒り出すこともなくなったし、世間話程度なら一、二言交わすようにもなった。このままいけば、兄弟らしい会話が出来るのもそう遠くないはずである。

　会話がプツリと途切れ、それに伴いアサドの抱擁が強まる。

「行くな、と言ってもお前は行くのだろう？」

「ああ、アサドに目標があるように俺にも目標が出来たから」

　京司は、真っ直ぐに言い切った。

　京司に再び筆を取らせたのは嘉成と師である金山のお蔭だ。しかし、絵師としての京司を成長させたのは目の前にいるアサドに他ならない。成長し、今までの京司自身の殻を破ったことで京司は絵師としての更なる飛躍を夢見てしまったのだ。そして、なにより今まで自分を見守ってくれた金山にその成長を作品にすることで見てもらいたいのだ。

「お前は頑固だな」

「よく言われる」

　アサドと京司は顔を見合わせ、フッと同時に微笑みあった。そこに悲愴さはない。これは単なる別れではないのだから。

「キョウジ、──」

　甘やかな声で名前を呼ばれ、アサドの唇が京司の耳へと寄せられる。温かな吐息と秘密の約束が京司の鼓膜にしっとりと染み入った。








終　章　熱砂に舞う蝶は獅子の恋獄に囚われる













「京司、あっちでお前のこと金山さんが呼んでたぞー!!」

　嘉成の声に京司は振り向いた。肩の上でバッサリと切られた黒髪が室内の照明の灯りの中で艶やかに光輝いた。京司は着慣れないスーツの襟もとに違和感を覚え、ネクタイを緩めながら「分かった。行ってくる」と短く返すと、急ぎ金山のもとへ向かった。

　ごった返す人波を掻き分け、京司と同じく正装に身を包んだ年齢もバラバラな女性や男性に呼び止められる度にやんわりと笑顔で挨拶しながら、どうにか京司は師のもとへ辿りつく。

　初老に差し掛かり白髪の混じる髪は一分の隙もなく撫でつけられていて、厳めしい顔つきもあって迫力に満ち満ちていた。渋い青色の和服を着て、背筋をピンと伸ばしたその姿はいかにも重鎮といった風体だが、その手には似合わない可憐なピンクの百合の花束が握られていた。

「来てくださったんですね」

　駆け寄る京司を目にした金山の頬が緩む。目もとにクシャリと皺が寄り、厳めしい顔つきが一変する。

「おめでとう。よくやった」

　簡潔だが、京司の胸を熱くするにこれほど十分な言葉はなかった。滅多に褒めぬ師からの賛辞は、これまでもらってきた賛辞の中でも一番嬉しい。

　感極まった京司の目にジワリと涙が滲むと「主役がそんなんでどうする。お前の個展なのだから、しっかりしろ」と苦笑い混じりの金山に御叱りを受けてしまった。

　そう、ニーラムザールから日本に帰国して二年。今日、ようやく京司が目指していた目標──個展の開催にまで漕ぎ着けることが出来たのだ。グループ展や公募展に参加したことはあるが、個展となると京司も初めてで、過去のことや金銭的な理由から厭っていたのだが、どれだけ理由をつけ遠ざけてみたところで、やはり京司も一人の画家であるが故か個展への憧れは消えはしなかった。

　勿論、すんなりと京司が今日まで辿りつけたわけではない。

　寧ろ、ニーラムザールから帰国して直ぐカンバスに向かい、今まで以上に意欲的に取り組んだが雰囲気の変わった京司の作品は公募に出しても中々残ることはなく。固定のファンの間でまで〝昔の彩蝶の方が良かった〟と言われる始末。筆を置こうと思ったことも一度や二度ではなく。しかし、その度にニーラムザールで頑張っているのであろうアサドの顔と、交わした約束を思い出し踏みとどまってきた。

　そうして、一年と半年が過ぎた頃。ようやく、大きな、それもかつて金山が大賞をとったとされる公募展で京司の作品がついに大賞に選ばれたのだ。無節操なまでに様々な画材を使って描く線はそのままに、鮮やかな色調と人の内面を深く掘り下げ鋭い角度から切り取った人物画は京司の新境地ともいえるもので。賛否両論分かれるが、大いに会場を沸かせた。京司の絵を嫌っていた人間も、その絵から覗く人間味と訴えかける何かに不思議と魅了され、瞬く間にファンの数は膨れ上がっていった。

　そうして、今日のこの日を迎えることが出来たというわけである。

（それにしても……人が多い）

　自由に見回るから付き添いはいらない、という金山と別れ京司は会場内を歩く。ファンへの個展開催の案内は機械音痴の京司には荷が重く、嘉成に任せてしまったが想像以上の入りで会場内がごった返してしまっていた。

　普段人込みが嫌いな京司であるが、今日ばかりはそれもなく、忙しく挨拶回りや、絵を買いたいという人との商談に走っていたのだが、普段から運動不足の京司にはそろそろ体力も気力も限界であった。

　もう、大方の挨拶回りは済ませたし、少し抜けるくらいならば大丈夫かもしれない。そう思った京司は人ごみに紛れこっそり裏口から外に出た。あとは、嘉成やこの日のために雇ったイベントスタッフがなんとかしてくれるだろう。そんな他人任せに考えながら、似合わない窮屈なタイを外した。

　会場の外には、大きな看板に〝砂の先の新境地―彩蝶個展〟と迫力ある字が躍っている。

　京司が会場を離れるのとは反対に、二人の若い女性が会場に向かって歩いてくる。若い世代にもこうやって見てもらえているのかと思うと、京司は口元が緩むのを堪えきれなかった。

「あ、そういえば……ねえ、知ってる？　ニーラム何とかって国から王様が来日してるんだって」

「へえ、私あんまり興味ないかな」

「それがさ、テレビでチラッと見たんだけど……すっごいイケメンなの!!」

「アンタ、面食いだからね……」

　すれ違う間際に聞いた女性達の会話に京司は、もしや、といった予感を覚えていた。居ても立っても居られなくなり、何処に向かってかは分からないが駆けだそうとした京司の足が、ピタリと止まった。

　会場に入りかけていた女性達の黄色い声が、遠くに聞こえる。

　まさか、夢みたいだ。頬を抓る京司だが、夢ではない。痛みがある。

「キョウジ」

　懐かしい、ずっと聞きたかったあの声に誘われるように京司の足が一歩、また一歩と前に進む。

　高い鼻梁に褐色の肌。獅子の鬣のような筋の髪。そして、京司を見つめるサファイアの如き瞳。

　二年前とちっとも変わらない、いや、更に凛々しくなっただろうか。

　ずっとずっと、京司が寝ても覚めても会いたかった人物──アサドが、直ぐそこにいる。

「キョウジ、約束を果たしにきた」

　愛しい低い声が、滑らかな日本語を紡ぐ。

「私は王になった。もう、誰にも口出しはさせん。お前を危険な目にも遭わせん。だから──私のモノになれ、キョウジ」

　アサドが答えを待つように、その大きな手を京司へと差し出す。傲岸不遜なプロポーズであるが、そこにアサドなりの愛が込められていることを京司はもう、知っている。

　吸い寄せられるように近付く京司の手が、アサドの手と重なった。

「はい、って言わなかったら……どうするつもりなんだ？」

　試すつもりで京司は訊いた。そんなつもりは京司には毛頭なかったのだが、今まで待たされた分少しくらい意地悪をしても罰は当たらないはずだ。

「そうだな、その時は浚うだろうな」

　アサドにグイッと腕を引かれ、京司はすっぽりとアサドの腕の中に閉じ込められてしまう。ここが人目がある場所だというのも、すっかり京司の頭から抜け落ちていた。心も、体も。アサドに会えた喜びで一杯だ。

「……浚った後は、監禁でもするのか？」

　冗談めかして言う京司の短くなった髪をアサドの指がさらさらと弄ぶ。一房掬い取ると、ちゅ、と軽く唇を寄せて微笑んだ。

「いや、たっぷりと甘やかして、一生側にいてもらう。さて、これからお前を浚うが……いいか？」

「勿論。いいに決まってる!!」

　そう言って、京司は噛みつくようにアサドに唇を重ねた。
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番外編ＳＳ　隠したいお年頃













　ニーラムザールから日本に帰国して半年。京司は自宅のアトリエでカンバス……ではなく、真白い紙と向き合っていた。

　京司が手にするその紙は、今朝方ポストの中に入っていたもので、ニーラムザールにいるアサドから届いたものだ。

　手紙など送られても、アラビア文字が分からない京司は封を切り手紙を目にするまで、読めるはずがないと思っていたのだが。京司の予想に反して、真っ白い紙の上に踊る文字は漢字やひらがなであった。

　ただ、アサドも漢字やひらがなを書くのは苦手なのか、等間隔に並ぶ文字は丸みを帯び、子供が書いたように見えるものさえある。

　新たな発見に、京司はだらしなく弛みそうになる顔をカンバスで隠した。残念ながら、今日はアトリエには京司一人ではなく、嘉成が来ているため、こんなニヤけた顔など見せるわけにはいかない。

　見られたが最後、暫くはそれをネタに弄られるに違いなかった。

　幸い、今ならば嘉成は茶を淹れに席をたったところで、そばにはいない。

　京司は、慎重に。もう一度辺りを確かめると、じっくり中身に目を通し始めた。




〝キョウジへ〟

　元気にしているだろうか？




　私は、変わりない。いつものように、忙しく過ごしているが、……やはり、お前がいないと寂しくもある。

　いつも、お前が描いてくれた絵を見てお前を思い出している。早く、お前に会って抱き締めたい。お前は、少しでも私と同じように思ってくれているだろうか？

　思ってくれているならば、とても嬉しい。

　本当は、手紙ではなく直接お前に会って言いたいのだが、まだやることが残っているので我慢した。お前には待たせてばかりで本当にすまないと思うが、やはり私はお前でないと駄目だ。どうか私を待っていてくれ。必ず迎えに行く。

　追伸

　お前、髪を切ったそうだな？

　勿体ない、と思ったが……短い髪もさぞお前に似合っているのだろうな。

　早くこの目で見てみたいが、こちらのことを投げ出して会いに行くわけにもいくまい。物凄く残念だが。これも我慢するが、……お前の負担にならなければ、写真を送ってくれると嬉しい。

　では、また手紙を送る。

　ニーラムザールより、お前の活躍を願っている。

〝アサドより〟




　文面を通してアサドの優しさがじんわりと京司に伝わる。中々本心を口に出そうとしないアサドではあるが、手紙となると書きやすいのか。書いてある内容は気恥ずかしいものばかりで、耳まで赤く染まっているような気がした。

　頬が熱い。京司は着慣れた藍の和服の襟もとに風邪を入れながら、それでもすぐに手紙をしまってしまうのは勿体なく眺めていると、ガラリとアトリエの引き戸が開く音がした。

「茶がはいったぞー」

　緑茶の入った湯のみ二つ分が乗ったお盆を片手に、嘉成が部屋の中に入ってくる。

　京司は慌てて手紙を袂に隠した。嘉成には、ニーラムザールでアサドと抱き合っているところを見られているから、当然自分とアサドの関係を知っているはずだ。今更、手紙一つでうろたえる必要もないとは思うのだが、やはり気恥ずかしいものは気恥ずかしい。しかし、嘉成は目敏く気付いてしまったらしい。

「お前……今何か隠しただろ？」

「何も……」

「嘘つくなよ。白状しろってー」

　湯のみを盆ごと近くにある机の上に置くと、嘉成はにやにやと笑いながら京司に詰め寄る。京司は、楽しげな嘉成から後退りしながらアサドにどう返事を書こうかと、そればかりを考えていた。




「京司、お前顔にやけてるぞ」

「煩い、放っておいてくれ」
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　京司がニーラムザールから去り、やっと半年が経過したくらいだが、アサドの京司に会いたい気持ちは既に限界まで膨れ上がっていた。

　今、アサドは自室で書類と向かい合っているのだが、京司のことが気になって仕事にも身が入らなくなってしまっていた。自分でも思っていた以上に京司に惚れているらしい。自嘲的な笑いが口元に浮かぶ。

　老朽化した孤児院の改装に関する資金繰りや、雇用の捻出に関する資料が机に散らばる中。アサドは手にしていた一枚の書類を机の上に放り出した。

　まったくもって、頭が痛い。叩けば叩くほどイウサールは埃が出てくるような男で、その上顔も広いときているから急進派の息のかかった人間はアサドが想像していた以上に多く、その上厄介な人物ばかりだ。

（これは、……上を殆ど変えてしまう必要がありそうだ……）

　アサドの口から重たいため息が零れる。上をすげ替えた時に起こる混乱や、すげ替える際の人選を考えると頭が痛い。

　ギッ、と椅子を軋ませて、アサドは疲れた表情で天井を仰いだ。すると、コンっと扉がノックされる音がして『アサド様、手紙が届いております』とバハルの声が聞こえた。

『入れ』

　椅子に凭れたまま短くアサドが言うと、部屋の中にバハルが入ってきた。音を一切させず、滑らかにカンドーラの裾を捌きながらアサドの机の前まで歩いてきたバハルは、小さな真白い封筒をアサドに差し出した。

『誰からだ？』

『佳山様からでございます』

『何？　キョウジからか!!』

　愛する人の名前を聞いた途端に、アサドはバハルからひったくるようにして封筒を受け取っていた。机の上のペン立てから銀のペーパーナイフをとり封をあける。中から取り出した紙からは、ふわりと絵具の匂いが香った。

　真白い紙に、達筆な流れるような文字。どうやら、京司は字も上手いらしい。アサドにとっては、読みづらいことこの上ないのだが、そこは愛の力がなせるなんとやら、なのか。

　たどたどしく、ゆっくりとアサドは京司の字に目を通し始めた。




〝アサドへ〟

　手紙、ありがとう。凄く嬉しかった。俺は、元気に、相変わらず朝から晩まで作品の制作に追われているよ。

　アサドも、きっと仕事が忙しいんだろう？

　無理だけはしないように、気を付けてほしい。

　それと、ニスルとは上手くやっているかな？

　兄弟なのだし、仲が良いに越したことはないよ。ニスルも、アサドのことを大事に思っているだろうし、それだけは分かってやってほしい。

　ああ、そうだ。俺が髪を切ったことをどこで知ったのだろうと疑問に思っていたんだけど……。カマルから聞いたんだろう？

　嘉成が言ってたよ。カマル伝手でアサドから〝俺の近況を知らせるように〟と頼まれてたんだって。最初聞いた時は、なんでカマルと嘉成が……って驚いたけど、メル友になったらしいな。あの二人。

　喧嘩ばかりしてたから、仲が悪いのかと思っていたんだけど、実は仲がいいからこそああやって喧嘩ばかりしてたのかもしれないな……なんてことを、今更ながらに思ってるよ。

　色々と書きたいことはあるけれど、仕事が忙しい中では長々とした手紙は迷惑になるだろうしこの辺りで止めにしておくよ。くれぐれも、健康管理には気を付けて。また、手紙を送ります。

　追伸

　ここに書くのは躊躇われたから、同封の写真の裏を見てほしい。

〝京司より〟




　追伸と書かれたその下の一文に従うように、アサドは封の中から写真を取り出した。

　写っていたのは、アサドが頼んでいた髪の短い京司の姿。写真は撮られ慣れていないのか、目線がどことなく泳いでいて、引き結ばれた口元が京司の緊張感をそのまま表している。あの手触りのいい、絹のような滑らかな髪は肩につくかつかないか、くらいの長さでバッサリと切られていた。

　非常に惜しいと思いつつも、髪の短い京司の新しい魅力に、アサドは唇を緩ませた。

　暫く写真を眺めたあと、アサドは満足そうな表情で写真を裏返した。

『なッ……』

　思わず絶句するアサド。その顔は、珍しく頬が真っ赤に染まっていた。

『どうかされましたか、アサド様？』

　アサドのおかしな様子にバハルが気付き、側に寄ろうとするが、アサドは慌てて手で〝来なくてよい〟と制止する。

『では、私は外に控えておりますので』

『ああ』

　訝しく思っているだろうにそれ以上追及することなく、バハルが部屋を出ていく。扉の閉まる音を聞き終えたアサドは写真を机の上に置いた。裏返された真っ白なそこに、達筆な京司の字でメッセージが綴られていた。

《愛してる。俺も、早くお前に会いたいよ。》

　手紙にはまったくそんな、愛してるだのといった言葉は書いていなかったのに。思わぬところで京司はアサドの期待を裏切ってくれる。

『これは……反則だろう』

　椅子を軋ませ、天井を仰ぐアサドの顔は赤く染まり幸せそうな笑みが浮かんでいた。




『アサド様。写真をしまって、そろそろ仕事にもどってください』

『断る。あと十分眺めさせろ』
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　それは、アサドが京司の師である金山と対面した日のことだった。

　京司を連れニーラムザールに帰る前にどうしても金山に会う必要があったアサドは、京司に道案内を頼み、都市から少しばかり外れた別荘地として人気の場所を訪れていた。

「ここでいい、すぐに戻ってくるから護衛はいらん」

　そう運転手に告げ、アサドは京司とともに別荘地の入口付近で車を下りた。ニーラムザールの国王となり気軽に外出できる身ではなくなってしまったが、どうしても京司の師である金山とは京司と二人で対面したかったのだ。尚も付いて来ようとする二人の護衛を説得し、アサドは京司と連れたって歩き始めた。

　どうやら、ここに金山は居を構えているらしい。

　低い山にあるが故に辺りは自然豊かで、疎らにログハウス風の屋根が見えるくらいで、あとは青々とした葉を繁らせる木々に囲まれていた。

　この辺りに生える木々は落葉樹らしく、秋になると山間が赤く燃えるように色付くのだとアサドは京司から聞いた。

　紅葉などニーラムザールには無縁のもの故にアサドは興味が湧いたが、それはまたいつかの楽しみにとっておこう。そう思いながら、歩くこと暫し。

「あれだよ、アサド」

　京司がそう言って指差したのは、赤い屋根のこじんまりとしたログハウスだった。

　近付いていくと、こじんまりとしているものの造りのよさが窺え、広々としたウッドデッキまであった。

「アサド、こっちだ」

「ああ」

　京司に案内され、アサドは玄関に向かう。勝手知ったるなんとやら。京司は一時期この家で暮らしていたのだとアサドは聞いたことがあった。

「いらっしゃるといいんだけれど」

「いない時があるのか？」

「ああ、金山師匠は山歩きが趣味なんだ」

　そんなことを話しながら、京司が呼び鈴を押すと、中の方で物音が聞こえた。どうやら、幸運にも在宅中だったらしい。

「まったく、誰だ──なんだ、お前だったのか」

　出てきた金山は京司の顔を見るなり、厳めしい顔つきのその目元にくしゃりと皺を寄せ微笑んだ。

「すみません、師匠。あの、今日は俺の知人がどうしても挨拶したいというので連れて来ました。少しお時間頂いてもよろしいでしょうか？」

　京司の言葉を聞いて、そこでようやく金山はアサドの存在に気が付いたようだ。無言のまま、厳めしい顔付きに戻った金山の視線がアサドに向けられる。

（これは、……用件を言えといったところか）

　金山の表情からそんな気持ちが読み取れた。アサドは真っ直ぐに金山を見つめ返し、口を開いた。

「初めまして、私はニーラムザールという国で国王をしています、アサド・シャムス・ニーラムザールという者です。この度は、ご挨拶に参りました」

「国王？　それに挨拶ってのはどういうことだ？」

　金山が一瞬目をみはる。が、すぐに元の厳しい顔つきに戻ってしまった。

　アサドは気圧された様子もなく落ち着いた表情で口を開いた。

「ええ、キョウジから金山様が父のような存在だと聞いておりましたので。ニーラムザールに戻る前にどうしてもご挨拶させて頂きたくて、こちらに参りました。……私は、男ですがキョウジを愛しています。私の側にずっといてほしいのです。ですから、キョウジを私の国に連れていくことを……どうか、お許し願いたいのです」

　そう言い終えると、アサドは腰を折り深々と頭を下げた。

「…………アンタ、国王なんだろう？　お世継ぎの問題とかはいいのか？　一生、京司だけを愛せるのか？」

　同性同士の恋愛ということもあり、罵倒される覚悟もしていたアサドであったが、金山から返ってきたのは京司を本当に我が子のように思っているからこその問い掛けであった。

　アサドは頭を上げ、真っ直ぐに金山を見た。アサド自身の覚悟が生半可なものではないのだと態度で示したかったのだ。

「ええ、私には弟と兄がおりますから世継ぎについては問題ありません。側室もつくるつもりはありません。一生涯、キョウジ一人を愛し抜きます」

　きっぱりと言い切ると、傍らでやり取りを見守っていた京司の手を確りと握った。

　京司も緊張していたようで、掌がしっとりと汗ばんでいる。

　京司とアサドが静かに金山の反応を待っていると、金山がふぅ、と溜め息を吐いた。

「…………そうかい。なら、二人の好きにすればいい。第一、俺はそいつを育てたつもりはねぇよ、勝手に育っていったのさ。もう充分でかくなったんだ、てめぇの道はてめぇで決める。なぁ、そうだろ京司？」

　ニッと上がる金山の口角に、京司とアサドの顔にも安堵の色が浮かぶ。特に、京司の感激ぶりにはアサドも驚いたほどで、目尻にうっすらと涙を溜め「ありがとうございます、師匠」と何度も口にした。

　まだ言い足りないとばかりに感謝の言葉を口にする京司を、照れた様子の金山が止める。

「よせよ、全く。で、どうすんだ？　上がってくか？」

　顎でログハウスの中の部分を指され、アサドは京司と顔を見合わせた。

　アサドとしては金山ともう少し京司のことについて語らいたいところではあるが、明日にはこちらを発たねばならない。

　しかし、金山の誘いを断るのも惜しい。暫し考えた後、「では、少しだけお邪魔します」とアサドが告げると金山が嬉しそうに笑って家の中へと案内してくれた。

　護衛には「金山の家で三十分ほど過ごす」とだけ連絡した。ニーラムザールでは王が護衛も無しに出歩くなど考えられないが、治安の良い日本ならば狙われることもまずないだろう。

　金山から京司の話を聞いているとあっという間に三十分が過ぎ、アサドは名残惜しく思いながらも金山宅を出た。

「それでは、お邪魔しました」

「ちょっと待て。お前たちに渡す物がある」

　そう言って、金山はログハウスの中へ引っ込んでしまった。

〝待ってろ〟と言われた手前帰るわけにもいかず、二、三分ほど京司と共にアサドが待っていると、一升瓶を片手に持った金山が戻ってきた。

「ほらよ、これ持って行け」

　ズイ、と手にしていた一升瓶を突きつけられ、アサドは反射的に受け取る。深緑の半透明な瓶の中で、チャプンッ、と液体が揺れた。

「師匠、これは……」

「この辺りの地酒だ。水がうまい場所は酒も美味くてな。どうせ発つのは明日なんだろ？　帰って二人で飲むといい」

「え、あ……いや、師匠──」

「ほら、それ持ってとっとと帰った帰った!!　俺は、まだ仕上げなきゃなんねぇ作品が残ってんだよ」

　何か言いたそうにしていた京司であったが、結局金山に遮られ、そのまま押し切られる形で帰ってきてしまった。

　勿論、アサドの手には一升瓶が握られたままだ。

「なぁ、本当に……その、飲むのか？」

　京司の住む小さな一軒家に戻るなりアサドは京司に、そう訊ねられた。

　勿論、と言わんばかりにアサドは頷く。

「金山がくれたのだ、呑まなければ失礼だろう？」

「いや、その……無理する必要はないんだぞ？」

「無理はしておらん。それに、少しばかり興味がある。日本の酒は美味いとバハルからも聞いていたからな」

　アサドとしてはこちらの方が本音であった。自国のニーラムザールでは宗教上の関係で飲酒を禁じているのだが、だからといってアサドが酒に全く興味がないかと問われると、答えは〝否〟であった。

　その上、側に仕えるバハルに「日本の酒は水が綺麗ですから、とても美味しいのですよ」と言われて、以前から興味があったのだ。

　国内であれば王とはいえ重罪だが、外国で少し舐めるくらいなら構わないだろう。それに、日本にまで来ているのにそれを味わわぬまま帰るというのも勿体ない話である。

　それでもまだ心配し渋る京司を「大丈夫だ」の一点張りで、やや強引に説き伏せたアサドは広さ六畳程の畳の上で胡座をかきながら京司が戻ってくるのを待っていた。

　酒だけでは体に悪いからと、京司がツマミを探しに台所へ行ったのだ。

　目の前に置かれた脚の低い卓の上には一升瓶がドン、と置かれ強烈な存在感を放っている。

「お待たせ。漬け物と、あじの干物しかなかったんだけど、いいか？」

「構わん。主役は酒だからな」

　卓の上に切り分けられたキュウリや大根の漬物が乗った皿と、香ばしい匂いをさせるあじの干物を置く。もう一度台所へとひっこんだ京司には二人分の猪口が握られていた。

　トクトク、と音を立てながら酒が注がれていく。京司が一つを自身の手元に、もう一つをアサドの前に置いた。

　アサドは猪口を手に取り、中身をしげしげと眺めた。

　澄んだ水のような液体が、猪口の中で揺れている。匂いも甘い花のようで、とても酒とは思えない。

「……これは、本当に酒なのか？」

「ワインとかとは見た目がまったく違うけど、ちゃんとした酒だって。舐めてみれば分かるよ」

　京司のその言葉を聞いても、アサドは半信半疑で。それ故に、アサドは猪口を口元に運ぶとそのまま口をつけ、一気に口内へと流し込んでしまった。

「なっ!?　あ、アサド!?」

　驚く京司の目の前で、アサドは満足そうにグビリと喉を鳴らす。猪口の中身は既に空っぽだった。

「ふむ……これは、美味いな」

　けろりとした表情で言ったアサドは、空の猪口を京司の方へと突き出した。

「もう一杯注いでくれ」

「いや、駄目だって。これ、アルコール強いんだからな？」

「そうなのか？　飲みやすいし、さして──」

〝強いように感じられぬ〟と続ける筈だったアサドの言葉はフツリと途切れ、糸が切れたように体が畳の上に転がった。

　頭がふわふわとしていて、体が熱を帯びている。アサドはぼうっとした頭で心配そうな表情で駆け寄る京司を見ていた。

（……唇が、美味そうだ）

　喋る度に動く京司の唇に、アサドの熱に浮かされたような蕩けた青色の瞳が惹き付けられる。

　たまらなく、むしゃぶりつきたいような衝動に駆られ。アサドの体は勝手に動いていた。

「う、わっ!?」

　京司の驚いたような声が聞こえ、アサドの腕の中に京司が転がり込んでくる。

　アサドが京司の腕を引っ張ったのだ。

「ちょ、アサド!!」

　狼狽える京司の声が聞こえたが、アサドは京司の唇しか目に入っていなかった。

「ん……んっ……」

「っ!?　ちょ、──んぅっ!!」

　京司が何か言おうとしたが、それはアサドの唇によって奪われてしまう。

　重ねた京司の唇はアサドが思っていた通りしっとりとした感触で、甘美な熱を孕んでいた。

　抵抗し、胸を叩く京司の体をアサドはきつく抱き竦め、口内に舌を侵入させた。

　ヌルリ、と滑る舌同士が擦れあう感触。微かに甘い気がするのはやはり酒のせいだろうか。

（いや、京司自身が甘いのかもしれん……）

　そんな阿呆な考えをぼんやり浮かべながら、アサドは京司のシャツの裾から手を侵入させた。

「ん、んぅっ!!」

　滑らかな肌を楽しむように、アサドは掌で京司の背を撫でると京司はくぐもった声を上げながら体を震わせた。

　つうっ、と腰の後ろ辺りを指先でつつくと大袈裟なほどに京司の体がアサドの腕の中で跳ねる。

　薄々勘づいてはいたが、どうやらここも弱いらしい。

「可愛いな、キョウジ……」

　ようやく唇を離したアサドは京司の耳元でそう囁いた。

　長いキスで息も絶え絶えな京司は、荒い息をこぼす。

「っ、は……、可愛いって……嬉しく、なぁっ!!　やめ、んんっ!!」

　ビクンと京司の体がアサドの腕の中で跳ねた。

　アサドが京司の服を胸元までたくし上げ、胸の尖りを指の腹で転がし始めたのだ。

　赤く凝る小さな実をアサドはクリクリと捏ねる。ここもまた、美味しそうに熟れアサドを誘惑するのだ。酒に理性を蕩けさせられたアサドがその誘惑を振り切れるはずもなかった。

「赤く熟れて……果実のようだな……っ、ん」

　パクリと薄い胸の肉ごと口内に迎え入れ、アサドは京司の胸を吸った。

「なっ、やめっ──ぅ、あっ!!」

　子を生んだ女性のようにそこから母乳が出るはずもないのに、アサドはチュル、と音を立てて京司のそこを舐めしゃぶった。

　時折、歯を軽く立てると面白いほどに京司の体が跳ねる。

　そうして、アサドがようやく満足して唇を離した頃には、京司のそこは赤く腫れたようになっていた。

「も、いい……だろ？　っ、酒なんて飲むから……」

　解放されたと思ったらしい京司はアサドの腕の中から逃げようとするのだが、それを簡単に見逃すほど今のアサドには理性も余裕も残っていなかった。

　既にキスと胸への愛撫で勃ち上がりズボンの布地を押し上げていた京司のそこをアサドは掌で包み込んだ。

　京司の抵抗を片手で押さえ込み、あいたもう片方の手でズボンの前を寛げると平均的な大きさの京司のペニスが勢いよく飛び出してきた。

　熱く脈打つそれをアサドは握り、ゆっくりと上下に擦る。その度にアサドの手の中で京司のペニスが跳ね、鈴口から透明な蜜を溢れさせた。

　ここまでされると京司としても、もう諦めたのか。京司の抵抗は徐々にに弱まっていき、かわりに甘い声が溢れるようになっていた。

（ああ、どこもかしこも可愛い……）

　自身の腕の中で乱れる京司の姿にアサドはそんなことを思っていた。愛しくて愛しくて。腕の中に閉じ込めてしまいたいとは、まさにこのことを言うのではなかろうか。

　京司に触れているだけで、アサドとしても気持ちがよくて。先程からアサドのズボンの前も痛いほどに張り詰めてしまっている。

（ニーラムザールに帰ってから、嫌というほど可愛がろうと思っていたが……これは、我慢できんな）

　いや、我慢しようと考えていた自分がバカだったのだ、と僅かに自嘲めいた笑みを口元に浮かべたアサドは京司のズボンを脱がせるとベッタリと手に付着した京司の蜜を双丘の奥──慎ましく閉じる後孔に塗り込め始めた。

　前から掬いとっては、浅く入り口を解すように指を挿入し、すぐに抜け出ていくを何度も繰り返す。

　二年の歳月何も受け入れなかった京司のそこは処女のようにきつくアサドの指を拒んでいたが、根気強く慣らしているとようやく以前のような柔軟さを見せ。突き入れたアサドの指を悦ぶかのような蠢きをみせるようになった。

「も、……アサ、ド。焦らす、なっ……あっ!!」

　甘える京司の声に限界をとうに越えていたアサドは「痛くしたら、すまない」と短く言うと、ズボンの前を寛げ雄々しくそそり勃つペニスを取りだし、京司の後孔へと宛がった。

　グッ、と腰を押し付けると、アサドの先が京司の後孔の縁をミチミチと押し広げていく。

　久々のアサドのモノはやはり大きかったらしく、京司の額に汗がびっしりと浮いていた。

「すまない、キョウジ……我慢出来ん」

　眉根を寄せる京司の額にアサドは唇を落とした。

「大、丈夫だから……っん、俺も……アサドに、抱かれたい──っあ、あ!!」

　苦し気に喘ぎながら、懸命にアサドを受け入れようとする京司に、アサドの中の何かが振り切れた。

　無理矢理腰を押し進め、狭い中をアサドのモノで押し拓いていく。グネグネとうねる内壁は熱く、中を埋めてくれるものを待ちわび歓喜しているようでもあった。

「っ、お前の中は……やはり、熱いな……。この熱さと、感触……そして、お前の可愛い泣き顔と、甘えた声を思い出して、何度自身を慰めたことか……っ」

「ひ、ぁあ……っ、や……」

　吐露する必要はなかったのかもしれないが、酒のせいで浮かされた思考ではそんな考えも回らなかった。

　離れていた二年を埋めるように、アサドは京司を強く掻き抱き、中を剛直で掻き乱す。

　一突きするごとに、馴染んでいく中はアサドのモノを絶妙な締め付けで奥へと誘う。

　ガツガツと余裕のない動きで、媚肉を掻き回すと京司の喉から悲鳴に近い喘ぎが上がった。

　下を見ると、挿入の痛みで萎えていたはずの京司のペニスも既に硬さを取り戻し、突き上げる度にアサドと京司の腹の間で揺れていた。

　グチュグチュと律動の度に卑猥な音がする。

　情交特有の濃い淫蕩な匂いが部屋に満ちる中、「ひぁ──あぁ、ああっ!!」と京司の喉から甘い絶叫が迸る。

　京司のペニスから白濁が吐き出され、ベッタリと二人の腹部を濡らす。

「っ、愛してる……ずっと、お前だけだ……く、ぅ……」

　半ば意識の無いような京司の弛緩する体を抱き締め、アサドは愛の言葉を囁くと、自身もまた京司の最奥で白濁を迸らせた。




「…………金輪際、アサドは酒は禁止だな」

「っ、悪かった……反省しているから。耳元で喋らないでくれ……頭痛がするのだ」

　畳の上に寝転ぶ京司に睨まれ、アサドは痛む頭を押さえながら素直に謝った。

　京司と久々の情交をした後、どうやらアサドはそのまま畳の上で突っ伏して寝息を立て始めたのだと京司から聞かされた。そうして、そのまま一度も起きることなく朝を迎え、京司に叩き起こされたわけだが。どうにも、ズキズキと頭が痛んで仕方がない。

　それを京司に伝えたところ、呆れ顔で返されたのは「それ、二日酔いだな」とのことだった。

　そうして、今に至る。

「まさか、一杯でああなるとは……。お前を抱いたのは覚えているが、何を言ったかまではっきりと思い出せん……」

「だから止めろって言ったのに」

「いけると思ったのだがな」

　まさか、アサド自身こんなにも酒に弱いと思っていなかっただけになんとも情けない。

　項垂れるアサドは、二度と酒を呑むまいと誓うのだった。




「……余計なことを口走っていた気がするのだが」

「き、気のせいだって（〝自慰の時に俺を思い出してしてた〟なんてアサドが口走ってたって言えるはずない……）」
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　常に渇いた大地と灼熱の太陽に晒されるニーラムザールに居ては、七月に入った実感などあるわけもない。京司は今日も今日とてカラリと晴れ渡った空を窓際に置いた椅子に凭れながら見上げ、ふと母国を懐かしく思っていた。

　手元では暇潰しにと読んでいたニーラムザールの近代史について書かれた本が、風にパラパラと頁が捲られていく。

　外の天気に気をとられるまで読んでいたのだが、これでどこまで読んでいたのか分からなくなってしまった。

　まあ、一度読んでしまった本だから大して問題にはならない。それよりも、外の……母国のことが気になった。

　今頃、日本はどんな空模様なのだろうか？

　まだ、梅雨時期の曇った鈍色をしているのだろうか。それとも、高い青空に真っ白な雲が浮かぶ、夏らしい空なのだろうか。

　ああ、そう言えば七夕を少し過ぎた頃だ。天の川はきちんと見られたのだろうか。

　そんなことを考えながら、ぼんやりとしていたから、部屋の扉が開きアサドが入って来たことに気が付けなかった。

「キョウジ、何をしている？」

「っ!?」

　後ろから唐突にかかった声に京司は驚き、手元の本を取り落としてしまう。

「すまない。驚かせてしまったみたいだな」

　京司の足元に落ちた本を、アサドの長い指が拾い上げた。

　そうして、チラリと本に目を落としアサドは口元にゆるりと笑みを浮かべる。

「勉強熱心なのだな？」

「まあ、ね。それに、新しいことを知るのは面白いから」

　アサドから本を受け取りながら、京司は笑った。

　こちらの言葉を勉強する上で子供向けの絵本などを教本としていたのだが。読めるようになってくると、元々読書好きであったのが高じてこういった史書にも手を伸ばすようになっていた。

　幸い、この宮殿にある書庫は大きく、全てを読み終えるにはあと何十年もかかりそうである。

「それで？　今日は、どうしたんだ？」

「なんだ？　用がなければ来てはいけないのか？」

　クスクスと笑みを溢しながら軽口を叩き、じゃれ合う。ふわりと後ろからアサドに抱き締められ、京司の鼻孔をシトラスの香りが擽った。アサドが甘えたように肩口に顔を埋めてきたのだ。

　アサドが動くたびに、京司の首筋にアサドの柔らかい髪の毛が触れ、くすぐったい。

　京司は、アサドの髪の毛に指を通しながら「冗談だよ。アサドなら、いつでも歓迎する」と、囁いた。用があろうと、無かろうと。今の京司がアサドの訪問を拒むはずがない。

　すると、アサドがそれまで埋めていた顔を上げ、不意をついて京司の頬へと口付けてきた。

　熱く、柔らかい感触がした。本当に触れるだけの、ごくごく短い口付け。

　そうして、チュと軽い音を立てながらアサドの唇が離れていく。

　京司は、突然のことで目を頻りに瞬かせ。そうしてたっぷりと十秒ほど経った頃、じわじわとキスされたのだと実感が湧き頬が熱を持つ。これよりももっと濃厚な触れ合い、交じり合いだって経験済みだというのに。いまだに、慣れることが出来ない。

「な、っ……」

　京司は、酷く熱く感じる両頬を手で押さえながらアサドの方へ振り返った。

「い、いきなりは心臓に悪い」

　まあ、〝キスする〟と宣言されても、それはそれで恥ずかしいのだが。しかし、不意打ちよりは心の準備が出来る分、遥かにマシである。

「すまない。しかし、キョウジが可愛らしいことを言うから我慢が出来なかった」

　さらりと言われてその言葉に、京司はまたむずがゆい気持ちになった。ニーラムザールで共に暮らすようになってから、アサドの京司に対する猫可愛がりは日に日に酷く甘くなっていっている。それこそ、出会った当初の頃では考えられないような変わりっぷりだ。

（それでも、悪い気がしないんだから俺も重症だよな……）

　いつまで経っても、そういう甘い言葉や好意を示す行為が恥ずかしいのは変わらない。が、それでもアサドに甘えられるのも、甘やかされるのも心地が良く。好きだと思ってしまっている時点で、京司も昔とはだいぶん変わってしまった。

「それはそうと、今日は会議があるって言ってただろう？　行かなくてもいいのか？」

「ああ、それが今日呼び出して話し合う筈だった大臣が、旧急進派の人間だということが分かってな。それでも会うと言ったのだが、カマルに止められたのだ。今は私の代わりに、カマルが相手をしている」

「なるほど。それで急に暇になったってわけなのか」

　てっきり、今日は夜までアサドに会えないと思っていただけに、嬉しさが込み上げる。京司の唇に、笑みが乗る。今日は一日読書をしていようと思ったが、アサドとの時間の方が大事である。

　京司はアサドの腕の中からするりと抜け出す。そうして、本を棚の方へ戻すため椅子から立ち上がった。

「で、このあとの予定は？」

　京司自身が買った素朴な本棚に、一先ず本を戻しながらアサドに尋ねる。アサドのことだ、今日もこの後に予定が詰まっているのだろう。そう、踏んでいたのだが。アサドから返ってきたのは意外な答えだった。

「今日は、この後の公務もない。久々にお前のためだけに、時間が割ける」

　アサドの言葉と気持ちは嬉しいのだが、京司はここのところアサドがずっと忙しくしていたのを知っている。

「休まなくてもいいのか？　ここのところ、ずっと忙しそうだっただろう？」

「今は休息よりも、お前との時間の方が欲しいのだ」

　そう本人に言われてしまえば、これ以上言うことも出来まい。それに、なにより京司もアサドと共に過ごせるのは嬉しかったかったのだ。

　それから、二人で部屋を出て。公用車に乗り二時半ほど走った。

　車窓の景色から街並みが消えた頃、今度は駱駝に乗り換えた。護衛がいるためアサドと二人きり、とは言えないが駱駝の背に揺られ、荒涼とした風景の中を進んでいた。

　目の前には大きな砂の海がどこまでも広がり、砂以外の色味といえば疎らに生えた、枯れているのか分からないような見た目の緑だけだ。乾いた風が吹くたびに、細かい砂粒が舞い上がる。

　それを、京司は駱駝の背の上から見ていた。

「初めて来た砂漠はどうだ？」

　京司の背後から、アサドの声が聞こえた。

「あ、ああ。さっきから感動しっぱなしだよ」

　そう答え、京司はひたすら風景ばかりを眺めていた。が、風景を楽しんでいるわけではなかった。

　砂漠の交通手段として駱駝がポピュラーであることは京司も知っていた。駱駝の背から見る風景を楽しみにしていたのだが、馬にも乗ったことない京司が駱駝に乗れるはずもなかった。結局、アサドと相乗りすることとなり、アサドの前に座っているのだが、京司の背にアサドの厚い胸が当たる上、筋肉質な腕が京司の腰に回されてしまっているせいでドキドキして風景を楽しむどころではないのだ。

「ここは夕暮れ時が一番美しいのだ。本当は、それを見せてやりたかったのだが、安全が保障できないと警備のものから止められてしまってな……。すまない。お前にはだいぶん窮屈な思いをさせている……」

「そんなこと、気にしてないって。俺は、夕日よりも、今の頭上の太陽の方が好きだよ」

　心底残念そうな声を出すアサドに答えた京司のその言葉は、本心だった。と、いっても太陽はただの〝太陽〟ではなく〝獅子王〟又は〝太陽王〟と称されるアサドであるのだが。それを京司が、面と向かってアサドに言えるわけがなかった。

　やがて、駱駝のゆったりとした歩調で揺られ。どれくらい時間が経った頃だろうか。京司とアサドを乗せた駱駝は、同じく駱駝に乗った護衛を三名ほど引き連れて、小さなオアシスへと辿りついていた。

　実際は、小一時間も経っていないのであろうが、緊張やら恥ずかしさやらで身を強張らせていた京司には倍以上に感じられ。ようやく駱駝から降り、砂上に足を下ろした時は疲労やらなんやらでフラフラになっていた。

（つ、疲れた……）

　駱駝の相乗りなど、心臓に悪すぎる。常に抱きしめられたような格好のままなのもそうだが、ピタリと体がくっついたまま。ことある毎に耳の後ろで囁かれたりすると驚きのあまり、口から心臓が飛び出るのではと思ったほどだ。

　あのまま駱駝に揺られ続けていたら、そのうち耐え切れなくなって真っ赤な顔をして駱駝の背から転げ落ちていたに違いない。

　そうなる前に、目的地に着いて本当によかった。京司はそんなことを思いながら、内心胸を撫で下ろした。

　と、アサドが何やら護衛の男達に指示を出している声が京司の耳に届いた。

『パラソルはそこの水辺近くに立てておいてくれ。あとは、敷物も頼む』

　アサドの言葉は全てアラビア語であったが、今の京司には殆ど聞き取れた。

　どうやら、ここで暫く過ごした後に帰る、という行程らしい。

　アサドの指示通りの場所に立てられた大人二人が入っても十分に余裕のあるパラソルの下に、アラビア紋様の美しい絨毯が敷かれ。あっという間に、簡易的な休憩所が設けられてしまった。

「パラソルなんて、よく運んできたな……」

「駱駝は、物を運ぶにも丁度よくてな。徒歩で来ていたならば、とてもではないがこうはいかん」

　京司はアサドの言葉に、苦笑いを返した。

　まあ、確かにそうだろう。ただでさえ足を取られる砂地の上を、重いパラソルや敷物を担いでここまで来るとなると一体どれだけの時間と労力がかかることだろうか。考えただけでも、ぞっとする。

　しかし、帰りもあの駱駝の背の上で緊張の時間を過ごさなければならないのも、つらいのだが。

（仕方がない、よな……）

「ほら、キョウジ。こちらに来てみろ」

　そう言って、パラソルの傍に立っていた京司の手をアサドが引き。水辺へと誘う。

　ほんの五分もすれば周囲を周りきれてしまうほど小さな池の周りには、砂漠では見られなかった瑞々しい緑色をした草が地面に茂っていた。

　背丈の高い、ヤシ科に似た木々も疎らであるが立っていて、そこに先ほどまで京司達を乗せ、ここまで運んできてくれた駱駝達が紐で繋がれている。

　アサドの指示なのか。護衛の男達は、気が付くと京司の視界から姿を消していた。きっと、京司から姿の見えないところで周囲を見張っているのだろう。

　辺りを一通り見渡した京司は、今度は池の中を覗き込んだ。

「うわ……すごいな」

　京司の唇から滑り出ていたのは、そんな言葉だった。

　そんなに深くはないのだろうが、それにしても底まで綺麗に見える透明度。その中を、どこからやってきたのか分からないが小さな魚達が群れを成して泳いでいる。

　体長五センチメートルほどもない、小魚。体には赤い線が頭から尾まで真っ直ぐに入っていて。それが群れを作ることで様々な形を作り出す光景は、まさに神秘的であった。

「この魚はな、この時期にしか見られぬのだ」

　京司の隣に立ち、同じように池の中を覗き込みながらアサドが呟いた。

「？　どういうこと、なんだ？」

「先月はだいぶん雨が降ったからこうして水がある。が、ここはこれから先の季節雨の量が更に少なくなると干上がってしまうのだ」

「え？　それじゃあ、この魚はどうなるんだ？」

　まさか、このまま枯れ行く池と運命を共にするのだろうか。そう思った京司だが、アサドの言葉にはまだ続きがあった。

「その魚達は、水が干上がっている間は乾燥した卵の状態で過ごすのだ。そうして、雨季になり。再びここに水が満ちると、卵が孵化する。短い期間で成長した魚達は、パートナーを見つけ次代の命を残してから消えていく。そういった生態なのだそうだ」

　そう締めくくり、アサドは池の中に手をそっと差し入れる。小さな波紋に怯えた小魚達は、散り散りに逃げていってしまった。

「……なんだか、不思議で綺麗だけれど。悲しいな」

　小魚達が先ほどまで群れていた場所を見詰めながら、京司はそう溢す。次代に命を繋ぐためだけに生きて、そうして死んでいく。それは、この場所の魚達にとっては当たり前の営みなのだろうが、やはり寂しいと感じてしまうのは京司が人間だからかもしれない。

「そうだな。孵化するまでの時間は長いが、孵化してからの時間はあっという間だ。だが、この魚も人間も。生きるのに懸命であることは、さして変わらん」

　感傷に浸る京司の耳に、アサドのその言葉は深く響いた。

　確かに、そうだ。与えられた生を懸命に生きるのは、人間である京司も魚も、一緒だ。たとえ、京司がアサドのために次代に何かを繋げられないとしても。京司が懸命に生きている、或いは生きていたことは、何一つ変わらない。

「思いがけず、深い言葉を聞いたよ」

　同じ様に京司も池の中に手を差し入れながら言った。ヒヤリとしたのは一瞬。思った以上にぬるい池の水温に、ここの魚達が懸命に生きていることを実感した。

「殆どが、受け売りだがな。お前の心に少しでも届いたのならば、話した甲斐があるというものだ」

　そう言って、小さく口角を持ち上げたアサドが立ち上がる。そうして、水気を切るように手を振ると、今度は京司の手を掴み引く。

「ほら、日陰に行くぞ。あまり長く日差しに当たっていると、お前の白い肌が焼けてしまう」

　京司は、アサドに手を引かれるまま立ち上がり、パラソルの影へと入った。履物を履いたまま敷物に上がるアサドに倣い、同じ様に上がるとそうするのがまるで当然であるかのように。自然にアサドの隣へと、腰を下ろしていた。

　そういえば、以前市に行った時も日焼け止めを忘れたが、屋台や店の屋根の下を選んで歩いていたからそこまで焼けることはなかった。しかし、それで油断したのか一週間ほど前に外出した際、またも日焼け止めを塗り忘れ、その上時間も忘れてスケッチに没頭したせいで皮膚が真っ赤に焼け腫れてしまったことがあったのだ。その時は当の本人よりもアサドの方が心配していた。それだけ大事にされているのだと思うと、なんだか嬉しいようで恥ずかしくもある。京司は、砂漠の暑さとはまた違った暑さで火照った頬を空いた片手で押さえながら左隣のアサドを見た。

　今日は、ゴトラを外しているため、金色の艶やかな髪が乾いた砂漠の風で麦畑を思わせるように豊かに波打っている。オアシスの先、永遠に続くのかとさえ思うほど雄大に広がる砂丘を見つめる瞳は、穏やかな大海の色をしていた。いつ見ても、アサドは綺麗で。しかし、決して飽きることがない。というのも、彼を知れば知るほどに知らなかった一面が顔を覗かせるからである。

　事実、初めて出会った時よりもアサドは笑うようになったし、初対面の頃では考えられないほどに京司に甘えてくるようにもなった。今だってそうだ。王である時のアサドは威厳があり、厳しい顔つきをしている。が、今京司の隣にいるアサドは心底リラックスした様子で、口元には微笑みさえ浮かべていた。

「ん？　どうかしたのか？」

　京司の視線に気が付いたらしいアサドが、柔らかい声で尋ねてくる。

「いや、なんでもないよ。それより、少し絵を描いてもいいかな？」

「ああ。もとよりそのつもりで来たのだしな。好きにするといい」

　アサドの承諾を得た京司は、それまで背負っていた麻布の簡易バックの中から鉛筆や木炭、それに練り消しやスケッチブックを取り出す。そうして、スケッチブックのまだ真白いページを開くと、とくに題材を決めることもなく自由に鉛筆を走らせ始めた。

　先ほど目にした小魚達が紙の画用紙の中を泳ぎ回る、幻想的なものを描いた隣には、のどかに駱駝が草を食む姿が描かれていたり。雄大な砂丘の様子が描かれているかと思えば、次のページにはオアシスに生える小さな草花が可憐に描かれていたり。一貫性はまったくないのだが、そこが京司らしさとも言える。

　そうして、時間を忘れスケッチに没頭し、一冊の半分ほどを埋めてしまう頃。京司の左肩が重いことに気が付いた。

　左隣には、アサドがいるはずだが。一体どうしたのだろうか？

　そう思い、スケッチブックから顔を上げ隣を見た京司は「あ……」と、小さく声を上げていた。

　整った綺麗なアサドの顔、それが瞳を閉じて京司の肩に凭れ掛かっていたのだ。唇からは、静かな寝息が聞こえ、和らいだ表情は幾分か幼くも見える。

「やっぱり、疲れてたんだな……」

　オアシスといえども砂漠の、しかもこんなに不安定な場所で眠ってしまうくらいだ。彼は疲れていないと言っていたが、やはり、相当疲れていたのであろう。

　遠慮せずに言ってくれればよかったのにと思うが、それを隠してまで自分との時間を選び取ってくれたことが京司にはたまらなく嬉しかった。

　王宮に戻れば、アサドに待っているのはまた目の廻るような忙しい日々だ。それならば、せめてこの時くらいはゆっくりとしてほしい。そうして、この重みを受け止めるのは自分であってほしい。

　そう思いながら、京司はスケッチブックの新しい一ページを開く。勿論、描くものは決まっていた。

「起きた時、どんな表い情ろを見せてくれるんだろう」

　そうして、京司の手は滑らかに。楽しげに動き出した。
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　その日のニーラムザールも一日中穏やかだった。

　王宮内に根深く巣食っていた急進派の人間達を一掃して二年ほど経ち、一時期に比べてアサドの仕事は落ち着きを見せている。

　二年前は眠る時間すらないほどに慌しかったのだが、今はゆっくりと京司との時間をとれるまでになっていた。

　今日も、午前中だけ公務をこなし、午後からは京司のために時間を空けたのだが。元々出無精な上にニーラムザール内で開く初の作品展間近とあれば、京司が部屋から出るはずも無い。仕方なく、アサドは京司の背後にぴったりとくっついて京司が作品を仕上げていくのを眺めていた。

　しかし、アサドが京司に抱きついているだけで満足するはずも無い。結局、そのままなし崩しに京司を美味しく頂いたアサドは、つい先ほどまでベッドの中で怒る京司を宥めていたのだ。

『それで？　一体、何の用だ？』

　軽くガウンを引っ掛けただけの上半身にスラックスを穿いた姿で、アサドは面倒くさそうな表情を目の前の人物に向けた。

『そんなツンケンするなよ。ほら、俺たち兄弟だろ？　もっと仲良くしようぜ』

　廊下の大きな窓から半身を乗り出すように空を眺めていたニスルが、ニッと口角を上げて言う。

　アサドは異母兄の奔放さに頭痛を感じ、額を押さえた。

　そもそも、アサドは先ほどまで確かにアサドの自室──それもベッドの中で京司の隣に寄り添い、怒り疲れて眠ってしまった京司の寝顔を堪能していたのだが、唐突に部屋に訪れたニスルによってそれは邪魔されてしまったのだ。

　その上、大事な話がしたい、とニスルに言われ廊下に出てきたわけだが、当のニスルは話し始めるどころか、呑気に月見を楽しんでいるではないか。

　これには、アサドも怒りを感じずにはいられない。

『和解はしたが、仲良くする気はない。それより、早く用件を言わぬなら、部屋に戻らせてもらうぞ』

　アサドが苛立ち混じりにそう言うと、ニスルが飛びつくようにアサドの肩を両手で掴んできた。

『待てって。あー、俺が悪かったから。だから、まだここにいてくれ』

　呑気さから一転。慌てた様子で引き留めるニスルの姿に、アサドは踵を返しかけていた体を戻した。

　アサド自身とても癪ではあるのだが、和解してからというもの、どうも異母兄に甘い気がする。しかし、ニスルがこうも慌てる姿は珍しくもあり、それ故に酷くアサドの興味を引くのだ。

『……別に構わんが……、それより手を離せ。同じような体格のお前に肩を掴まれたままでいるのは、気持ちが悪い』

『あっ、悪ぃ』

　その時になってようやく近すぎる距離に気がついたのか、今にも鼻頭がぶつかりそうなほどに近かったニスルの体が、パッと離れていく。

　アサドは、ニスルに掴まれていた肩の部分を手で払いながら口を開いた。

『話とはなんだ？』

『いや……それが、……その……』

　アサドの問いに、ニスルは口をまごつかせる。普段ははっきりとものを言う男であるだけに、そのニスルの様子はアサドの中で引っかかった。

　これは、恐らく何かある。それも、相当に言いにくいことに違いない。

　そう思ったものの、体格のさして変わらない大きな男がもじもじとしている姿を目の前で見せられているアサドとしては堪ったものではない。

『……要領を得んような話し方をするな。男ならはっきりと言え』

　アサドが苛立った声を上げる。と、ニスルはようやく話し始める気になったのか、後頭部を片手でワシャワシャと掻き混ぜ、観念したように口を開いた。

『あー、ほら……お前等は上手くいってるだろ？　だから、参考として聞いておきたいっつーか……』

　言いたいことの大部分が故意に省かれてしまっているが、長年の付き合いからアサドにはニスルが言いたいことが分かった。

（というよりも……、隠せていると思っている辺りが、我が兄ながら鈍いな）

『バハルのことか』

　アサドがすっぱりと言い切る。その瞬間、ニスルは〝何故分かったんだ〟とでも言いたげな表情を浮かべた。やはり、アサドの読み通り、バレていないとでも思っていたらしい。

『お前がバハルを好いていることくらい、とうの昔に知っている。勘のいい人間ならば、すぐに気がつくだろうな。まぁ、本人はお前と同じく鈍いようだが……』

『えっ、あ……えーと。……そうなのか……』

　分かりやすく落胆するニスルに、アサドは溜息を吐きつつ肯定の意の頷きを一つする。

　ニスルがアサドと和解してからというもの、ニスルはことあるごとにバハルの目の前に現れ、言葉を交わすようになった。それだけならば、誰もニスルがバハルを好いているなど勘繰ったりはしないだろう。が、事務的な受け答えをするバハルにめげもせず、毎日会話をしに来るニスルのその甲斐甲斐しいまでの姿を見ていれば、相当に鈍い人間以外は気がつくというもの。

（まぁ、その鈍い人間が相手なのだから、多少同情はするが……）

　あの様子では、バハルがニスルの気持ちに気がつくのは何か切っ掛けがないと無理かもしれない。

『で、何が聞きたい？　言っておくが、参考になるようなことは一つもないぞ』

『そう言うなって。ほら、ここは俺を助けると思ってさ』

　そう言って、ニスルが顔の前でパンッ、と両手を合わせる。

　アサドとしても、ニスルに頼られるのは満更でもないのだが、問題が問題であるだけに渋い顔をしたまま口を開いた。

『お前がバハルに気持ちを伝えんことには何も始まらん。それは、お前も分かっているのだろう？』

　アサドが尋ね返すと、ニスルの視線が明らかに泳いだ。そうして、拗ねたような声が返ってくる。

『そりゃ、……分かってるけどよ……。つーか、この話題は置いておこうぜ。な？　それより、お前から見て、バハルと俺って上手くいきそうか？』

　話を逸らそうと必死なニスルに、アサドはフン、と鼻を鳴らした。

『知らん。そもそも、あれはまだお前のことを嫌ったままだ。そこをどうにかせぬ限り、無理だろうな』

　きっぱりと言い切ると、ニスルが項垂れた。どうやら、アサドの正論過ぎる正論に打ちのめされているようだ。

『……、人が気にしてるとことをはっきりと……。まぁ、その通りなんだけどよ……』

　大きな背を丸め、床に視線を落とすニスルのその姿は見ているアサドまで陰鬱な気分にさせられるようで、正直鬱陶しい。

　アサドは、項垂れたままのニスルの後頭部に冷ややかな視線を降らせる。

『事実を言われたくらいで落ち込むな、鬱陶しい。大体、ことの原因は全てお前にあるのだぞ』

　アサドの声に、ニスルはハアァ、と深い溜息を溢す。『分かってるって』と力なく答える辺り、彼自身もその自覚があるようだが、行動が伴わなければ意味が無い。

　発破をかける意味でアサドは腕組みをしたまま、難しい表情で厳しい言葉を口にする。

『ならば、さっさと動くか、それとも諦めるかしろ。見ていて鬱陶しいのだ』

　辛辣なその言葉に、ニスルは項垂れたまま笑った。

『ひっでぇ……。お兄ちゃん、傷ついたんだけど』

『気持ち悪いことを言うのはよせ。見ろ、お前のせいで鳥肌が立っているではないか』

　片腕をニスルの方に突き出すと、月明かりの中でも褐色の肌の表面に鳥肌が立っているのがはっきりと見て取れた。

『擦ってやろうか？』

『いらん。寄るな、触るな』

　パンッ、と乾いた音が響く。アサドの片腕に触れるはずだったニスルの手を、アサドが容赦なく叩き落とさしたのだ。

　叩かれた手をフラフラと揺らすニスルから、アサドは距離を取る。京司こそが唯一の例外であり、それ以外の同性には触れようとも思わないし、例え兄弟であろうと触れられるのも嫌だ。

　渋い顔のまま、中々鳥肌の治まらない腕を擦り、アサドは踵を返す。

『話がこれだけならば、私は部屋に戻るぞ』

　歩き出す前にそう言うと、今度はニスルは引留めることはなかった。恐らく、ニスルの話も終わりなのだろう。

『あー、うん。急に呼び出して悪かったな』

　アサドと京司の時間を邪魔をしたという自覚がニスルにもあるのか、バツの悪そうな声がアサドの背後から聞える。

　そのまま去ろうとしていたアサドだったが、ほんの少しばかり気が向いた。上半身だけ振り返り、ニスルを見据える。

『……一つ、忠告しておいてやろう。早目に動かねば、後悔するぞ。特に、これからお前やカマルの前には多くの婚約の話が舞い込んでくるはずだ。身動きが出来なくなる前に誤解を解いておくんだな』

　アサドの忠告に、ニスルはそれまで浮かべていたおどけた表情を引っ込めグシャリと自身の髪を掻き混ぜた。その仕草は、彼が困難に直面した時や迷っている時にみせる仕草だ。

　ニスルとしても、王族としてのつとめをとるか。はたまた、バハル一人を選ぶかを迷っているのだろう。

『……解けると思うか？』

『お前次第だ』

　いつになく弱気なニスルの声に、アサドは肯定も否定もしなかった。

　アサドの我が儘からニスルやカマルに重責を強いているのは、アサドとて理解している。だからこそ、下手な慰めはしたくないし、かといって根拠も無いのに〝大丈夫だ〟と無責任なことも言いたくない。

　ハアァ、とニスルが深い溜息を吐き出す。『俺次第、ね……』とアサドが言ったその言葉を噛み締めるように呟き、ニスルは壁に背をつけずるずると床に座り込んでしまった。

　アサドが去り際に見たニスルは、廊下の窓から差し込む月明かりにほの白く照らされ、頼りなげに見えた。




　そのまま部屋に戻ってきたアサドは、フゥ、と息を吐きながらベッドへと腰を下ろした。ギッ、とスプリングが軋む音を立て、アサドは眠っているであろう京司の方を見た。

　と、京司の瞼が震え。そうして、ゆっくりと開いた。

　どうやら、今の音と振動で起こしてしまったようだ。

「すまない。起こしたか」

　もそもそと上掛けの中で動く京司の頭を、アサドの手が優しく撫でる。

　京司は母猫に毛繕いされる子猫のように目を細めながら、眠気が抜け切っていないぼんやりとした声を出した。

「いや……、いいけど。それより、……何処か行ってたのか？」

　京司のとろんと寝蕩けた瞳は、アサドの羽織るガウンを見ていた。普段、アサドは寝る時には上半身に何も纏わず寝ることが多い。ベッドに腰掛けるアサドがガウンを身に纏っていることを不思議に思ったのだろう。

「少しな。ニスルと話していた」

　そう答え、アサドは京司の髪を撫で続ける。

「そうなのか？　……何を話してたんだ？」

　上掛けから顔だけ覗かせた京司が、アサドを見上げる。和解するまでは、顔を付き合わせる度に喧嘩をしていたアサドとニスルであっただけに、話の内容が気になるのかもしれない。

　アサドはニスルと話していた内容を口にしようとして、止めた。

「……秘密だ。私が今言わずとも、あれに勇気があればそのうち分かるさ」

　小さく口角を上げた唇に、人差し指を押し当てる。そうして、アサドの答えに不服そうな表情の京司の頭を再び撫でた。

　きっと、近いうちニスルは何かしらの行動に出るに違いない。

　アサドとしては認めたくはないが、ニスルには〝借り〟もあることだし、ニスルがもし助けを求めてきた時は手を貸してやってもいいかもしれない。

　アサドはニスルと同じ黒色の京司の髪を梳きながら、うっそりと笑うのだった。
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